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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　昨日までの君と、今の君。

　君は──本当に君か？
















「先生。書しよ架か整せい理り、終わりました──」

「あら、そう。ありがとう相あい川かわ君。それじゃあこっち手伝ってくれる？」

　相川理り人ひとが扉を開けると、年配の司し書しよ教きよう諭ゆは、椅い子すに座ったまま手招きをした。

　ここは図書室に隣りん接せつする図書整理室だ。そして司書の先生が頼んできたのは、引退した廃はい棄き済みの本に、リサイクルの判はん子こを押していくという、実に地味で地道な作業だった。実際に山と積まれた本を見てしまうと、なんとも途方もない気持ちになってくるが、やるしかないのだろう。仕方ない。

　理人が椅子に座ってもくもくと作業をしていると、先生が言った。

「ほんとに相川君は真ま面じ目めで助かるわ」

「はは──」

　言われた理人は、曖あい昧まいに笑ってごまかすしかなかった。

　本などものの一度も借りたことがないくせに、その頃はよく学校の図書室に顔を出していた。高校に入学早々の委員会決めじゃんけんに負け、図書委員に任にん命めいされてしまったからだ。

　いざ入ってみればみたで、時間も労力も奪うばわれていく作業ばかりでおどろいたが、一通りこなしているだけでこんな評価がついてしまった。なぜだろう。

「当番の時に来てるだけですよ、僕は」

「そうは言うけどね相川君。たくさん来ればいいって話じゃないのよ。見なさいあの子たち……読むより先に手を動かしてくれたらいいんだけど」

　ため息まじりの先生の視界の先にいるのは、この整理室に皆かい勤きんで通っている『一軍』メンバーだ。

　彼らは自分の当番でもないのに、毎日のように図書室にやってきていて、ただしほとんど仕事はしないで本を読むことに費ついやしているというオチがついていた。いわゆる、『本が好き＋だべりたいから図書委員になった』タイプらしい。

　今も破は損そんした本の修しゆう繕ぜんをしているはずなのに、手元はお留守で文庫本を開いていたり、スマホやゲーム機でレベル上げにいそしんでいる人の方が多いのだからいかんともしがたい。

　この高校の図書室は、彼らのような『本好きだべり隊』と、理人のように『興味はないけど仕事だけはこなす組』と、『興味ないから仕事もしない派』の三つの組織で運うん営えいされていた。労働の偏かたよりが懸け念ねんされるわけである。

「それじゃあね、相川君。あなたがいれば安心だわ。任せたから後はよろしく──」

「え」

　ちょっと待て先生。

　だが司書の先生は、にこにこ体ていよく残りの仕事を押しつけて、整理室を出ていってしまったのである。

（うわ……）

　なんという理り不ふ尽じん。

　これでも周りから浮かず騒がず、ごくごく平穏に暮らすことが信条である。これ以上期待されて、真面目人間の烙らく印いんを押されるのはごめんだった。

　理人は考えた末、リサイクル判子を置いて椅子から立ち上がった。

「路みち葉ば、ちょっといい？」

　一軍メンバーの一人に話しかける。

　その人の名は、路葉響きよう子こ。理人と同じ高校一年生で、隣のクラスの図書委員だ。

　今は備品のパイプ椅子に体育座りをし、なにやら読書にいそしんでいた。

「──あ、相川君。いいところに来たぁ～」

「はいこれ、ティッシュ。花か粉ふん症しよう？」

「ありがとうブタクサとイネがね……ってちっがーう！　感動してるのよう。もうもうこの本すごすぎ神すぎ。相川君もぜったい読むべきだと思うのね……！」

「そうだね。今度ね……」

　いつかはわからないけれど──と心の中で付け足す。

　響子はここの常じよう連れん組の中では珍めずらしく、『本好き＋仕事もある程度はする』タイプの女の子だ。そのせいかはわからないが、ときどきこうして無む駄だ話ばなしをするぐらいには仲が良い。

　つい先日、背中までの三つ編みロングヘアから、襟えり足あしも見えるほどのショートカットという、大だい胆たんなイメチェンを果たしたばかりの響子嬢じようは、もらったティッシュ片手に鼻を赤くし、読んでいたハードカバーの本を大事そうに抱きしめている。

「そんなにおもしろかったの？」

　響子は、こくこくと大きくうなずいた。

「いい？　相川君。ただのお手軽国産ファンタジーものだって侮あなどったら駄だ目めだよ。波は乱らん万ばん丈じようの冒険……胸を焦こがす純愛……そして裏切りと真実……くうっ。もう萌もえて燃える展開てんこもり。背せ脂あぶらマシマシだけどくどくない。次の図書だよりのレビューはこれで決まりね。一人でも多くの人に布ふ教きようする必要がある本なのね。あたしたち、そのために生まれてきたんだと思うの」












「どうかなあ……」

「ココロザシは高く持たなきゃだめだよ相川理人君！」

「そ、そうか。ごめん」

　志こころざしが云うん々ぬんを語るなら、いま隣に積んである廃棄本に判子を押してやった方が喜ばれる気がしないでもないが。主に司書の先生にだが。

　ともかく路葉響子は本が大好きで、ゲームもアニメも大・大・大好きで、それは理人とはまったく違う道を進んでいる証しよう拠こだが、そんな彼女が嫌いではなかった。好きだと屈くつ託たくなく言える彼女がうらやましくもあった。おそらく自分は一生、そんな風には思えないから。

　かわりに理人は言った。

「──頼みがあってさ」

「頼み？」

「うん。木き内うちのリーディング、いまどこまで進んでる？」

「えー？　リーディング？　そうだなあ……レッスン３の真ん中ぐらいまでだったかなあ」

「よかった。明日やるとこだ。あたるんだよ」

「見せろって？　もー。高いよあたしのは」

「頼みます路葉大だい明みよう神じん様。かわりに数Ａやるから頼むよ」

「はいはい。しょうがないなあ」

　拝おがみ倒してノートを見せてもらい、その場で書き写しはじめる。

　どうでもいいことだが、響子のとるノートはおもしろい。わかりやすい読みやすいというより、飽きがこない。罫けい線せんいっぱいにころころと丸い字が躍っていて、欄らん外がいに『ねむい』『おなかすいた』と、その時々のつぶやきが、ツイッターのログのように残っている。こちらは書き写すだけで、彼女の気持ちが追つい体たい験けんできるというわけだ。

（あ）

　なんとなく相そう好ごうを崩してノートを写していると、新しい書き込みが目に飛び込んできた。




　──あーあ。

　──試験も予習もつまんないな。

　──どっか別の世界にいっちゃいたいナ。




　硬かための芯しんで書いた、薄い文字だった。




　──どっか別の世界にいっちゃいたいナ。




「…………いいけど、大変だよ」

　理人は無意識のうちにつぶやいていたらしい。

「──え。なになに、どしたの相川君」

「や、うん、なんでもない」

　あわてて笑ってごまかした。それが精一杯だった。

　響子は不ふ思し議ぎそうな顔をして、理人の奇き行こうを突っ込んだ。話はたぶん、そこで終わったのだと思う。







　──そう。別の世界に行くのは大変だ。

　相川理人はいま、言葉の通り遠く離れた場所にやってきている。

　そこはつやめく大だい理り石せきを一面に敷しき詰めた、非常に広大な空間だ。学校の体育館の何倍だろう。理人の歩く先を、緋ひ色いろの絨じゆう毯たんが一直線にのびている。

（早く終われ。さっさと終われ）

　絨毯の右側には、美しく着き飾かざった貴族たちが並ぶ。左側にも、同じく着飾った貴族たちが居並ぶ。老いも若きも、男も女も、じっと絨毯の上を歩く理人のことを見み据すえている。

　頭の上の天てん井じようは、首を傾けるほどに高く、巨大なサイズのフレスコ画が、異様な迫力で迫ってくる。絵のモチーフは、『英えい雄ゆうと魔ま神じん』。現れた巨きよ悪あくを聖せい剣けんで倒す、力強い剣士の図。

（前にもあったかな。こんな天井画）

　どうだろう。覚えていない。

　その絵に描えがかれている聖剣と、まったく同じ形の聖剣を腰にさげ、理人は歩き続ける。

　なぜなら理人は、この絵とそっくり同じことをしてきたからだ。




「よくぞ参った。勇者リヒトよ！」




　朗ろう々ろうとした声が広間に響く。

　絨毯が行きつく最深部──背もたれの高い王専用の椅子に腰掛けるのは、レイ・ウィルタミア＝エセルバッハ一世だ。大国ウィルタミアの偉い大だいなる王。威い厳げんに満ちた顔立ちは、六年前に会った時と変わらないが、以前に会った時よりも、髭ひげに白いものが混じっている気がした。

　理人はあらかじめ習ったとおりに、膝ひざを折った。

「ただいま還かえりました。国王陛下」

　ここは学校じゃない。

　ここは日本じゃない。

　外国でもない。地球でもない。

　異世界──パナケイア。

　女め神がみパナティーアが創りし、二つの太陽が昇のぼるファンタジー世界。

《名も無き者》、勇者・相川理人が二度にわたって救った世界だ。

　そして理人と一緒に広間を歩いてきた少女も、ゆっくりと膝を折る。

「お初にお目にかかります。国王陛下」

《目め敏ざとき者》、盗とう賊ぞく・イシュアン・トロール。

　五英雄の一人に数えられながら、不幸な事故で帰き還かんがかなわなかった悲ひ劇げきの英雄。六年の空白を破って現世に戻ってきた、尊とうとき奇跡の体現者。

　王宮の広間いっぱいに、拍手が響いた。

　良くも悪くも、今この瞬間をもって、彼女の帰還が正式なものになったのだ──。
















　剣を本格的に教わったのは、一人の女剣士からだ。

　それまでの行こう程ていで半端についていた癖くせを、彼女の手で徹てつ底てい的てきに叩たたき直されて、後はひたすら実戦の中で技を仕込まれた。

　ふりかえれば短い間だったけれど、あれがなければ今の自分はないと思っている。理り人ひとにとっては、唯ゆい一いつの師し匠しようだ。

（──近くにはいる。今は間合いを計はかってるな）

　理人は長剣『月の滴しずく』の柄つかに手をかけたまま、草むらの間を歩いていく。

　このあたりは下草に加えて、木々も密集している。視界はあまりきかない。『奴』のスペックならたぶん、このあたりで仕掛けてきたいはず──。

　ふいに頭上の枝から、バネが弾はじける音とともにワイヤー付きの錨アンカーが撃ちだされた。

「！」

　来た！　上だ！

　理人はとっさに後ろへ退ひいてそれを避よける。錨アンカーは土の地面に突き刺さった。理人は即座にワイヤーを右手でつかんで、思い切り引っ張った。

「おうわ！」

　ワイヤーに引きずられる形で、金髪の少女が枝から落ちてくる。しかし当人は、猫のように中空で体勢を立て直すと、着地と同時にナイフを抜いて理人に肉にく薄はくしてくる。

　繰り出す刃やいばは、すべてが急きゆう所しよ狙いだ。フォームは荒く癖くせがあるが、確実に相手を仕留めるための剣。何度かの猛もう攻こうを避けきると、藪やぶを突っ切り間合いの外まで逃げ切った。

「ちょこまか、逃げんな……っ！」

「それはこっちのセリフだよ」

　ようやく余計な遮しや蔽へい物ぶつのない芝生しばふの上まで引きずり出してから、理人はあらためて仕掛けに行った。

　相手の長距離射程ロングレンジの錨銃アンカーガンは、まだワイヤーを巻き取れていない。あるのは接近戦用のナイフ一本のみ。今ならいける。

　理人は矢のように突進しながら、『月の滴』を振りかぶる。耳のピアスが小さく光る。

「──速そく・撃げき・斬ざん──」

「きゃああああ！」

　へ？

　唐とう突とつにあがった可か憐れんな悲ひ鳴めいにあっけを取られ、手が止まったのがまずかった。次の瞬間、彼女のブーツのつま先が、派手にこちらの手首を蹴けり上げていた。

　ぽーんと。長剣『月の滴』が飛んでいき、手入れされた芝生の上に突き刺さる。

「はっはー！　勝った勝った！」

　はしゃいだ歓かん声せいがあがった。

　理人はうなった。なんというか、もう。

「……イシュアン・トロール！」

　手首のしびれをこらえながら叫んだ。

　当のイシュアンは、ぴょんぴょんと芝生の上を飛び跳ねている。

「ちょっと今のは汚くなかった？」

「え、なにが？　なにがだリヒト！」

　わかっているくせに、しれっと聞き返してくるのだからたちが悪い。これだから盗とう賊ぞくって人や種つは。

「いいか、リヒト。だますやつとだまされるやつ。どっちがマヌケかっていったら普通はだまされるやつだ」

「……はいはい、そうですね……」

　だからと言って、こんな時だけ女の子ぶるのはずるいよなあと思うのだ。

　理人は嘆たん息そくしてイシュアンを眺ながめやった。

　明るい金色の髪をリボンで束ね、服装は短く切り詰めたシャツとショートパンツという軽装だ。さんざん動き回って汗をかいた肌はほの赤く上じよう気きし、実じつ年ねん齢れい十七歳という年頃の娘らしいふくらみを持つ胸が、呼吸で上下しているのがわかる。

　理人と目が合うと、彼女はうれしそうに笑った。

　──ああ可か愛わいいなと、素直に思える笑顔だった。

　ネコ科の美しい動物を思わせる顔立ちは、化け粧しよう一つしていないのに不思議と品良く整っている。

　六年間の空白を破り、《蟲むしの孔あな》の上空から彼女が降ってきたのが一か月前。今は王都にあるハイダル・ワムー邸ていで、体の治療と失った六年間の補充につとめているところだ。

　正直、他の誰だれが同じ戦法を真ま似ねしてもかまわないと思うのだが、こと彼女に関してだけは、平静でいられなかった。

「いっやあ、それにしたって効くんだな、必殺☆女の涙。リヒトでもいけるのか。ニヤリ」

「……それならお作法の先生の前でもやってあげなよ。レースのハンカチも持って。泣いて喜ぶよ」

「あれはいらない涙だ。人にん参じんのヘタよりいらない。とにかく勝ちは勝ち。約束守れよ」

「はいはい」

　理人は苦虫を嚙かみ潰つぶしながら、ポケットからコインを取り出して渡した。

「もう次はないからね」

「まいどありー」

　イシュアンはにこにこと笑うばかり。こちらの複雑な心情が、どれだけ伝わっているか怪あやしいものだ。

「どうだリヒト。おまえからも一本取ったし、もう大丈夫だよな。変なとこなんてないよな」

　──それは気軽な問いに見えたが、聞いた彼女はじっと、こちらの目を見続けていた。笑っているようで目が笑っていない。

　どう答えるべきだろう。

　彼女に再会した時、彼女は六年前のラストバトルから後のことを、何も覚えていなかった。十七という年とし相そう応おうの賢かしこさを見せる面はありつつも、情じよう緒ちよの面では十一歳レベルだと診断されている。実際、理人への対応は無む邪じや気きそのものだ。

「……べつに、変じゃないよ。イシュアンはイシュアンだ。なんにも変わらない」

「そうか？　そうだよな」

　彼女が、あからさまにほっとしたのがわかった。

「でもなんかおまえは、ずいぶん変わっちゃったな」

「そう？」

「うん。見た目もそうだけどさ……」

　イシュアンが、何かまぶしさをこらえるように目を細める。

「リヒト。おまえは──」

「──そこにいましたか、二人とも」

　振り返れば、豪ごう奢しやな黒いローブを着た、長ちよう身しん痩そう軀くの魔術師がやってくるところだった。

　イシュアンが、大きく手を振った。

「よう、ハイダル。聞いてくれ聞いてくれ。なんとリヒトに勝ったぞ！」

「それは良かったですね」

「だろ？」

　自じ慢まんげなイシュアンに、ハイダル・ワムーは優しい笑顔を向ける。

　彼はこの広大な屋や敷しきの主あるじであり、理人やイシュアンと同じ五英雄の一人だ。ウィルタミア王国の筆ひつ頭とう魔術師の地位についており、王宮の円えん卓たく会かい議ぎにも議席を持つ、一番の出世頭である。

「ええ。たいへん素晴らしいのですが、できればお二人で稽けい古こをされる時は、場所を決めてやっていただけるとありがたいのですが。なんと言いますか……庭師が泣くので」

「あー」

　イシュアンの笑顔が、みるまにひきつった。

　ハイダルは、目の前の惨さん状じよう──縦じゆう横おう無む尽じんに踏み荒らした庭の芝生や、錨銃アンカーガンでなぎ倒した植うえ木きの列に対して、ささやかな苦言を呈ていしたいようだ。まあ無理もない荒れ模も様ようではある。

「……ほら、イシュアン。だから飛び道具はまずいって言ったんだ」

「あっ、こらおまえ。そこでオレ……じゃない、私のせいにするのか？　きったないやつだなあ。だいたいあのあたりはリヒトが斬きり飛ばしたのも入ってるはずだぞ」

「どこ」

「ほらそこ」

「どこ。まさかあれっぽっちのこと言ってるの？」

「ぽっちっていうほどじゃないだろ」

「大げさだよ。植木の枝一本だよ」

「いいやその枝ぶりが庭の価値をきめるんだ。だからカシツの半分……いや三分の二はリヒトのせいだ！」

「なんでそうなるんだよ」

　なぜか、横で見ていたハイダルの方が噴き出した。

「ハイダル？」

「失しつ敬けい。元気そうでなによりです。少しリヒトに話があるのですが、よろしいですか」

「僕に？」

　ハイダルはうなずく。

「ああ、いいぞ。そいつと話したいなら持っていけよ。私はここ片付けててやるから」

　イシュアンが、理人からせしめたコインをもてあそびながら言った。ハイダルは、「それではお借りしていきます」と丁てい寧ねいに礼を言った。まるで物である。

　イシュアンが庭の向こうへ走り出したので、そのまま理人たちは、館の方へと移動した。

　屋内で立ち働くメイドたちが、歩く理人たちを見かけて会え釈しやくをする。今となっては、ほとんどの使用人が顔見知りだ。屋敷で世話になるようになって、だいぶたっていた。

「先日──ラーナ殿どのから手紙がきたのです」

「ほんと？　よかったじゃないか」

「はい。あなたからハギリ老ろう師しの訃ふ報ほうと彼女の近況を聞いて、手紙を出して──やっと返事がきたんです。辛しん気き臭い顔は見たくないからおまえは来るな。でも神官などの派遣は受け入れてやると──彼女らしいですよ本当に」

「べつに本気で怒ってるわけじゃないと思うんだよ」

「ええ。わかりますよ。それぐらい。一緒に旅もしたんですから」

　ハイダルは、懐なつかしむように目を伏せた。

「老師もラーナ殿も……五英雄も今は昔ですね。ですが希望もあります」

「うん、そうだよハイダル」

「イシュアン・トロール……彼女もほとんど全ぜん快かいしたようですね」

「そうだね。調子は、悪くなさそうだよ」

「ええ、本当に奇跡のようです」

　その意見にも同意である。

　魔神封印と引き換えに、彼女の命は失われたと思っていた。でも生きていた。還かえってきてくれた。今度こそ希望の光を消さないように、握りつぶさないように、理人たちは細心の注意でもって心を砕いた。ハイダルもまた、奇跡を祈り続けた一人に違いない。

「精神的には不安定でしょうが、今さっきのような会話ができるなら問題ないでしょう。昔の掛け合いを見ているようで懐かしかったですよ。本当に良かった」

「はは……」

　そうだろう。何もかも昔のままなのだから。

　ハイダルとともに階段を登り、二階にある彼の書しよ斎さいの扉を開けた。

　そこは、大量の魔術書と儀式用の道具がおさめられたプライベートルームだ。

　中に入ると、中央の分厚いテーブルが目に入る。見たこともない水すい晶しよう球だまや、魔方陣を描いた布が広げてあった。

「何かやってたの？」

「はい。あなたが帰き還かんできる日を占っていたのです」

　さらりと出てきたその言葉に、理人はなぜか衝撃を受けた。

「……リヒト？　リヒト？」

「…………いや、うん……」

　すぐには二の句が、出てこない。ただ言葉もなく、『帰還』の一言に立ち尽くすほどだった。

　かつては小学生だった理人を。そして、次には現代日本で平へい凡ぼんな高校生をしていた理人を。都合二回にわたってこの異世界に召しよう喚かんしたのは、目の前にいるハイダルだ。理由はたった一つ。魔神アルゴス復活の危機があったから。

　この世界には、異世界からきた勇者が世界を救うという伝でん承しようが存在するらしい。

　理人は冒険の果て、聖剣を得てアーマット岳だけに登り、魔神のかけらも残さず再封印した。当面の危機はこれで回避したはずだった。

　その後もなんだかんだとこのハイダル邸に居残っていたのは、途中で発見したイシュアン──『本物』のイシュアン・トロールの先行きが心配だったからだ。

　奇跡は起きた。この上ない形で。

　十七歳の体に、ラストバトルの十一歳で止まった心が宿り、記憶も六年前で止まってしまっているといわれていても、大きな怪け我ががあるわけではない。

　さらにはイシュアン自身の、空白の六年間を埋める努力のおかげで、知識や教きよう養よう面でブランクはほとんどなくなってきている。ここまで回復したとなれば、あとは誤ご差さと時間の問題。理人がこの世界にいる理由はどこにもなかった。

　そう、客観的に見ればそれが自然なのだ。

（そうなんだよね──）

　ハイダルは知らない。

　理人だけが抱えている問題を。

　こちらがイシュアン・トロールの姿をした魔神とともに旅をしていたことは、理人自身の申しん告こくで知っている。だが、理人がそこで恋をしていたことまでは分かっていない。言えるはずがなかった。

「……帰れるのは、いつ？」

「そうですね。大の太陽と小の太陽が重なる時──今から一ひと月つき後と出ています」

「そっか……長い……けどすごく先ってわけでもないね……」

「何か、問題が？」

「ううん、まさか」

　小さく首を横に振った。

　一度は好きになった相手だった。このまま一人で地球に帰ることに、心残りがないといわれれば噓うそになる。できることなら彼女と一緒にいたい。離れたくない。

　だが同時に、その執しゆう着ちやくを掘り下げる道行きは、奈な落らくの底にもつながっていることを、理人は知っていた。

　かつて魔神いわく、




　──この体と思考回路はね、イシュアン・トロールという少女が、順調に成長していれば手に入れたに違いないものだ。非常に純じゆん度どが高い彼女の未来の姿だよ。私にならそれができるからね。

　──君が愛したのは十七歳のイシュアン・トロールで、君に送った言葉、ささげた笑顔、すべて噓いつわりなく彼女自身が考え選択したことだ。

　──彼女は自分の意思で君のことを愛していた。

　──そこは安心してくれていいんだよ──。




　アーマット岳の山頂で、理人に刺された魔神のかけらはそう言っていた。

　理人にとっては、それが唯一の救いの言葉と言っていい。妄もう想そうでも願がん望ぼうでもなく、一個の独立した人格のイシュアンと想いが通じ合ったと言ってくれたのだ。

　だからこそ、いま一緒にいて笑いあっている『本物』に、気持ちをぶつけることが怖かった。

　拒絶されたらどうする。同じ反応が返ってこなかった場合どうする。

　すべてが──無に帰きすのだ。

　絶望を得るぐらいなら、小さな救いだけを抱えて日本に戻った方がいい。理人の心は、そちらに傾かたむきつつさえあった。

　誰にも言えない──理人だけの秘密だ。

「──リヒト。私は六年前……なんの確認もしないであなたを還してしまったことを、ずっと悔くいているのです」

　ハイダルは、言葉少なに表情を曇らせる理人に言った。思いがけず、真剣な調子で。

「……なに、いきなり……」

「いきなりではありません。異界より導みちびかれし勇者は世界を変える。ですが同時にあなたには、昔から選せん択たく肢しがあります。私のこの手で、ご両親の待つ故こ郷きようへ帰還すること。そしてもう一つ」

「もう一つ？」

「ええ。もう一つは──」

　その時、ドアが大きくたたかれた。

「おい。ハイダル、いるか？」

　イシュアンの声だった。

　理人たちは顔を見合わせ、ハイダルが返事をした。

「ええ、どうぞ。お入りください」

　いきなりなんの用だろうか。部屋に入ってきたイシュアンはひどい仏ぶつ頂ちよう面づらで、右手に白い封ふう筒とうを持って、ひらひらと揺らしていた。

「郵便デス」

「私にですか？」

「そう。庭にいたらいきなり呼び止められてさ。『おいそこの。ハイダル殿に届けてくれ。返事は至急』ってえっらそーに」

「それはありがとうございます。なんでしょう、今の時期に」

　ハイダルは、演技混じりのイシュアンから封筒を受け取り、魔術で手紙の封を切りはじめた。

　イシュアンは、むくれた顔のまま、理人のところにやってくる。

「あームカツク。あのおっさん、ぜったいこっちのこと下働きかなんかだと思ってたぞ」

「ご苦労さん」

「……ま、ただの居い候そうろうなら似たようなもんかもしれないけどさ」

　そう言って、無む造ぞう作さに隣へ並んだ。

「おーい、どうしたハイダル。景気悪い顔して。借しやつ金きんの督とく促そく状じようでも来てんのか？」

　イシュアンがしようもない心配をするように、ハイダルは取り出した封書を読み進めながら、眉み間けんに深い皺しわを寄せていた。確かに気なる顔つきではあった。

「大丈夫？　何かあったの？」

　こちらも声をかけると、ハイダルはかすれた声で。

「──いえ。起きていません。大丈夫ですまだ」

　まだ？

　ハイダルは、封書から顔をあげた。

「すみませんお二人とも。これから王宮に行ってきますね」

「ちょっ」

「すぐに戻りますので」

　言うやいなや、彼は手紙をローブの懐ふところに入れ、せかせかと書斎を出ていったのだ。

　イシュアンと理人は、互いに顔を見合わせるしかなかった。

「……何も起きてないって……」

「噓だろ、ありゃ」

　ハイダル・ワムー。相変わらず、噓をつくのが下手すぎる男だった。

　案の定、すぐ戻りますと言ったわりに、ハイダルはなかなか屋敷に戻ってこなかった。

　彼が自宅の門をくぐったのは、翌朝になってからだ。

　リヒトとイシュアンは、一階の食堂で朝食をとっていた。

（う）

　そこに明らかに一いつ睡すいもしていない、充血した目をしたハイダルが、無言でテーブルに近づいてきたのだ。今まさに焼きたての白パンを食べようとしていた理人だが、口に入れるのを一瞬忘れた。それぐらい必死な形ぎよう相そうだった。

「ど、どうしたのハイダル、何かあったの？」

「──申し訳ありません」

　ハイダル・ワムー、いきなり謝罪攻撃だった。

「本当に申し訳ありません」

「いや、ちょっ、ちょっとハイダル。いきなりそれはないよ。落ち着いて説明してよ。大丈夫だから」

「……はい、そうですね……ついつい勢いあまって……」

「おいおまえ。んな勢いで平へい伏ふくできるやつはろくでもないやつだぞ」

「ええ、おっしゃる通りですよイシュアン。私はろくでもないんです」

　イシュアンの突っ込みに、ハイダルはうつろな目で笑った。ああ本当にこれはろくでもない感じだ。

「いいから話してよ」

「……なんと申しますか。王宮から、あなた方に召しよう喚かんの辞令が出てしまいました。国王陛下がお会いになりたいそうです」

　──国王。

　──陛下。

　理人とイシュアンは、そろって口を開けた。

「「はいいいい？」」

　だからすみませんと言ったでしょうと、ハイダルが消え入りそうな声でうめいたのだった。







　ウィルタミアの王宮には、『円卓の間』と呼ばれる部屋がある。

　最高審しん議ぎ会かいが開かれる広間の、さらに奥にある控え室のことなのだが、いつしかその小部屋に出入りする人自体を指して『円卓』と呼ぶようになっていた。特別な決定をする、選ばれし優ゆう越えつ者しやであると。

　審議会の名も、円卓会議という方が通りがよくなっている。本当の決定は、すでに円卓の間の中で決まっているという意味もこめて。




　──そしてハイダル・ワムー、いわく。




『……今回の魔神討伐は、円卓に対して秘ひ密みつ裡りに行うことが第一条件だったのです。私は宮きゆう廷てい魔術師の代表として、円卓会議の議席を得ていますが、王宮内での地位はそう高くありません。騎士階級以上の貴族たちが大半を占めていますから。今の私の立場で目立った行動をとることは避けたかったので、かわりにリヒトに頼む道を選んだのです。このままリヒトが地球へ還れば、言葉は悪いですが証しよう拠こ隠いん滅めつがきくと思ったのですが……』

　そうは問とん屋やがおろさなかったらしい。

『すみません。貴族たちの噂うわさ話が、何かの拍ひよう子しに国王陛下の耳にまで届いたそうです。陛下自身はたいへんお喜びで、勇者リヒトに加えて盗賊イシュアンまで発見されたのなら、盛大にもてなすべきだと……こうなると私の力だけではおさえきれませんでした。本当にすみません』

　平へい身しん低てい頭とう謝るハイダルは、本当に痛つう恨こんのきわみという表情で、それ以上塩をぬりこむこともできなかったのだ。

　かくして理人たちは、そこからなし崩し的に王宮入りすることになったのである。

「……喜ばれてるなら喜んでいいってわけじゃ……ないんだろうね。たぶん」

　理人とイシュアンは今、謁えつ見けんの間にほど近い控え室にやってきていた。

　控え室と言っても、その大きさはハイダルの家の大広間程度はある。漆しつ喰くいの細工も美しい、優ゆう雅がなアーチを描く高い天井。色つきの窓ガラスが、床に鮮やかな影を落とす。テーブルの上の砂さ糖とう壺つぼでさえ、文ぶん化か財ざい級きゆうの希少価値がありそうで、何に触るのにも覚悟がいった。

「そりゃそうだろ。おまえ、前に国王に会った時どう思った。会ったんだろ？」

　そう言ったのはイシュアンで、高そうな長椅子の上で無造作に足を組んでいる。その度ど胸きようが少しうらやましい。

「うん。会ったよ」

「おお、どうだった」

「そんなに怖い人じゃなかったよ。髭ひげが長くて、声が低くて、かなり威い厳げんはあったけど、僕にもわかる言葉で話してくれた……ような気がする」

「気がするってなんだよ。はっきりしないな」

「実はよく覚えてないんだよね。旅が終わったばっかりで、メダルもらったりお礼いわれたりしたのは確かなんだけど……」

　イシュアンが、からかうように口の端をあげる。

「なんだよ。緊張しすぎて舞い上がったか？」

「うん。かもね」

　理人は苦笑した。そういうことにしておこうと思った。

　イシュアン・トロール──君が見つかった今なら、笑い話にすることもできる。あの絶望しかなかった喪そう失しつ感かんも。

　現王のエセルバッハ一世は、今のところ賢けん帝ていと評判らしい。先代の補佐を長いこと務つとめていて、五十を過ぎて今の地位についたそうだ。臣下の言葉をよく聞き独断専行を好まない、というのがハイダルの弁べんだった。

「とにかく、悪い人じゃないとは思うんだよ」

「甘ちゃんだなリヒトは。そんなのなんの役にもたたないぞ。穏やかないい人ってのは裏を返せば、貴族連中の偉そうな暴走をおさえる気がないってことだろ？」

　イシュアンの、率直な毒どく舌ぜつが火を噴く。

「ハイダルのやつが、議会とかで苦労してるのもそのせいじゃないのか？　ましてやオレたち……じゃない、私たちは、貴族たちがたてたかった手て柄がらを横からかっさらった人間だろ？　覚えてないけどさ。きっと腹ん中は煮えくり返ってるだろうし、歓かん迎げいされてるなんて思う方がおかしいだろ」

「うーん……だよね……」

　そういわれると、なんとも不安になってきた。

「──リヒト・アイカワ様。イシュアン・トロール様。謁見の間へどうぞ。陛下がお呼びでございます」

　ドアの向こうから、無機質な女によ官かんの声がした。

　理人たちは、ついに来たかと顔を見合わせた。

「さ、出番だ。行くか」

「うん……」

　微妙に胃のあたりをおさえる理人を励はげますように、イシュアンが、手を叩いて立ち上がる。

　現在彼女が着ている衣装は、女性騎士用の華やかなコートだ。謁見ならドレスを着るべきだと主張するマナー講こう師し陣じんと派手に言い争った結果、落ち着いた折せつ衷ちゆう案あんである。

　乱れた金髪を手て櫛ぐしで整え、剣帯や上着の裾すそを直す。その仕草の途中で、イシュアンが振り返ってたずねてきた。

「なんか変なとこあるか？」

「いや、特にない、けど──」

「けど？」

　イシュアンは耳ざとく聞き返してくる。

　──仕方ない。いまさらなかったことにはできない。覚悟を決めて最後まで言った。

「どうせなら、着てくればよかったのにと思ってさ。ドレス」

　ぶっと噴き出された。

「はあ？　アホかおまえまであいつらの味方か？」

「味方っていうかさ……」

「だいたい似合うわけないだろ。なに考えてんだ」

「思い込みって怖いよね……」

「見てきたようなこと言うなって。行くぞ」

　──見たから言うんだけどさ。

　内心でこっそりと付け足す。

　記憶の中の、白い女め神がみの衣装と、燃え盛る焚たき火びの炎がちらついた。じわりと傷口が開く前に葬ほうむり去った。

　現実の彼女は、まっすぐ背筋をのばして歩いていく。早く来いと、遅れがちな理人のことを待っている。

「大丈夫だって。いざとなりゃ逃げればいいだけだろ。トンズラだって」

　この笑顔だ。

　何も変わらないから──そう仕草や表情にいたるまで、すべて同じに見えるから苦しくなるのだろうか。

　手をのばして触ふれてたくて、それをするのが怖くてたまらない。ジレンマだ。

　そうして、そんな理人たちの目の前で、謁見の間の巨大な扉が開いていったのだ──。







「──ただいま還りました。国王陛下」

　まったく、これは本当に現実のものだろうか。

　つらつらと口上を述べる自分の声が、他人のもののように響いて聞こえる。

　六年ぶりに訪れた、王宮の謁見の間。

　巨大コンサートホールさながらの広い空間に放り込まれて、その場にいるありとあらゆる人間の視線が、こちらに集まっているのがわかる。好奇。嫉しつ妬と。憎ぞう悪あくに憧どう憬けい。

「お初にお目にかかります。国王陛下」

　もはや酔よいそうなほどの感情のるつぼの中にいて、ウィルタミア国王──レイ・ウィルタミア＝エセルバッハ一世は、何にも染まらない灰色の瞳ひとみで理人たちを見やった。

「うむ。無事の帰還を、うれしく思うぞ。特にイシュアン・トロール──そなたが時を経へて生還したとは、まことに僥ぎよう倖こう。まさしく女神が与えたもうた奇跡であるな」

「ご心配をおかけして、申し訳ありませんでした」

「もう体に支し障しようはないのか？」

「はい。すべて元通り」

　事前に練習していた通り、イシュアンもうまくやれているようだ。さすがは度胸の人。

「そうですね。なんならこの場でトンボを切ることもいたしますよ」

　おいおいおいおい！

　理人はぎょっとした。王は目を見張って、笑い声をあげた。

「それは頼もしい話であるな」

「はい。ではご覧ください。せーの」

　だめだってイシュアン！　それはやりすぎ！

　慌てて止めようとした理人だが、

「あらまあ、陛下。お言葉ですが、無事なのは見た目だけで、中身の方は相当遅れているとうかがいましてよ？」

　イシュアンの眉がはねあがった。

　玉ぎよく座ざのすぐ下に控える重じゆう臣しんたちの中に、扇おうぎを片手に微笑ほほえんでいる女性がいた。

　かなり恰かつ幅ぷくのいい中年の婦ふ人じんで、白く塗ぬり込めた顔に、終しゆう始し張り付くような笑みを浮かべている。

「なんと、それはまことか」

「ええ。とてもお可か哀わい想そうな話ですわね。嫁よめ入り前の娘が傷物になってしまって」

「まったくです。我らが騎士団に任せていればすんだものを」

　さらには賛さん同どうの声も重なった。

　こちらは恰幅のいい軍人風の男だ。どちらもいわゆるウィルタミアの最高審議会、『円卓』のメンバーのはず──。

　臣下の言葉に、王はいたましい顔をした。

「国王陛下。どうぞ優しい言葉をかけてさしあげてくだしまし。こんな悲ひ劇げきを引き起こしてまで、ハイダルは本当に努力いたしましたのよ。わたくしたちに追いつきたくて必死でしたの」

「ええ、その通り。彼の賢さには脱だつ帽ぼうするしかない。我々にはとてもまねできぬことですが」

　あちこちで、似たような笑い声があがった。わざとらしい、嘲あざけり混じりの失笑だ。

　我らがハイダルは、そんな濃すぎるメンバーの末席で、胃痛をこらえるように目を伏せている。

「……くだらないことばっかり言いやがって。どこの誰が遅れてるってんだ」

「わかるけど、今はがまんだよイシュアン」

　爆発しては思う壺だ。小声で止める理人に、イシュアンが小さく舌打ちをした。

　しかし、できれば秘密裡にことを進めたかったと、ハイダルが言いたくなる気持ちはよくわかる。まさかここまで露ろ骨こつだとは思わなかった。ウィルタミアの貴族たちにとって、本当に理人たちの存在は認めがたいものなのだ。

　いくら世界を救ったとしても、その実感など彼らにはないのだろう。世界が崩ほう壊かいの危機に陥った実感すらないのかもしれない。こんな綺き麗れいな王宮の中に居続けたのだ。あの頃からずっと。

「なるほど。みな困難を乗り越えてきたのであろう。素晴らしいことだ」

　王ばかりが、しみじみとうなずいている。

「勇者リヒトに盗賊イシュアンよ」

「……はい、国王陛下」

「我がウィルタミア王国、ないしはこの世界に貢こう献けんした功こう績せきは讃たたえるにふさわしいものだ。その名は長く残り栄えい誉よを得るだろう。まずはそなたらに褒ほう美びを取らせよう。受け取るがいい」

　合図にあわせて、数人の侍じ従じゆうたちが行進してきた。

　侍従はそれぞれ、一目で高価とわかる装そう飾しよく品ひんや武具のつまった箱を持っていた。イシュアンが、憤ふん慨がいしていたのも忘れてごくりとつばを飲み込んだほどだ。それはもう、『金銀財宝』という言葉がぴったりくるボリュームだった。

「こたびは我が王国の財宝に加えて、隣国イエンマルドの親しん使しが献けん上じようしてくれた品もある。どれも二つとない至し宝ほうばかり。礼は彼らに申すが良い」

　王の説明も、どこかかすんで聞こえる。

（イエンマルド？）

　ウィルタミアの南に国境を接する、砂さ漠ばくの小国だ。

　見ればウィルタミアの貴族たちが立ち並ぶ列の間で、明らかに意い匠しようの違う、南国の民族衣装をまとった男たちがいた。理人と目が合うと、彼らは独特の形の礼をした。あわててこちらも一礼した。

　地上から魔獣がいなくなり、昔に比べれば、親分子分な関係も変わってきているらしいが、交流は今も続いているようだ。

　そして理人は、あらためて目の前につみあがる財宝を見やったのだ。

　本当にきらきらと、まばゆいばかりのお宝の山だが──一つ気がついた。

（──あ）

　並ぶ箱の中に一つだけ、異質な輝きを放つものがあるのだ。

　それが何か認識した瞬間、鼓こ動どうが跳ね上がり、ぞわりと全身が粟あわ立だった。

　まさか──。

「おいリヒト!?」

　無言で箱に駆け寄った。

「ま、なんて野や蛮ばんな」

　非難の声も耳に入らない。金貨銀貨の山の中にねじこまれていたそれを、強引に引き抜いた。

「──ほっほっほ、リヒトよ。いきなりそれを気に入るとは目が高いな。それはいま言ったイエンマルドから贈られた品であるぞ。なんでも砂漠で発掘された魔法の品マジツクアイテムだそうだ」

　何が魔法だ。そんなわけあるか。

　パールがかったホワイトのボディ。液えき晶しよう画が面めんは一つ。

　かすかに傷がついているが、目出った外傷はない。

　震える手で電源ボタンを押せば、見慣れたロゴとスタート画面が浮かび上がった。

（なんでこれがここにあるんだ）

　理人は赤絨毯の上で、あえぐように天を仰いだ。

　地球の──携帯ゲーム機だった。
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　──番線、電車が参ります。

　──危ないですから、黄色い線の外側に立たないよう──。

「あああっ、また全ぜん滅めつしたあ！」

　電車を待つ駅のホームで、路みち葉ば響きよう子この悲鳴が響く。

「なによもー。また一階からやり直しだー。何回目よこれー」

「……苦戦してるね」

「ま、負けないもの。勇者キヨコは強い子良い子負けない子。ぜったい攻略サイトのお世話にはならないからね。見ててね相あい川かわ君」

「はいはい……」

「うー」

　どういう意地なのだろうと不ふ思し議ぎに思いはしたけれど、自分で謎なぞをとくのだという彼女の気き概がいは、尊重するべきものだと思っていた気がする。

　肩にスクールバッグ、ハイソックスの生足でホームに踏ん張って、真剣にゲーム画面を操作する彼女の隣で、理人はいつもぼんやりしていた。ただ遠くに見える電線のカラスとか、電光掲示板のドットの欠けとか、夕ゆう闇やみに落ちるビルの影とか、そういうものを目で追っていた。なんの理由もこだわりもない毎日だった。

　そう。だから相川理人には、うっすらとした記憶しかない。路葉響子はスマートフォンだけではなく携帯ゲーム専用機も持っていて、機種の色は確か白だった。光の加減で七色にも光った。綺麗な綺麗なパールホワイトだった。







　理人は王宮の謁見の間を出た後、理由をつけてハイダルの執しつ務む室しつにたてこもり、問題のゲーム機を操作していった。

　横ではイシュアンが、息をひそめてこちらの手元を覗のぞき込んでいる。それより今は真実が知りたい。

　差し込んであったゲームの内容は、国産のＲアールＰピーＧジーだ。目についたアイコンから、セーブデータを呼び出す。




　戦士マンマルレベル28

　勇者キヨコレベル27

　僧侶タマゾウレベル26

　魔法使いムイムイレベル27




　理人は勇者の名前のところで釘付けになった。

　キヨコ──響子──路葉響子──。

　すっと血の気が引いていく感覚がした。

（やっぱりそうだ──）

　理人はゲーム機を持ったまま、目を閉じ長椅子に体を投げ出した。

「おいこらリヒト。大丈夫かよ。おまえのところの道具でいいのか？」

「…………当たりだ」

　ビンゴ。予想的中。かろうじてそれだけ言った。

　当たりで、そして最悪の結果だった。このゲーム機は、まず間違いなく路葉響子のものだ。

　なぜ？　どうしてここに？

「……僕が通ってる学校のさ……同級生だったんだ。こっちに呼び出されるとき、最後まで一緒にいたのが彼女だった」

「彼女って──女？」

「うん。路葉響子……彼女のものだよ、これは──ちくしょう……」

「リヒト」

　そこにドアが開き、ハイダルが踏み込んできた。

　理人は、薄うす目めだけ開けた。

「聞いてきた？」

「ええ、簡単なところだけですが」

　ハイダルは前置きして、説明をはじめた。

「イエンマルド首しゆ長ちよう国こくの親しん使し団だんはですね、今回いくつかの条約改正の交渉のために、ウィルタミアを訪問しています。交渉自体は物別れに終わったそうですが──今はその話じゃないですね。とにかく王への献けん上じよう品ひんとして提出した品は、ティマーニの大市バザールで接収したものだそうです」

　聞きなれない響きに、理人は戸惑った。

「砂漠のオアシスで開かれる定てい期き市いちです。ティマーニは首しゆ都とバーゼルに次ぐ街で、かの地の交こう易えきの拠きよ点てんですね」

「砂漠……市場……」

　ますます頭を抱えたくなった。

　あの本好きでゲーム好きの彼女が、砂漠の真ん中にいるって？　なんの冗談だ。

「……ハイダル……僕さ、前に言ったよね。僕がこっちに来たとき、予想よりも影響が少なかったって」

「ええ。言いました」

「別のところで別のものが呼び出されたり、災害が起きる可能性があるって……」

「それも言いました。ですがウィルタミア国内では観かん測そくされませんでした。どれもごく軽けい微びの異常ばかりで」

　互いに言葉が重く硬くなる。何を言いたいかわかるのだろう。

　国内ではなかった。だが、国外ではあった──そういうことなのだろうか。

「ただ道具だけがこっちに喚とんでるなんて……そんな都合のいいことないよね」

「断言はできません。ですが、おそらく可能性は低いと思います……その女性の持ち物だったのでしょう。『げーむき』というものは」

「うん。鞄かばんに入れて、帰るところだったんだ。家に──」

　そう、家に帰るところだった。

　そこを巻き込まれたのだというのなら、完全にとばっちりだろう。右も左もわからない異世界で、どんな目にあっているのか。

　自分がはじめてこちらに呼びだされた時と比べても──。

「……ハイダル……僕はイエンマルドに行くよ」

「リヒト」

　握にぎる拳こぶしに力をこめる。もはやできることは決まっていた。

「ハイダルにまでついてこいとは言わないよ。そのなんとかって街のところまで行けば、路葉に会えるかもしれないよね」

「ですがリヒト。帰還の儀式は一カ月後ですよ。それまでにあなたが戻らなけなれば、次にいつ帰れるかわかりません」

「ふざけるなよ！　こうなった以上、僕一人帰るなんて選せん択たく肢しはありえないよ。間に合うようになんとか連れ帰る。そうだろハイダル」

　魔術師の顔から、血の気が引いていった。

　こちらの真剣なまなざしにあてられたように、彼もまたうなずいた。

「──わかりました。申し訳ありません。責せきはすべて私にあります。こちらで渡と航こうの手配をしましょう」

「頼むよ。できるだけ早く」

　ハイダルはきびすを返し、再び部屋を出ていく。

　理人は祈るようにうつむく。砂漠の中に倒れる響子の姿が思い浮かんだ。頼むから無事でいてほしかった。

（頼むよ──路葉）

　そんな理人の腕に、ふと、やわらかい手が乗った。

　イシュアンだった。心配そうな顔で、こちらをのぞき込んでくる。

「リヒト。おまえ……知ってるのか？　砂漠越えって、ものすごいきついんだぞ。シロウトが簡単に行けるようなとこじゃない」

「だったとしても、やるしかないよ」

「本気で？」

「うん。本気で」

「よし、じゃあわかった。私も行く」

　ガンとストレートな不意打ちに、なかなか次の言葉が出てこなかった。

「…………い、いや、イシュアン。いま自分で言ったんだよね。きつくて難しいって」

「だから行くんだって。シロウトのおまえ一人じゃダメでも、このイシュアン様がいれば大丈夫だ」

　胸をたたくので、理人は頭を抱えたくなった。

「……気持ちはありがたいけど、イシュアンはまだ休んでた方が」

「あーあーあー！　そんないかにも思わせぶりにおろおろ大変ドウシヨウしといて、デモデモダッテじゃないっての！　私は平気だ。おまえのことだって助けられるぞ！」

「イシュアン……」

「ここにいたってな、医者や館の連中には腫はれ物にさわるみたいな扱いされて、陰でなんにも知らないやつ扱いされんだ。それぐらいならおまえについてって面倒みてやる。もう決めた！」

　ここ一カ月の鬱うつ憤ぷんを、一気にぶちまけ晴らすようなタンカだった。

　それは本当に君のことが大事だからだよと、言い訳することさえイシュアンには不本意なのかもしれない。『イシュアン・トロール』は誇ほこり高い《盗賊》で、いつだって理人のことを助ける側だったのだから。

「おまえが言ったんだぞ。なんにも変じゃないって」

　彼女の目じりに、光るものがあった。

　困ったわがままで、無茶で無む謀ぼうで、でももしかしたら自分は、うれしかったのかもしれない。心配してもらえること、手をさしのべてもらえること。

　そして理人はあの時と同じように、彼女の手を取ってしまうのだ。

「うん。じゃあ、お願いできるかな」

「決定！」

　イシュアンが、胸にくる笑顔でそう言った。







　翌日になって、さっそくハイダルが渡航のプランを持ってきた。

　だがそれは、理人が思ってもみない方法だった。

「──え、相あい乗のり？　僕らだけじゃないってこと？」

　理人の部屋にやってきたハイダルは、「ええそうです」と書しよ類るいをテーブルに置いた。

「表向きは、大使であるログワイヤ卿きようの護ご衛えいということになります。いろいろリスクはありますが、たぶんこれが一番早く確実に砂漠を移動できるはずなんです。大型の砂さ礫れき船せんなしでハタルト砂漠を移動するのは、かなり危険ですから」

　なんでも、ちょうど国からイエンマルドの首長にあてて、返礼の大使を派遣するところだったらしい。この手の人の送りあいは珍めずらしいことではないらしく、移動用の砂礫船はイエンマルド籍せきの大型船で、渡航の費用はすべてウィルタミア持ち。ハイダルはそこに頼み込んで、使者の一団に交ぜてもらう方法を取るつもりだという。

「彼らの目的地は、イエンマルドの首都バーゼル。途中まではティマーニに行く行こう程ていと変わりません」

「でも、貴族の護衛役なんだよね……大丈夫？」

「そうですね。ログワイヤ家は古くからの名門ですが、そのぶん政治の一線からは距離を置く家か風ふうであるともいえます。当主のログワイヤ卿も、円卓に席はありますが、例に漏れずに絵や骨こつ董とう品ひんを大事にするタイプですよ。引き受けたのが意外なぐらいです、あのボンクラが──と、失礼」

　さんざん嫌味を言われたばかりだけに、そこは少し心配だった。

　ハイダルは、やや自じ嘲ちよう気味に笑った。

「自信を持っていいんですよ。五英雄を引き連れてイエンマルド入りすれば、卿にとっても大きな利点になります。こちらから頼み込む形で手に入るのは願ったりでしょう。多少横おう柄へいな言葉はがまんしていただくかもしれませんが、イエンマルドからも護衛や通訳が乗りこむはずですので、そうそう無茶はできないはずです」

「……オトナのお付き合いってやつだね」

「すみませんね。こういうやり方しかできなくて」

　理人はベッドの上に腰をおろした。

　単独旅行の身軽さを捨てることは、いかにも惜おしい。

　だが逡しゆん巡じゆんする理人の手元には、響子のゲーム機があるのだ。パールホワイトの限定機。冒険の途中のセーブデータ。

　彼女はきっと、見知らぬ場所で震えているに違いない。

「僕に異存はないよ。ハイダルに任せる」

「ありがとうございます」

　彼はそのまま部屋を出るかと思いきや、扉の前で振り返った。

「……覚えていますか、リヒト。あなたには選択肢があるという私の話を」

　理人は、驚きながらもうなずいた。

「うん、覚えてるよ」

「今となっては戯ざれ言ごとですが、私はこう言うつもりだったんですよ。リヒト、あなたには選択肢があります。一つは私の手でご両親のいる故郷へ戻ること。もう一つは──この地で新しい家族と故郷を作ること」

　──戯言でしたね、と彼は小さく付け足した。

　そして翌日、理人とイシュアンは、熱ねつ砂さの国を目指して旅出ったのだ。
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　──砂が落ちてくる。さらさら、さらさら。

　ウルスラの頭のはるか上から、絹きぬ糸いとのように細くたよりなく、けれど絶えず砂は落ち続けている。

　あれは──なに？　お水？　いいえ、あれは砂よウルスラ。

　本当に幼い頃は、あの落ちてくる砂の意味がずっとわからなかった。

　なんでもウルスラたちが暮らす里の上には、広大な砂漠が広がっているのだという。

　二つの『太陽』が朝を告げに昇り、『風』が砂を吹き上げ、次々に沈めば一つの『月』が夜を連れてやってくる。そんな不ふ可か思し議ぎな世界があるらしい。

　一時はその話に夢中になって、本物の太陽なるものを見ようとずいぶんと無茶をした。砂の出で所どころを確かめにいって、『夜』の鐘かねに間に合わず、族ぞく長ちようの父にひどく叩かれたのもその頃だ。

（わたしは……悪い子供だったわ）

　痛む頰ほおと父の冷たい視線が、今も古ふる傷きずのように胸をうずかせる。何度謝っても父はウルスラを許しはせず、背を向けた父にウルスラは涙なみだした。

　今はもう、もちろんそんな愚おろかなことをする気はない。あそこにある砂は、わたしの知らない『地上』の残ざん滓し。見たこともない『太陽』のかけら。いくらあこがれても手の届かない夢のようなもの。それでいいのだとわかっている。

（それでも……振り向いてはくれませんか。お父様……）




　──ウルスラ。どうしたの？




　あたりをただよう亡ぼう霊れいたちが、採取用の籠かごを手に立ちつくすウルスラを心配して寄ってきた。くるくると絡からみ合って、なんとかウルスラの目を引こうと必死だ。

「誰か……」

　ウルスラは、耳に手をあてつぶやいた。

「誰か……呼んでいるような気がしたの」




　──人が？　魔獣が？

　──いけないわ。ウルスラを惑まどわす気ね。




「そうじゃないわ。とても強くて……でも少し寂しそうな人」

　上の世界から聞こえたような気がした。

　だけどそれは、ウルスラとは縁えんもゆかりもない、違う世界の物語だ。交わることのなく終わっていく。

（だから呼ばないで、さびしい人）

（わたしにはなにもできないわ）

　砂は変わらず、白く淡く降り続けていた。
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　──砂漠の片かた隅すみを、一いつ隻せきの巨大な砂礫船が進んでいく。

　荷馬のかわりに大型の砂すな蜥蜴とかげが牽けん引いんするその船ふな橇ぞりは、大勢の客人を乗せ、さながら竜りゆうのように砂の上を移動し続けている。

　船せん尾びに目をやれば、少年がひとり、甲かん板ぱんに座り込んでいた。

　頭の上からすっぽり日よけのケープをかぶり、かたときも手すりの前から離れない。絶えず足元を流れていく砂の流れを見つめ、たまに野生動物の群むれが横おう断だんすれば腰を上げた。

「おいリヒト！　そろそろメシの時間だぞ！」

　船室の中から、少女の快活な声が響く。

「ねえイシュアン、あれなんだと思う？」

「あれだけじゃわかんないって」

「なんて言ったらいいのかな……ネズミっぽいんだけどトサカがついてるんだよ。列になって歩いてる」

「ちょっと待て。行くからそっち」

「あ、砂の中に逃げた」

　しばらくすると、屋や根ねのある部屋の中から、金髪の少女が顔を出した。二人は手すりの前に並び、見慣れぬ砂原の景色を指さしては、あれこれと感想を言い合った。

　──ここはイエンマルド北西部、陸の海にたとえられるハタルト大砂漠。

　風は変わらず砂をはらんで強く吹き抜けていく。

　あらゆる望みや嘆なげきを飲み込んで、すべては白い砂の中へ。そのさらに下の世界へと。
















　相あい川かわ理り人ひとの眠りは、ニワトリと馬のいななきを足して二で割ったような雄おたけびで呼び覚まされる。

「……んだ。うるさいな……」

　理人は寝しん台だいの上で身を起こし、あくび交じりに丸窓の向こうをながめやった。

　──いつ見ても慣れないというか、自分がどこにいるのか一瞬わからなくなる絶ぜつ景けいだ。

　ここはパナケイア最大の砂漠地帯。ハタルト砂漠。紺こん色いろの闇やみが薄くなり、東にほんのり茜あかね色が差していた。もうしばらくすれば、一番はじめの太陽が昇るだろう。雲の少ない冴さえた空の下に広がるのは、なめらかな新雪──ではなく、すべてが砂だ。

（砂漠って……地球と材ざい質しつは一緒なのかな）

　気にはなっているのだが、国外に行った経験など親しん戚せきの結婚式で行ったハワイぐらいだ。画面の向こうで見た砂漠がどうだったかなど確かめようがない。試ためしに触ふれてみた砂は、本当にさらさらと細かくて、パウダースノーのようだった。

　その細かい砂を、乾いた風が巻き上げ起き伏ふくを作り、隆りゆう起きする岩とともに複雑なコントラストを描いている。理人はそれを見ながら身み支じ度たくを整え、個室のドアを開けた。

　ずいぶん前にイエンマルドの国境を越え、ハタルト砂漠に一番近い街でこの砂さ礫れき船せん『女め神がみの采さい配はい』号に乗り換えた。

　まるで棺かん桶おけに毛と耳が生えたような広さの個室でも、部屋をもらえるのはありがたいことなのだろう。うっかり廊下で複数人が鉢はち合あわせすると、すれ違うのに苦労するぐらいだとしても、水が使え食堂で食事がとれる旅路は快かい適てきの一言だ。

（さすが貴族が乗る船っていうか……ハイダルがねじこんだだけのことはあるんだろうな）

　甲かん板ぱんへの短い階段を登って扉を開けると、ひんやりとした冷気が肌をなでた。

　今回の旅で、理人が驚いたことの一つだ。昼間の熱気が噓うそのように、闇やみ夜よの砂漠は冷え込んでくれた。明け方のこの時期でも、まだ空気は肌寒い。

「さむ……」

「──お早いですね、英雄サマ」

　開けたドアの脇わきでは、頭に巻き布をしたイエンマルド人が、無む造ぞう作さに腕組みしていた。

　ハセム・デラ。この船から旅に加わっている、イエンマルドの護衛剣士──らしい。

「見張りですか？」

「そうですヨ。俺の仕事ですからね」

　ハセムは言って、大きくあくびを一つした。

　剣士『らしい』と怪あやしく思ってしまうのは、彼が出会ってから一度も、帯たい剣けんしているところを見たことがないからかもしれない。こうして見張りに立つ時でも、ハセム・デラは丸腰で両手を袖そでの中におさめ、にやにやと笑っている。

　体型こそ精せい悍かんで戦士らしいが、どうにもつかみどころのない男だった。軍人というには厳しさが足りず、傭よう兵へいにしては泥どろくささが決定的に欠けている。

「まだまだティマーニには遠いですよ。あと五日は部屋に引きこもってても大丈夫スよ」

「……そういうわけにもいかないですよね」

「ま、そうですよネー」

　気のない声でハセムは同意した。

　微妙な沈ちん黙もくがまた間に横たわる。

「……ハセムさんは」

「はい？」

「ハセムさんは、イエンマルド軍の方でいいんですか？」

「え、俺ですか？　やだな、そう見えます？」

「いえ──」

　正直、一番似合いそうなのは、ヒモか詐さ欺ぎ師しだ。とても口にはできないが。

「どうでしょうね。ま、あなたの想定より給料は大幅に安いと思ってくれてケッコウですよ」

　ぜんぜん答えになっていない。

「でもあれですよね。なんかうちんとこのお偉えらいさん方が献けん上じようしたもんにいわくがあったそうですけど、ここで人探しだすって、相当厳しくないですかね」

「……そう思いますか？」

「あれ、思わないんですか？　噓うそー。だって探すのは十七のお嬢じようさんなんでしょ？　砂漠の外国に放り出されて話は通じない、常識もわからない、武器もなしでどれだけ保つやら。もうとっくに死んでるんじゃないですかね──」

　理人は、表情を変えずにうなずくのが精一杯だった。

「言葉は通じますよ。大丈夫。今の僕と同じ程度には」

「あ、それはステキ。希望の光ですネ」

　そう。異世界に飛ばされた人間は、基本的に会話に困らない。どの国の言葉も、自動的に翻ほん訳やくされるらしいのだ。

　かわりに文字はまったく読めないし、イエンマルドの言葉もウィルタミアの言葉も、得体のしれない部族の方ほう言げんも、まったく同じ日本語に聞こえてしまう弊へい害がいはあるが、会話ができないことだけはないはずなのだ。

　だから『助けて』も、『私を殺さないでください』も、口にすれば通じる。

　逆に言えば、現時点ですがれる希望は、そこしかなかった。

（……まだ僕の時は、ハイダルが近くにいた）

　今から六年前、水の神しん殿でんに放り出されて、何もわからなかった恐怖は今でも忘れられない。彼女はそれがずっと続いているはずなのだ。ハセムに言われるまでもなく、厳しいことはわかっている。

「あ、スイマセン。俺が深しん刻こくにさせちゃいかんですよね。大丈夫ですよ、きっと見つかりマスって」

　明らかに気休めだとわかる言葉で、理人はぎこちなく笑い返した。

　だがその瞬間、ドン！　と床下から突き上げるような衝しよう撃げきが走った。

　理人はとっさに柵さくの手すりにしがみついた。へたをすれば外に放り出されるところだった。

「……あぶねえあぶねえ……大丈夫ですカ」

「僕は大丈夫……だけど……」

　ハセムも同じように身を伏せている。

　いきなり何が起きたのだろうか──。

「おいトト！　暴れるな落ちる！」

「いっ、いやあああ、しぬ、しぬ、しんじゃううう！」

「だから暴れるなって！」

　別のところでは、甲かん高だかい少女の悲鳴がこだましていた。

　理人が慌てて駆けつけると、船の突とつ端たんにイシュアンがいた。彼女は柵の手すりに足をかけ、ずり落ちていく人間を必死に引き上げようとしている。

「イシュアン！　大丈夫!?」

「お、リヒトか！　いいとこ来た。ちょっとコイツなんとかしてやってくれ！」

「いやああ、いやあああ」

　理人はイシュアンの傍そばに行き、一緒になってその泣きわめく人間を引き上げた。

（よっこいしょ、と）

　まるで大きなカブを引っこ抜く要よう領りようで甲板に戻されたのは、サイズの合わない魔術師のローブを着た、イエンマルド人の少女だった。

　年の頃は、まだ十二、三歳ほど。髪を見せたがらないイエンマルド人らしく、頭はベールで隠しているが、今はボリュームのある栗くり毛げがのぞいてしまっている。愛あい嬌きようが先立つ丸顔は、半べそ──いや、完全に泣き濡ぬれていた。

　トト・ハルネラ。年は若いが、ウィルタミアの魔術学院に交こう換かん留りゆう学がく中ちゆうの学生らしい。今回は一時帰国に合わせ、通つう訳やく兼ガイドとして旅に加わっていたはずなのだが──。

「…………こっ、こっ、こわっ、こわかったですぅ……」

「なにやってたのいったい……」

　イシュアンが、頭をかきながら答えた。

「や、蜥蜴とかげたちの朝鳴きの観察してたんだよ。昨日はエンリルだったから今日はどっちかなーって」

「結果はトウラでしたぁ……」

　トトはさめざめと泣きながらも、結果を報告してくれる。

　トウラというのは、この『女神の采配』号を牽けん引いんしている、三匹の砂蜥蜴のうちの一匹のことだ。砂礫船は本物の海上のように風の力で進むことができないので、船底に橇そりを取り付け蜥蜴の脚きやく力りよくで進むのだ。

　このハタルト砂漠最大の生き物──正式にはハタルトオオガンセキトカゲと言うらしい──は、成長すると民家の屋根をゆうに越える。硬くいかつい外見は竜のようにも見えるが、そこまでの魔力や攻撃性はない。性格もごく温和で、最近相あい次ついで走るようになった大型の砂礫船を引くには欠かせない生き物だそうだ。

　理人を起した奇妙な雄たけびも、この砂蜥蜴の特とく徴ちようの一つらしい。

「鳴かなきゃ最高なんだけどな、こいつら」

「習性だけは変えられませんよね」

　好こう奇き心しん旺おう盛せいなイシュアンと、律りち儀ぎな学生のトトは、変なところでウマが合うらしく、国を超えた友情が生まれているようだ。理人が砂礫船の暮らしに落ち着いてからも、こうしてああだこうだと話していることが多かった。

　しかし夜明け前から張り込みとは、こうなるともう、イシュアンの旅の目的と手段が入れ替わってしまっているんじゃないかと思えるぐらいだ。

「何しに来てんだかわからんな、こりゃ……」

　後ろでぼそっと、心の声を再現された気がした。

　振り返れば、ハセムが遅れてやって来ていた。あくび交じりの眠そうな顔を見て、トトが眉を吊り上げる。

「ちょっとハセム！　失礼ですよイシュアン様に向かって！」

「はいはい、わかってますヨ」












「ぜんぜんわかってませーん！　なんにもわかってませーん！　畏おそれ多くも五英雄の一人、世界を救った救きゆう世せい主しゆですよ！」

「アアそうですねー、すごいですねー」

「なにその棒読みー」

「もういいってトト。べつに誰が何したとか」

「だめですイシュアン様っ。こういうのはやりすぎなぐらいでちょうどいいんです。このひとってば物知らずすぎます」

　トトは頰ほおをふくらませて憤ふん慨がいしてくれる。だが、実際にその記憶がないイシュアンとしては、ほめられても複雑かもしれなかった。

「いいですか、ハセム・デラ。そのふやけきった耳をひらいてよぅく聞きなさい。五英雄を崇あがめることがウィルタミアにおもねることにつながるなんて、よくあるくだらない考えは捨てるべきです。わたしもお国の威い信しんを背負い留学中の身ですが、世界の破滅から救った英雄には敬けい意いを表するべき。そこに国の違いなどないんです。別にウィルタミアのように毎年祭りを開けとは言いませんが、個々で感謝の心を──ぅきゃあ！」

　ふたたび船が、大きく揺れた。

　夢中で弁べん舌ぜつをふるっていたトトは、おもしろいぐらいに甲板を転がっていった。

「──だいじょーぶかートトー」

「だーいじょうぶでーす……」

　途中の樽たるにぶつかって止まり、さかさまのまま情けない声を上げている。

「それにしても揺れるね」

　理人はあたりを見回した。こうたびたびでは、船が壊れるのではないだろうかと冷や冷やする。

「ま、たぶん橇の片方が石せき柱ちゆうかなんかに乗り上げたんだと思いますヨ」

「石柱？」

　ハセムは柵に身を預けてうなずいた。

「英雄サマ方は知ってますかね。このへんに昔あった国のこと」

「いや、ごめん。そういうのはあんまり……」

　何もわかってないのは、むしろ理人の方だった。

「私は聞いたことあるぞ。何百年も前に都ごと滅びたんだろ？　名前は確か──ヴェズナーヤ王おう国こく」

「ご名答、盗とう賊ぞくサマ。今でも街や砦とりでの名残なごりがごろごろ転がってるんでスよ。砂蜥蜴たちはひょいひょい避けられても、船体までは避けきれないってことですネ」

　理人たちは、柵の向こうを見やった。今いる場所からは、轍わだちの軌き道どうを見ることも難しい。だが言われてみれば、人工物らしい石の柱が斜めに埋もれているのが見えた。思った以上にヴェズナーヤ王国とやらの遺い跡せきが、残ざん骸がいとして埋もれているらしい。

「ふうん……確かに乗り上げたら厄やつ介かいそうだな……」

「でもさイシュアン、なんでヴェズナーヤはなくなったのかな。魔神にでもやられたの？」

「おまえバカか？　何百年も前って言っただろ。アルゴスが現出したのがいつか言ってみろ」

「あ……」

　言われて気付いた。一番はじめでも七十二年前。それから何十年もたって二番目の降こう臨りんがあり、長い暗あん黒こく期きを経へて、小学生の理人が召しよう喚かんされたのが六年前。どうがんばっても時代が合わない。

「で、なんで滅びたの？」

「そ、それはだな──」

　どうやらイシュアンも、よくわかってはいないらしい。

「一いつ説せつには、ヴェズナーヤの最後の大だい王おうが、突然狂ってしまったから、なんて言われてますね」

　トトが、頭のベールを直しながら戻ってきた。生き真ま面じ目めな顔で説明してくれる。

「おかしな命令ばかり出すようになって、圧あつ政せいに苦しむ各地の部族が、団結して都に攻め込んで、大王の首を獲ったと言われてます」

「へえ……下げ剋こく上じようだ」

「ちなみにこれが我がイエンマルド首しゆ長ちよう国こくのはじまりだったりします。えへん」

　ぱちぱちと手をたたきたくなった。

　魔神アルゴスが降臨する前のパナケイアなど、想像したこともなかったが、それなりに歴史の移り変わりはあるわけか。

「大王を中心になって討ち取ったハジ、セネル、カヤジの三家は、今も『三刀』と呼ばれイエンマルドの要よう職しよくについていますね。時の首長は三家の一つ、《赤獅子》のカヤジ出身ですし」

「厄やつ介かい者ものの大王様は、今もなお船を横転させかねない厄介物を残していきましたってか」

「そうですね──」

　トトが、イシュアンの軽口に同意した。




「「まあ、その程度ですむうちは可か愛わいいかもしれないですけど」ネ」




　さらりとイエンマルド人二人の声が重なる。かぶったハセムはにやりと笑って口くち笛ぶえを吹き、トトは露ろ骨こつに嫌な顔をした。

「なんだよ。なんか他にあるのか？」

「あ、あるといいますか……」

「そうデスね。ここで真に恐れなきゃいけないのは、埋もれた柱に乗り上げることよりも──」

　恐れないといけないのは。

「おい、トト・ハルネラ！　ちょっとこっち来てくれねえか！」

　だみ声が割り込んだ。

　トトの目がまん丸になる。

　イエンマルド人の船員が、戸口から手招きしていた。

「おまえさんに『仕事』だ。通訳してやってくれ。下で船長と騎き士し様がもめてるんだ」

「あ、はぁい！　いま行きます！」

　トトがバネ人形のように飛び上がり、船室へと走り出す。

　イシュアンが、理人の袖そでをつかんできた。

「なあ、なんて言ってるんだ？」

「なにって……」

　聞いた通りだよと言おうとしたが、勘違いに気がついた。もどかしそうなイシュアンの顔。今の船員は、ウィルタミア語ではなくイエンマルド語を使っていたのだろう。

　理人の耳では、みな同じ言葉に聞こえるけれど。

「……なんか、船長さんとゲイリー・ブランさんがもめてるみたいだ」

「うげ。またかあのおっさん」

　イシュアンが眉をひそめた。気持ちは理人も同じだった。

「とにかく、行こうか。トトだけに任せるのは可か哀わい想そうだよ」

「了解」

　なにせ『あの人』たちの相手は厄介なのだ。同じウィルタミアに与くみする人間でさえ──。







　首都バーゼルを目指す『女神の采配』号は、現在四人のウィルタミア人と、十人のイエンマルド人が乗り込んでいる。

　内うち訳わけとしては、親しん善ぜん大たい使しのログワイヤ卿きようとお付きの正騎士、後からねじこんでもらった理人とイシュアンでウィルタミア組四人。通訳のトトと護衛のハセム、船の船長以下乗組員でイエンマルド組十人という塩あん梅ばいだ。

　そして船室では、派手な怒ど声せいがこだましていた。

　一番音が大きい食堂に顔をのぞかせると、中ではログワイヤ卿と正騎士ゲイリー・ブランが、船長や船員相手に食ってかかっているところだった。

「──いいかよく聞け、愚ぐ鈍どんなおまえたちが安全管理を怠おこたったから、ロード・ログワイヤが危険な目に遭ったのだ！　たまたまデザートをお召し上がりの時だったら良かったものの、パンの時だったらどうする。バターナイフで目をついていたのかもしれなかったのだぞ！」

「ゲイリー。あたしパンにはイチゴジャム派なのね」

「っ、それはわかっていますが。ともかく、この責任はしっかりとってもらうからな！」












　なんじゃらほい。

　ログワイア卿というのは、ウィルタミアの『円えん卓たく』メンバーで、今回国王の名みよう代だいとして、イエンマルドへ向かう代表者だ。小柄なわりに横よこ幅はばが広く、自じ慢まんの髭ひげ以外はつるりとした顔立ちもあいまって、卵人形によく似ていると思う。

　お人柄としては……『○鹿と鷹おう揚ようは紙一重』と言った塩梅で、箱入り坊ちゃんがそのまま年だけ食ったような印象だ。ハイダルがボンクラと言いかけていたのもよくわかる。

　今はその自慢のお髭と綺き麗れいなお洋服に、べっとりと生クリームらしきものがついている。どうやら今の大きな揺れで、卿のお召し物が台無しになってしまったぞどうしてくれるといいたいらしい。

「あ、あの、あのー！　とにかく落ち着いてくださあい。話し合いましょー」

　トトが何歩も後ろで及び腰に声をあげているが、まったくもって届いている気配がない。

　そして船長は船長で、ウィルタミアの言葉はあまり得意ではないらしい。ゲイリーが無茶な理由で激げつ昂こうすればするほど困こん惑わくし、相手の怒りに火を注そそぐ形になっている。

「なんとか言ってみろ。申し開きぐらい聞いてやる！」

「まあまあ、ほら、とにかく怪我がなかったんですから良かったじゃないですか」

　理人は、強引に間に割って入った。

「《名無しノーネーム》──アイカワ殿──」

「聞いた話ですけど、橇の軌き道どうに異物がないかを完全に予測するのは難しいそうですよ」

　長年の修行で手に入れた人当たりのいい笑みを張り付かせ、相手を落ち着かせることに全力をつくす。

「ハッ、そんなものは言い訳だろう。これは国家にかかわる名めい誉よの問題なのだ。怪我がなければいいというものではない。そんなこともわからないのかね」

「でも、ほら、あの揺れの中で怪我一つないって、実はすごいことだと思いませんか？　僕なんて最初で舌した嚙かみましたから。痛いんですよ今も。さすがはログワイヤ卿ですよ」

　ゲイリー氏は、「ならば喋しやべるな」とばかりにこめかみをひきつらせる。まことに同意したいところなのだが、やめるわけにはいかないのだ。

　当のログワイヤ卿が、ちらりとこちらを見上げた。

「……勇者リヒト。おまえは、あたしをほめるのね？」

「あ、はい、すばらしいと思いますログワイヤ卿」

「ふうん。悪くないわね。覚えておくわ」

「光こう栄えいです」

「ロード・ログワイヤ！　参りましょう。これ以上ここにいると愚鈍が感う染つります！」

　ゲイリーは声を荒らげ、髭にクリームが付いたままのログワイヤ卿を連れて食堂を出ていった。

（……終わったか）

　そうすると船長たちは淡たん白ぱくなもので、「助かりました旦だん那な」の一言で、自分の持ち場へと去っていってしまった。少し切ない。

「はあぁ～」

　トトがその場にへたりこむ。理人もどっと疲れて、食堂の椅い子すに腰かけた。

「ありがとうございますリヒト様……このご恩は手帳に書きつけ、三代先まで忘れません……」

「いや、そこまでしなくていいよ……」

「そうだぞトト。こいつはええかっこしいの出来すぎ君だからな」

　理人は、一瞬息が止まった。

　愕がく然ぜんとして、言ったイシュアンの顔を見返した。

　イシュアン・トロールは、にこにこ笑ってトトに話しかけている。あの時と同じ顔で、同じ言葉を。

（イシュアン）

（やっぱり君は）

　あの時の君も今の君も、変わらないのだろうか。同じだと思っていいんだろうか。

「？　なんだよ、リヒトまで変な顔して。違うか？　しなくてもいい気配りばっかうまくなりやがって」

「そ、そうかもしれないね……」

「そうそう。もっと自分のことだけ考えろよ。今はなんだ？　キョウコを探して帰るのが一番大事だろ？」

　返す刀で心しん臓ぞうを貫かれた気がした。

　彼女はやはり笑っていた。同じ顔で理人を励ましてくれた。なんのためらいもなく、惜しみもなく、心から言っているように見えた。さっさと帰れと。

「探し物で一番大事なのはな、技でも目でもなんでもない。そこに絶対あると思って探す鋼はがねの意思なんだ。おまえは一日も早く、大事なキョウコを探しだしてウィルタミアに帰るんだ。そんで二人そろって『ちきゅう』に帰る！　そう腹の底から願ってればいいんだ」

「……うん……そうだよ、ね……」

「弱気になるなよ。このイシュアン様がついてるから安心しろ！　大丈夫！」

　明るく笑い飛ばして、肩を叩かれ。

　でもイシュアン・トロール。僕は聞きたくなかったんだ。他の誰でも痛みはしないが、君からだけはそう言われたくなかった！

「──リヒト？」

「ごめん。もういい」

　みなまで言わせず、理人は席をたった。そのまま早足に食堂を出た。

「…………はああああっ、意味わかんねーよ、くそバカリヒト！」

　遅れてイシュアンが、椅子を蹴け倒たおす音が鳴り響いたが、振り返ることはしなかった。そんな余裕はどこにもなかったのだ。
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　ゲイリー・ブランは怒り狂っていた。

　──どういつもこいつも、阿あ呆ほうばかりだ。

「なってない。まったくもってなってないぞ……」

　苦虫を盛大に嚙かみ潰つぶしつつ、狭い船室の中を足早に往復し続けている。

　彼が仕えるログワイヤ卿は、続きのドレッシングルームで着替え中だ。船員たちの操そう舵だミスで服を汚されたからである。

　このイエンマルド船せん籍せき『女神の采配』号は、最新鋭の大型砂礫船をうたっていながら、船長をはじめとした船員の教育はまるでなっていない。こちらはウィルタミア王家の名代であり、三代前は王おう妃ひも輩はい出しゆつした名門ログワイヤ家だ。ゲイリーもまた、ただの小こ姓しようや従じゆう者しやではなく、王おう命めいを受けログワイヤ卿を守る正せい騎き士しの位にある。つまり！　ありとあらゆる敬意を総動員してもまだ足りないほどだというのに、イエンマルドの砂族どもときたら、毛ほどの誠意も伝わってこないのはどういうことか。

「蛮ばん族ぞくどもめ……謝罪の言葉すらないとはどういうことだ……」

「ゲイリー。あたしお風呂あがりにはレモンパック派なのね」

「はっ！」

　ゲイリー・ブランは、大あわてで直立不動の姿勢をとった。

　主のログワイヤ卿は、ゆったりとした絹のバスローブ姿で戻ってきて、サテン生地の長椅子（ウィルタミアから持ち込んだ気に入りの品だ）に身をゆだねた。

　その姿の美び醜しゆうについてコメントを入れることはあえて避けた。ただ己の忠ちゆう誠せい心しんのみを総動員して、主君の言葉の意味を反はん芻すうした。

「レモン──パック──レモン──ロード・ログワイヤ、これのことですか！」

「そうね早くね」

　ゲイリーは、サイドテーブルの上に置いてあった、ピンク色の砂さ糖とう壺つぼの蓋ふたを開けた。壺の中には、薄くスライスしたレモンの輪切りが詰まっていた。ソファの傍でうやうやしく差し出すと、ログワイヤ卿は指でつまんで顔に貼り付けはじめた。

　そう。これもみな騎士としての崇すう高こうなつとめだ。そう思えばなんということもない──。

「ここのシャワー、なんとかならないのかしらね。すぐにお水が切れちゃったわ」

「船員に伝えて改かい善ぜんさせます」

「この部屋もね、いいかげん見飽きたわ。なんだか物が多くてせまっくるしいし」

「さようでございますか──」

　相あい槌づちを打ちながらも考える。いったい自分は、いつまでこの体勢でいればいいのか。

「……恐れながら、ロード・ログワイア──」

「なに、ゲイリー」

「狭さに関して言えば、当初は荷物室に割り当てられていた部屋に、人が入ったせいもあると思われます」

　ゲイリーは、壺を掲かかげたまま顔を上げた。

「誰？」

「お分かりでございましょう。リヒト・アイカワとイシュアン・トロールの二人です」

　輪切りレモンを顔に貼り付けたログワイヤ卿は、その隙すき間まからはみ出た細い髭を、しごくようになでた。

「んー」

　さあ、連中の行き先は、倉庫の隅すみか甲板の上か。

「それじゃあしょうがないわね。ゲイリー、あたしがまんするわ」

　ゲイリーは衝しよう撃げきを受けた。

「な、な、な」

「仕方ないからゲイリー。そのへんの銅像とかはあなたの部屋にでも持っていって。ここのインテリアに合わないから」

　だから旅たび支じ度たくに半人半象のブロンズ像は必要ないのではと、控えめながらも再三申し上げたはずなのだ。足りなかったのか。そうなのか！

　ゲイリー・ブランは騎士の名門に生まれつき、自身も騎士となるべくあらゆる修しゆう練れんをつんできたつもりだ。貴人を守り国を守ることこそ誉ほまれと教えられてきた。魔神討伐の誉もまた、本来ならウィルタミアの騎士団が得るべきもののはずだった。

　それを横からかっさらったのが、あの成り上がりどもだ。

　出しゆつ征せい前に手柄を横取りされた騎士団長の嘆なげきは、ゲイリーも記憶に新しい。まさか格下の筆ひつ頭とう魔術師ごときに抜け駆けをされるとは思いもよらなかっただろう。

　みな彼らを嘲あざけり、目端がきくだけのこそ泥だと、そう言って揶や揄ゆしてきたではないか。それがなぜ。

「ロード・ログワイヤ。なぜ、そこまで連中を……」

「ゲイリー。あれってば腐くさっても五英雄じゃない？　あんまり粗そ雑ざつに扱うといいことないとおもうの。いろいろうるさくいわれるだろうし」

　──私はどうでもいいのか……！

「あとね、顔ってすごく大事よ？　《名無しノーネーム》の方は地味だけどシャイな感じで悪くなかったと思うのね、ちょっとだけだけど」

　許せない。どうしたって許せるものではない。

　怒りに打ち震えるゲイリーを、ログワイヤ卿は眠たげな目で見やった。

（おのれ。なにが五英雄だ……！）

　ゲイリーはそのまま、言われた通り像を抱えて部屋を出た。ずるずると床を引きずりながら、自分の部屋の前を通り過ぎ、あえて階段を登って甲板へ出た。そして船の外へと、

「ほあああああ！」

　一息にそれを放り投げたのだった。

「……許せん……リヒト・アイカワにイシュアン・トロール……」

　半人半象のブロンズ像が、砂に突き刺さって遠ざかっていく。
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「なにやってんだ……」

　理人は甲板の手すりにもたれて、流れていく砂漠の景色に目を細める。

　クソだかバカだか、イシュアンの怒りに満ちた絶ぜつ叫きようが脳のう裏りをこだましている。

　なんというか、あれはだめだ。とてもだめだ。完全に挙きよ動どう不ふ審しんそのもの。だがどうしても、自分は聞きたくなかったのだ。『出来すぎ男が』とからかうその口で、『大丈夫帰れる』と励はげまされることに耐えられなかった。

（……そこまで追い出したいのか）

　的なことを。彼女の方に悪気などまったくないはずなのに、そう思ってしまう自分が情けない。

　魔神の言葉を信じるなど、やはり虫のいい話だったのだろうか──。

「……怒ってるだろうな、イシュアン……」

　それはもう烈れつ火かのごとく。

　やってしまったことは取り返しがつかないが、説明するべき言葉が見つからなかった。

「ちょっとちょっとあんた！　なにやってるんだやめろって！」

　理人は、ぼんやり顔を上げた。

　船せん尾びのあたりで、なにやら人が集まっていた。ウィルタミアの正騎士、ゲイリー・ブランが、船員たちに取り囲まれていた。さっきとは逆の構図だ。イエンマルド人の船員は早口にまくしたてているが、言葉のわからないゲイリーに通じているとは思えない。ゲイリーはしかめっつらだ。

　理人は、彼らのところに近づいた。

「何かあったんですか」

「──ああリヒトさん」

　気づいた船員が、ほっとしたように言った。

「この騎士さんがねえ、困るんですよ。ここからいきなり荷物を投げ捨てちゃって。だめだって言ったんです。ほんとにまずいんですって」

　──荷物？

　理人は柵の外を覗のぞいた。

　船が通った轍が、砂の上に二本の軌き跡せきを残している。

　その途中に、確かに見慣れない人工物が突き刺さっていた。不思議なデザインの──銅像？

「ゲイリーさん……」

「これはこれは──《名無しノーネーム》のアイカワ殿。いいところに来てくれた」

　ゲイリーもまた、慇いん懃ぎんにリヒトを迎えた。

「どうかこの無礼な船員たちに、礼れい儀ぎをわきまえるよう言ってやってくれないか。耳元でわめかれて気分が悪くなる」

「あの、何かものを捨てたんですか──？」

　理人の質問に、ゲイリーは肩をすくめる。

「は。必要なくなったものを処分しただけのこと。積つみ荷には少しでも軽い方がいいでしょう」

「ゲイリーさんは、いらないものを処分したって言ってます」

　理人は船員に翻ほん訳やくするつもりで告げた。船員たちは、ますますいきりたった。

「んな勝手な。いらなくなるようなものを船に持ち込まんでください！　怒られたらどうするんだ」

　今度はゲイリーにあらためて通訳した。

「船員さんは、怒られたらどうする、って言ってます」

「怒る？　誰が誰にだか。まさか船長ごときに私を意見する資格があるとでも？」

　理人は船員にたずねる。

「誰が怒るのかって聞いてます。船長かと」

「馬鹿言うでねえですよ。怒るったら砂漠の亡ぼう霊れいに決まってる」

「砂漠の亡霊？」

「ああ。ここはヴェズナーヤの大王や一緒に死んだ兵隊たちの無念が凝こり固まっとるんです。気に入らねえことがあれば砂の下に引きずり込んでくる。粗そ相そうがあっちゃいけねえんです」

　理人は、船員が言ったことをそのまま伝えた。返答は──爆ばく笑しようだった。

「はーっはっはあ！」

　手を叩いて笑いまくるほどだった。

「何がおかしい！」

「おさえてください、おさえて」

　理人は、怒る船員たちを必死に引き止めた。

「ゲイリーさん、笑うのはやめましょうよ。みんな真剣なんですから」

「つきあってられん。魔神もねじ伏せたこの時代に、滅ほろんだ蛮族に怯おびえろと？　そういうのは身内だけにとどめてくれないか」

「だからってあなたのやったことが褒ほめられるわけじゃないでしょう──」

　理人は、そこで口をつぐんだ。ゲイリーが、ギッと形ぎよう相そうを変えて睨にらみつけてきたからだ。

「……彼らは、砂漠のプロですよ。あまり無下にするのは──」

「アイカワ殿。貴公という人は、つくづくウィルタミアを捨て置き、イエンマルドの肩を持つのがお好きなようですな」

「な──」

　意味がわからなかった。そういう問題なのか？

「謁えつ見けんの間で王に誓った忠誠は偽いつわりであったか。国を離れれば本音が出るとはよく聞くが、こうも露ろ骨こつですと返答に困りますな」

「ち、違いますよ。僕はただ、冷静に考えて」

「冷静！　それはいかにも耳みみ心ごご地ちの良い言葉だ。一介の騎士たる私には、薄はく情じよう無む情じようの言い換えに聞こえるが、残念ながら貴公にとってはそうなのでしょうな。五英雄たる貴公にとっては」

「ゲイリー・ブランさん」

「ああなんだね。何か言いたいことがあるなら言ってみるといい。とくと拝はい聴ちようさせていただこうじゃないか《名無しノーネーム》の勇者」

「あなたが僕を嫌うのはかまいませんよ。ただ僕は、白いものを黒と言うことまでが、忠誠心だとは思いません。エセルバッハ一世は、そこまで僕に求めたりはしなかった」

「黙れ！　その口で王の意向を語るな！」

　ゲイリーは激昂し、首にしめていたタイを引き抜き背後へ投げた。

　タイは砂漠の風に乗り、船の外へと流れていく。

　燃えるような怒りに目をぎらつかせ、理人を睨みすえるゲイリーがいた。

「──どうした。リヒト・アイカワ。いくら貴公が信じるものなき凡ぼん俗ぞくであろうと、これが何を示すか理解できないわけではあるまい」

　理解は、している。一応、噂と又聞きの知識ではあるが。

　いわゆるウィルタミアの上流階級──騎士階級以上の人間が、首を保護するタイを引き抜き、肩越しに背後へ投げることには大きな意味がある。最近では、民衆の間でも面白半分で伝わっているらしいその行こう為いの意味するところとは、ただ一つ。理人たちの世界における、『手袋を地面に投げる』と同じ──。

　実感がわくより前に、ゲイリーが叫んだ。

「ウィルタミア正騎士の名にかけて、貴公に決けつ闘とうを申し入れる！」







　──いったいどうしてこうなった。

　さっきから、そんなことばかり考えてしまっている。

「おいおまえ、そこの樽を脇にどかしてくれ。少しでも広くした方がいい」

「トト！　ぼやっとしてないで賭かけ金きんを徴ちよう収しゆうしろ！　ちょろまかしたら承しよう知ちしねえぞ！」

「はっ、はあい！」

「ほかに手ぇ空あいてるやつはいねえかあ！」

　船の中が、にわかにあわただしくなっていた。

　すべてはこれからはじまる、理人とゲイリーの決闘を見物するためだ。

　強い日差しが照りつける甲板の上を、大勢の人間が行きかっている。イエンマルドの船員たちは決闘の場を整え、通訳のトト・ハルネラなどは、小こ銭ぜにの入った鍋なべを抱えて右往左往している。

（なんでこうなるんだよ）

　もはや理人の意思など、どこにもないかのようである。

「いやはや、おもしろくなってきましたねえ」

　いきなり後ろから声をかけてきたのは、ハセム・デラである。

　口の端に半端な笑みを浮かべ、本当に成り行きを愉たのしんでいるように見えるのは、理人の被ひ害がい妄もう想そうだろうか。

「このたびは、神しん聖せいな決闘の立たち会あい人にんに志し願がんさせていただきました。どうぞよしなに」

「……それは、どうも……」

「ホントにたのしみ」

　やはりこの人は苦手だなと、心の中で思うのを見み透すかしているのかいないのか、彼は理人の隣に立った。

「ウィルタミアの騎士にとっちゃ、一対一の決闘は最重要事項でしょう。きっと本気の剣が見られますよね」

「本気？」

「あなたのですよ、英雄サマ」

　ハセムは歯を見せた。

「イエンマルドは貧まずしい寄せ集めの国だ。大王を倒して国を起こしてから、真に一つにまとまったことなんざ一度もなかったりするんでね。『三刀』の威い光こうも中央どまり。地方じゃまつろわぬ部族が尻を向けて反抗してくる始末ですよ。ああなんて羨うらやましいウィルタミア。ただ親のように崇めていちゃあ追いつかない。かと言って、反はん抗こう期きの子供みたいに片っ端から反抗するのも格かつ好こう悪い。となると実際にこの目で見て納得したくなるんですヨ。音に聞く魔神征せい伐ばつの五英雄。破は魔まの聖剣をふるう《名も無き者》のすごみってやつを。世界を救った剣ってのが、いったいどれほどのものなのか」

　理人は、なんとも言えぬ居い心地ごこちの悪さを覚えた。

「……がっかりしても知りませんよ」

「ははは。謙けん遜そんってのも度が過ぎると損になるだけっすよ。この船にも色んな部族の連中が乗りこんでますが、みんなあなたに期待して、少ない金を賭けてるんですから。見てください、賭けの倍ばい率りつを」

　ハセムは言った。船の柱に張り出された船員によるオッズは、確かに理人の独走であった。

「しかしまあ、あれスね。ちょっと一方的にすぎる感じですか。このままじゃ不成立で返金になっちまうかな」

「おい、胴どう元もと。私はゲイリー・ブランに賭けるぞ」

　船室の方角から、聞き覚えのある声が響いてきた。

　イシュアン・トロールが、毛並みのいい猫のような足取りで、船員たちの間を歩いてくる。

「賭け金はどこに渡せばいい？　ああトト、おまえか？」

「……は、はい。わたしがお預かりしてます……けど」

「うんよし。ほらこれだ。ウィルタミアの銀ぎん貨かが駄だ目めなら別のにも交換するぞ。どっちがいい」

「いえ……べつにかまわないですけど……あの」

「なんだ？」

「い、いいんですか。ブランさんで……」

「なんだよ。私が勝つと思ったやつに賭けてどこが悪いんだ」

　それを受けて、まわりが急にざわざわとざわめきはじめた。

「……おい、なんだって？」「なんか勇者じゃなくて騎士の方に賭けるみたいだぞ」「だって同じ五英雄だろ？　仲間割れか？」「わからん。実はほんとに弱いのかもしれねえぞ」「名前だけとか？」「なんだよ、名ばかり勇者かよ」

　──そんな言葉もささやかれるほどだ。

「おおいトト、やっぱオレも騎士に変えといてくれ！」

「俺もだ！」

　ついには賭けの変更まではじまってしまった。

　台風の目として注目を浴あびるイシュアンは、理人を振り返ってニヤっと笑った。

「なんだよ。私なら無条件に味方するとでも思ったのか？」

　さっきの怒りが、後を引いているからだろうか。言葉につまる理人に彼女は続けた。

「いっとくけどな、騎士団の剣けん技ぎは甘くみないほうがいいぞ。何百年かけて磨きこんだ『正統派』ってやつだ。傭よう兵へいあがりの闇鍋剣とは別物と思った方がいいからな」

　──それでも。

　師であるラーナ・エルンの剣技を正面からくさされてしまった以上、理人も意地で笑い返すしかなかった。

「上等だよ。お小こ遣づかいなくして泣くのは君の方かもね」

「やれるもんならやってみろ」

　静かに視線をぶつけ合わせていると、ハセムが言った。

「はいじゃあそろそろそのへんで、お二方。やっこさんもご登場だ」

　見ればゲイリー・ブランが、物々しい武ぶ装そうで甲板に現れたところだった。

　陽よう光こうに耀かがやく白銀の鎧よろいと盾たてを装備し、背には子供の背丈なみの長ちよう剣けんを背負っている。甲板上を一歩歩くたびに、板金同士がこすれる高い音がした。

「ゲイリー。あたし日焼けはしたくない派なのね」

「ええ。存じております。卿のために席を用意いたしました」

　ゲイリーにエスコートされるログワイヤ卿は、日よけのテント下に置かれた、特製のデッキチェアにおさまった。用意してあったワインの栓を抜き、観かん戦せんの気運が高まったようだ。

「さあさあ！　ミナサン役者はそろいましたよ。怪我をしたくなければ、関係ない方々は下がった下がった」

　立会人のハセムが、袖に隠していた両手を上げて、人払いをはじめる。

　イシュアンが、トトとともに後ろへ下がった。周りが、理人とゲイリーを残して一騎打ちの形に整っていく。

　ゲイリーが、口の端をゆがめて笑った。

「逃げなかったことは褒ほめてやろうか」

「こんな砂漠の船でどう逃げろって言うんですか」

「減らず口を」

　気持ちはどうしてもささくれだった。ゲイリーが剣の柄つかに手をかけ、長剣を抜き放つ。パナケイアの二つの太陽に、磨きぬかれた刃が光る。

　こちらの装備は、いつもと変わらない。ハイダルから貰もらい受けたロングコートと、魔神封印に使った長剣、『破魔の聖剣』だ。

　鞘さやから引き抜くと、柄の宝ほう珠じゆがかすかに振動した。周囲から、「おお」とどよめきに近い声があがった。

「はー。あれが噂の聖剣か」

「オレ、はじめてみたや──」

　ゲイリーが、その伝説の剣を前にし、忌いま々いましげに舌打ちする。

「……ロード・ログワイヤ。どうぞこの私という人間の価値は、この決闘が終わった後に考えていただきたい。五英雄の《名無しノーネーム》と、ウィルタミア聖堂騎士団の正騎士。どちらが栄光の護まもり手にふさわしいか！」

　開始！　というハセムの宣言により、両者の行動は完全に自由になる。

　ゲイリーが、盾をかまえながら半円状に移動をはじめた。理人は間合いに踏み込まれないよう、警戒しながら出方を待った。

「はあ！」

　ゲイリーが吼ほえ、鋭い突きを放ってきた。

　理人は半身をずらしてそれをかわす。さらに相手の懐ふところへと斬りかかろうとしたが、ゲイリーの盾がそれを阻んだ。

　こちらが驚いたのが、相手にも伝わったらしい。彼は盾の向こうで裂けるような笑みを浮かべた。

　なめると痛い目に遭う──本当だった。

（これがウィルタミア伝統の騎士の剣なのか）

　間かん髪はついれずに繰り出される剣を、理人は慎しん重ちように見極め受け流していく。

　おそらく半端な気持ちではじめていたら、最初の一発をまともにくらっていたに違いない。力強く正統派の剣だ。防御の盾と一体となって、隙すきを作らない。

「どうした《名無しノーネーム》、逃げるだけでは何者も倒せはしないぞ！」

　挑発にも無言でこらえていたが、崩す点がないわけではない。

　理人はわずかに身をかがめる。頭上を長剣がかすめていく。ダン！　と地面を強く蹴った。懐ふところへ飛び込もうというこちらの意志を汲くみ取とるように、柄の宝珠が明めい滅めつする。鈍い振動が走る。

　刃が色を変えていく──。

「っ!?」

　理人は、斬り込もうとしていた聖剣を、寸前で止めた。勢いが殺しきれずに地面を前転する。

　なんとか片かた膝ひざをついて体勢をたてなおした。

「──はっ、はっ、はっ」

　見る人によっては、こちらが斬りかかる直前で蹴つまずいてしまったように見えるかもしれない。周囲では失しつ笑しようの声もあがっている。

「おいおい、大丈夫かよ勇者サマ！」

「しっかりやれよ！」

　──いっそもう、その方が何倍も良かったか。

（まずい）

（威力がおかしい）

　破魔の聖剣が変なのだ。

　調子が悪いのではない。その逆だ。

（強すぎるって）

　理人側の『斬ってやろう』という意思を聖剣が吸い取って、さらに拡かく大だい解かい釈しやくするかのごとく、威い力りよくが無制限で増していくようなのだ。まるで制御がきかない。

「あまり失望させるなリヒト・アイカワ。見習いの騎士でももう少し続くものだぞ」

　理人は、強く唇くちびるを嚙んだ。

　異常な威力の証拠に、ゲイリー・ブランがかざす鋼鉄の盾は、バーナーで焼ききったように下部が欠け落ちていた。そのこと自体に、ゲイリーがまったく気づいていないのが何より怖い。

（まともに当てたら、どうなる）

　たぶん、なんのフォローも手加減もできずに、彼は、死ぬ。一撃で。

　ゲイリーが、さらに踏み込み剣を繰り出す。理人はこちらから仕掛けられず、防戦一方になった。

　思えば魔神戦以来、まともな実戦で聖剣を使ったことは一度もなかった。『使い手を認識する』『意思に応える』というラーナの説明は間違ってはいないと思っていたが、それがどういうことを意味するのか、深く考える機会などなかったのだ。

　理人が握り締める聖剣が、ゲイリーの猛もう攻こうを受け止め続けている。だが、隙あらば相手に致ち命めい傷しようを与えようと動き出す。一瞬でも気を緩めればもう、

「ほう、今のは危なかったな！　だがまだ甘い！」

　違う違うそうじゃない！

　こんなもの、自分のふるう剣ではない。

　己の意思も希望も何もない。まるで赤い靴くつをはいて死ぬまで踊らされたバレリーナの女の子と一緒だ。足首のかわりに手首を切り落とさないと止まらないのか。

「──くそっ」

　理人は歯を食いしばり、それでも相手の剣をいなし続けた。

「は、速ぇ」

「何がはじまってるんだありゃ」

「よくもまあ勇者の方もかわしきってるぜ……」

　外野の声も耳に入らなくなっていく。ただもう相手の剣筋を視みることがすべて。一瞬の気の緩みが『相手』の死につながることがわかっていた。

　しだいに攻撃を続けるゲイリーの顔が歪んできた。いっさい攻め手に回らず逃げまわる理人を苦々しく思っているのかもしれない。

　それでも、こちらから仕掛けるわけには──。

「──っ！」

　ゲイリーの体が、大きく傾いた。剣を持ったまま、甲板の床に手をついた。

　したたり落ちる汗に、足を取られたらしい。呼吸も荒く、重い鎧と盾を維い持じする体力も尽きたようだ。

　絶望にゆがむゲイリーの顔。客観的に見れば、この上から一撃を加えれば勝つのはわかっていた。

　打てるのか。打ってもいいのか。

　迷っていたのは、ごくわずか。

　しかし次の瞬間、奇妙な『鳴き声』が、一帯にとどろいたのだ。

（なんだ？）

　理人は、あたりを見回した。風がうなるような、地が鳴るような、低く耳みみ障ざわりなノイズだった。砂蜥蜴の朝鳴きともまた違う──。

　真っ先に反応したのは、ギャラリーの船員だった。

「荒れるぞ！」

「船を止めろ！」

　見物をしていた体勢から即座に立ち上がり、蜘く蛛もの子を散らすように甲板を走り出す。

　もはや決闘の行方ゆくえを注目している船員は、誰もいなかった。ゲイリーが、呆ぼう然ぜんと膝をついている。その直後、船がありえない角度で持ち上がったのだ。

「ちょっ！」

　四十五度以上の角度に船尾が持ち上がっていく。

　甲板に積んでいた荷物が、次々と滑り落ちてくる。転がる大おお樽だるとまともにぶつかりそうになり、あわてて柵側へよけた。すぐ後ろにいたゲイリーの盾がそれを受け止める形になり、一緒に船首へとすべり続けていく。

「ゲイリーさん！」

　この砂礫船だけではない。砂漠が、激しい勢いで揺れていた。

　まるで大しけの時の外がい洋ようのようだ。砂がうねり波なみ頭がしらを作る。波しぶきならぬ砂しぶきがあがり、視界はいつもの半分もない。柵につかまりながら見上げた空が、不気味な赤せき褐かつ色しよくに染まっている。

　脳のう裏りを一瞬よぎったのは、小五の時の魔神封印戦だ。まるで世界の終末を見るかのようだったあの空──。

「砂蜥蜴の綱つなを解け！」

　船長の号令のもと、うねる地面と船体の間で、狂ったように暴れていた砂蜥蜴の綱が解かれた。自由になった三匹が、砂煙の向こうへ猛スピードで走っていく。

　砂礫船『女神の采配』号は、それから長い間、波間の木この葉はのように揺れ続けた。

　運が良い者は船室に逃れ、またある者は柱や手すりにつかまって耐えた。

　すべてに間に合わなかった人間は、荷物と同じように、外へとこぼれ落ちていくしかない──。

（──あ）

　理人はその時、見たような気がしたのだ。

　もうもうと砂煙があがる中、ログワイヤ卿の派手な衣装が、船の外へと消えたのを。

「ロード・ログワイヤ！　ログワイヤ様！」

　ゲイリー・ブランの絶叫が、重なって響いた。

「落ちた！　卿が落ちたぞ！　誰か！」

　しかし彼の言葉は、ウィルタミア語を解かいさない船員には届かない。荒れ狂う砂のうねりに、続く者は誰もいなかった。

「ログワイヤ様！」

　だけど──だからこそ──理人の体は動いていた。気づけば床を蹴って、柵の向こうへと飛び込んでいた。

　落ちていく人間を、なすすべもなく見送ること。

　それはもう、理人の体の中で、何より耐え難いことだったからだ──。

「おい、ちょっと待て。英雄サマ!?　あんた何やってんだ！」

　ハセムらしい男の叫びが、ひどく遠く聞こえた。





　　　　　＊＊＊






　──時間は人間に何をもたらすだろう。

　零ぜろ歳から三歳。記憶にまったくない。ただ赤ん坊として動かせる体を、必死に作り上げていた頃だ。

　四歳から八歳。トロール家の一人娘として、片かた田舎いなかの野山を好き放題駆け回っていた。それが失われるなんて、考えたこともなかった。

　九歳から十一歳。両親がなくなり、盗賊としての修業がはじまった。迷めい宮きゆうにもぐり、宝をめぐって毎日が生きるか死ぬか。最後は最凶にして最強の仲間たちと、魔神封印を目指して冒険をした。

　そして──そこからイシュアンの時間は唐とう突とつに途切れる。

　まるでひとつながりの時間の流れを、よこから無理やりむしり取られてしまったかのように、千切れた時間軸の切れ端をただよわせながら、イシュアンは十七歳の娘として放り出されていた。

　どうしてこうなったのかなんて、説明されても納得はいかなかった。

　ただ一つ確かなことがあるとするなら、イシュアンに気を使って面倒を見ようとする『相あい棒ぼう』を見ていると、もどかしくてたまらない気持ちになることだ。

　もういらないかもしれないけれど、だけど言いたい。

　泣くなよ、リヒト。おまえが泣いてるところを見るのは好きじゃないんだ──。







　揺れがおさまったのは、いつ頃だったろう。

　イシュアン・トロールは、ようやく食いしばっていた奥歯をゆるめた。

「つー……生きて、るか……？」

　船が大きく揺れはじめてから、いち早く船内へ避ひ難なんしたのだが、それでも大変だった。とにかく狭いことで有名な廊下に陣取り、振り飛ばされないよう腰と靴底で踏ん張って耐えてきたのである。ブーツの足を離すと、こわばった全身がぎしぎしと鳴った。

（あー、しぬかとおもった……）

　一度は《蟲むしの孔あな》に落ちて死にかけたらしいが、やっぱり死にそうな時は死にそうと思う。人じん類るい普ふ遍へんの真理だ。

　あたりはどこの物とも知れぬ荷物が散乱していた。

　肩を回しながら周囲を見回していくと、一緒に引っ張って避難してきたはずのトトが、突き当たりで目を回していた。

「おーい、トト。大丈夫か？」

「……ぁう……ふぁ……ぐるぐる……ぐりゅぐりゅ……もう……回れませぇん……」

　とりあえず、目立った怪我はないようだった。そのまま置いておいてやることにした。

（魔術師って、『浮遊』の技スキル持ってなかったっけ？）

　それともあれは、ハイダルなみのレベルにならないと習得できないのだろうか。

　イシュアンは散乱する障しよう害がい物ぶつを乗り越え、甲板に戻る扉を開けた。

　外は予想していた通り、ひどい有様だった。

　日よけの天てん幕まくは吹き飛び、樽はそこらじゅうに転がり、頭から砂をかぶってぐったりした船員や正騎士が、甲板の上にへたりこんでいる。脚が折れた折りたたみ椅子は、例のオカマなお貴族様が使っていたものだ。

　船長とハセム・デラが、二人で話しこんでいた。

「おい、ハセム！」

　イシュアンが呼ぶと、二人ともこちらを振り返った。

「トトなら船室の方にいるぞ。怪我はない」

「──そうデスか」

「うん。船長に伝えてやってくれ」

　彼はしばらくイシュアンを見下ろしていたが、急に思いついたように現地語で船長に話しはじめた。いつものおどけたニヤケ男にしては、珍しいぎこちなさだった。まるでそれどころじゃないとでも言わんばかりの。

「なんかあったのか？」

「──まあ、ちょっとね」

　ハセムは言葉を濁した。

　時間がたつにつれ、動ける人間の数も増えてきた。それでもなぜか、イシュアンが知る、黒髪の少年の姿は見つからなかった。

　イシュアンは、仕方なくたずねた。

「なあおい、ハセム」

「なんでしょ」

「リヒトを見なかったか？」

　それに対して、イエンマルドの護衛剣士の答えは。

「見たけど、いなくなった」

「はあ？」

「嵐あらしの最中にね、ここから真下に飛び降りたんですよ」

　ガンと殴られたような衝撃に耳を疑う。

「な、なんで──」

「落ちたログワイヤ卿を助けようとして。けっきょく二人とも上がってこれなかった」

　イシュアンは、ともすれば震えそうになる体を叱しつ咤たして、言われた柵から下を覗き込んだ。

　砂はどこまでも砂のままで、相棒の姿はどこにも見えない。

　ここから？

　あの嵐の時に？

　めまいがしてくるのを、止められない。

　──けっきょく。船にいる全員で船内をくまなく探索しても、行方不明者の数は変わらなかった。

　ウィルタミア国王の名代にして高位貴族、ロード・ログワイヤと、《名もなき者》こと勇者リヒト・アイカワ。この二人だけが、砂礫船『女神の采配』号から、忽こつ然ぜんとこぼれ落ちて消えてしまっていたのだ。

「どうしてくれる！　王の名代だぞ！」

「ゲイリー様落ち着いてください。お願いしまぁす！」

　同じ知らせを聞いたゲイリー・ブランが、トトが止めるのも聞かずに、船長に食ってかかっている。

　自分は──どうするべきだろう。

　イシュアンは、強く強く唇を嚙み締めた。

（おい）

（リヒト）

（あの──バカが！）
















　──ダイアロン平原【炎と闇の迷宮】、最下層。

　石いし造づくりの広間は、じっとりと暗く、濡れた獣けものの匂いで満たされていた。

　この階の番人は、牛ご頭ずの巨人。鍛えた肉体に巨大な斧おのを持ち、迷宮に挑む侵入者を退しりぞける。

「いったぞリヒト！」

　叫んだのは、《女剣士》ラーナ・エルンだ。彼女が一ひと太た刀ちあびせた巨人は、より凶暴さを増し理り人ひとに襲いかかる。

　──おおおおん！

（き、きた！）

　迎え撃つのは、急ごしらえの小学生勇者。両手持ちの剣を握り締め、逃げずにいるのが精いっぱい。それでも勇気をふりしぼり、

「このお！」

　モンスターの斧と、理人の剣が、真っ向からぶつかった。薄うす闇やみに、派手な火花がほとばしる。

「よし抑えた！」

「でかしたリヒト、今度は目ぇつぶらなかったな！」

《魔術師》ハイダル・ワムーと、《盗とう賊ぞく》イシュアン・トロールの歓かん声せいが聞こえた。だが当の理人に、返事をする余裕はない。ただもう、目の前でよだれを流さんばかりにのしかかってくる怪かい物ぶつが、怖くて恐ろしくてならなかった。

「なんでもいいから、なんとかして！　これ！」

「ああわかった。いいかハイダル、こいつの弱点は電でん撃げきだ！」

「承しよう知ちしました！」

　ハイダルの、魔術の詠えい唱しようがはじまる。




「叢そう雲うんに光よ！」




　掲げた杖に靄かすみがかかり、次の瞬間には稲いな光びかりが炸さく裂れつした。鋭い雷撃が、巨人の体を撃ち抜く。

「今だじじい！」

「ほおおう！」

　続けざまに《僧そう侶りよ》のハギリの突きが決まった。モンスターの屈くつ強きような巨体が、ゆっくりと床に倒れていく。

　そしてどんな状況であろうと、己の神を信じる老ろう僧そうは、最後に祈ることを忘れない。

「いざ、パナティーアの光あれ」

　ひとり祈き禱とうの言葉を唱えていた。

　ともかく──一つの危機は去った。ぴくりとも動かないモンスターを前に、理人は剣をおろし、勝利の喜びを爆発させる。

「やったあ！」

　実に三度目の挑戦だったのだ。これで最後の扉を開ける条件が整い、炎のオーブを手に入れることができるのだ。

「イシュアン、やったよ。クリアだね！」

「おうリヒト！　おまえにしちゃ上出来だったじゃねーか」

「へへへ」

　理人とイシュアンは、互いに笑ってハイタッチをした。すがすがしくてならなかった。

「あ、ほら見て、扉が開いてくよ」

「おいこら、ちょっと待てって」

「僕いちばん乗り！」

　理人は浮かれるまま、イシュアンが止めるのも聞かず、開いた扉めがけて駆け出した。ミッションクリアのハイテンションで、相当気が大きくなっていたのだと思う。

　いざ勇いさんでドアの向こうへ踏み込むと、立派な石の台だい座ざに、マスクメロンなみに大きいオーブが据すえられていた。理人は満面の笑みでオーブを持ち上げ、

「じゃあん！」

　仲間たちを振り返った。




　──ごうんごうんごうんごうん……。




「──あれ？」

　同時になにやら壁一つへだてた向こうで、重い音が響きはじめた。

　次の瞬間、理人が立つ床の石が、丸ごと抜けた。

「このバカたれが──っ！」

「うわああああああ！」

　イシュアンの罵ののしり声が、どんどんと、光の速さで遠ざかっていった。







　──そしてふと薄目を開けると、理人は一人だった。

（やっちゃったな……）

　ああ僕の馬ば鹿か。あれほどうかつなことはするなって言われていたのに。またみんなに叱しかられる。

　横向きに倒れる理人の頭の上からさらさらと、絶え間なく砂が降り注そそいでくる。理人はどうやら、細かな砂の上に横たわっているらしい。冷たく静かな砂の感かん触しよくが心地よく、もういっそこのまま寝ていようかと目を閉じる。だってどうせイシュアンに蹴り飛ばされるし。ラーナにゲンコツくらうし。けれど──すぐに口の上まで砂がせり上がってきて、生命の危機に飛び起きるはめになった。

「ぷはあっ！」

　口の砂を吐き出しながら、酸さん素そを取り込む。

（……あ、危ない……本気で窒ちつ息そく死しするとこだった……）

　おかげで変な夢まで見てしまったではないか。

　今の理人は、急ごしらえの小学生勇者ではない。あれはきっと過去の記憶──今から六年前、アルゴス封印の旅をしていた頃の思い出だ。ラーナもハイダルもハギリも、ここにはいない。血迷うな寝ぼけるな。

　ゆっくりと、あたりを見回す。

　時に迷宮をさまよった遠い記憶と重なるような、ほの暗い広間の一角に、理人はいた。壁や柱に発光性の苔こけが張り付いているおかげで、最低限の視界はきく。

　さっきからしきりに降り注いでくる、冷たい砂の出所をたどれば、ゆうに三十メートルは高いところにある天てん井じようの裂け目から、砂時計のように落ちてきているようだ。まさかあそこから一緒にやってきたのだろうか。

　たしか砂さ礫れき船せんから落ちたログワイヤ卿きようを助けようと、手すりを乗り越え──。

「そうだログワイヤ卿！」

　はっとした。だがあたりを見ても、彼らしい丸い影は見当たらない。

　もしかして見間違いだったのだろうか。それなら、それでいいのだが──。

（なんだかな……）

　イシュアンを助けられなかった魔神戦と違い、指をくわえて見ているだけで終わらなかったのはまあいい。だが相あい川かわ理人。どうせならちゃんと助けろ。また未み遂すいで終わったのかおまえは。

　とことん残念な自分にため息をつき、理人は立ち上がった。服の裾すそから袖から、さらさらと砂がこぼれ落ちていく。

　大人三人でようやく囲えるかという柱は、半分以上が崩れ落ちている。苔に覆おおわれていない壁からは、異い国こく情じよう緒ちよあふれる繊せん細さいな透かし彫ぼりがのぞいていた。

「……すごいな……旅のしおりには──載ってないか……」

　独り言をつぶやく間も、声が幾いく重えにも反響していく。まさか砂漠の地下に、こんな人工物が広がっているとは知らなかった。

　彫ちよう刻こくで描きだしているのは、この地域の神話や英えい雄ゆう譚たんかなにかなのだと思う。自信はまったくないが、壁の右上に、創造の女め神がみパナティーアらしい女性が彫り出してある。こういう時に出てくる女性は、パナティーアぐらいしか理人は知らない。だが、ひどく不ふ思し議ぎな図案だった。

　女神がいる空の上から、何かの『石』が落ちてきて、下にいる人々が戦いながら奪いあっている。最終的に勝ち残った男の頭に、石の埋まった王おう冠かんがはまる。だが、それを見守る女神の目には、一ひと滴しずくの涙がこぼれている──。

　絵巻の前後の図案が劣れつ化かで崩れ落ちてしまっているため、どうしてこうなったのかも、このあとどうなったのかもわからない。だからなおさら不安を誘うのかもしれない。

　女神が泣いている絵など、ワイト寺院でも教会でも見たことがなかった。

「なんで……」

　砂のたまり場を乗り越えて、壁へき画がに向かって近づこうとした時である。

（──なにか──いる）

　次の瞬間、理人は剣を手に取り身構えた。

　低い──獣けもののうなり声とともに、強きよう烈れつな殺気がこちらにまで届いてくる。

　あせらず、じっと待った。光の届かない暗闇の向こうで、赤い両目が、ぎらりと光った。こちらの想像以上に高い位置からだった。

　やがて、重い足音とともに現れたのは、地上の砂すな蜥蜴とかげよりもさらに巨大なサイズの怪物モンスターだ。




　──ギイイイイイウ！




　落らく雷らいにも似た咆ほう哮こうが、理人の鼓こ膜まくを震わせる。硬いうろこに覆われた長い尾と、筋肉をむき出しにしたちぐはぐな肢し体たい。そのまま怪物は、ためらいもなくこちらへ突進してきた。

　理人は、全力で横へ跳んだ。

　相手はこちらのいた場所の瓦が礫れきを踏み潰し、素早く旋せん回かいしながら理人を追う。口から黒煙にも似た吐息ブレスが放たれた。

（邪じや気きか!?）

　理人は柱の向こうに飛び込み、ぎりぎりで直ちよく撃げきを回避した。

　──なんだよあれは。聞いてない、何も聞いてない。

　ただの砂蜥蜴にしては、大きすぎるし攻撃性が強すぎる。何より最後の攻撃。あれは野生の肉食獣というより、アルゴスの魔獣が放つ邪気そのものではないか？

　魔神アルゴスが異界より送り込んでいた魔獣は、一般的な獣などよりも凶暴で、特とく殊しゆな邪気を持っていた。アルゴスの再封印により、彼らはそのまま姿を消したはずである。

（でも）

　怪物は、今も長い尾を振り、いびつな頭部を低くして、理人のことを見み据すえている。裂けた口元からは、黒々とした靄もやがこぼれ落ちていく。

（やっぱり、魔獣だ）

　──そうとしか思えない。

　怪物が、隠れる理人を追いかけてくる。理人は再び柱から飛び出した。

　へたに邪気が効かない体質なだけに、あの吐息が本物かどうか、効果のほどを実感できないところが歯がゆかったりもする。だが、いつまでも考えてはいられない。

　理人は、聖剣を抜き放って覚悟を決めた。こちらも迎え撃たないとやられるだけだ。

　だが、まただった。聖剣に意識を注いだとたん、ふたたび『あの感覚』が理人に襲いかかった。

「う、あ」

　どくんと、全身が激しく脈打ち、聖剣側からのびたシナプスが、こちらの体を勝手にスキャンしていくような不ふ快かい感かん。無理やり進入される。侵しん食しよくされる。生理的な嫌けん悪お感かんに、本気で剣を捨てたいとさえ思うほど。

　急に固まる理人目指して、怪物が変わらず突進してくる。

　理人はままならない聖剣を握ったまま、苦肉の策で宝ほう珠じゆを叩いた。赤々と光っていた宝珠が、柄つかの穴から外れて色を失った。

（──きえた）

　全身を支配していた奇妙な痺しびれも、それと一緒に消えてくれた。

　かわりに倍ほどの重さが利き手にのしかかってきたが、贅ぜい沢たくは言っていられなかった。今は自分の意思で必要なだけの剣がふるえることの方が、何倍も大事だ。

　理人はただの鉄剣になった聖剣で、反撃に出た。

「──剛ごう・速そく・先せん・迅じん」

　倍速で怪物の脚あしの下をくぐり抜ける。加速して広間の壁まで駆け上がり、天井近くまで跳ね上がる。

　中空で一回転。

「斬り飛ばせ！」

　はるか高みにあった相手の頭を、脳天から両断した。

　血液のかわりに黒い邪気を振りまきながら、魔獣に似た怪物が倒れていく。地響きとともに、地面に積もっていた砂が舞い上がった。

　理人は剣を持ったまま、深く深く息をついた。目の前の敵を退けた安あん堵どと、剣の支配から開放された安堵の、両方が混じっていた。

　あらためて剣を鞘におさめ、倒れた怪物を見た。

　シルエットは砂蜥蜴に似ているが、やはり砂蜥蜴ではない。

「……魔獣……だよなあ……」

　異常に増した凶暴性と、筋肉と特殊能力。魔獣を生む魔神アルゴスは、理人がこの手で封印したはずではあるけれど。

　このまま放っておいたら、魔獣のように消えてしまうのだろうか。

「なんで……」

「なっ、し、死んでる！」

　理人は飛び上がりそうになった。

　──人だ。なにやら粗そ末まつな武具で武装した男たちが、広間に現れていた。

　頭の巻き布と、独特の顔立ちから見るに、全員イエンマルド人のようだ。

「おい、おまえ！　おまえがその竜を殺したのか？」

　理人は、静かに剣の柄に手を乗せる。警戒だけは十分にしながら、男たちに言動に目を細める。

　敵か、味方か。

　少なくとも、彼らにとってはこの魔獣は見覚えのある存在らしい──。

「なんとか言え！」

「──そうだったら、なんだって言うんですか」

「バッカ野や郎ろう！　なんて真似してくれる！」

　ものすごい剣けん幕まくで怒ど鳴なられた。

「どうすんだよおまえ。勝手に倒しちまうなんて……これじゃ……これじゃ……決着がつかないだろうが！」

「は？」

　斜め上すぎる回答に不意を打たれた。

「そうだよ。その竜はな、この俺が倒すはずだったんだぞ！」

「いいや違う、俺だ！」

「なに言ってやがる、俺サマに決まってるだろ！」

「なんだとコラ!?」

　なぜか俺だ俺だと、仲間内でののしりあいがはじまった。

（……ど、どういうことだ？）

　どうやら、倒してはいけないたぐいのモンスターであったのは確かなようだ。そして彼らは、プロの傭よう兵へいや冒険者というには、なんだかバラバラでまとまりがなさすぎる気がする。普通、見知らぬ部外者の前で、ケンカはしないだろう。

　できればもう少し情報を聞き出したいところなのだが──どう近づくべきだろう。身内の口こう論ろんはまだ続いている。

「よーしわかった、じゃあこうする！　聞いてくれ！」

　ついに先頭にいた男が、激論の果てに理人を指差した。

「このよそ者を殺せば、竜殺しの証拠はなくなる。勝負はまた振り出しに戻る！」

「はあ!?」

　理人は叫んでしまった。

　ネエアナタ、イマナンテイイマシタ。

「誰が勝っても恨みっこなし。こいつの首をはねた者を、試し練れんの竜を打ち倒したものとする。どうだ！」

「いいぞハーディ！」

「それでいこうぜハーディ！」

　おうと同意の声が重なる。ちっとも良くないぞハーディ。

　彼らはおのおのの得え物もの──年代物の斧や剣を振り上げ、じりじりと理人に近づいてくる。パーティーを組む冒険者には見えないが──殺気だけは十分にある。厄やつ介かいとしか言いようがなかった。

「かかれ！」

　そうなるのかよ！

　次々に斬りかかってくる。理人はあわてて、宝珠なしの聖剣を抜いて受け止めた。

「なんで、いきなり、こんな──」

「逃げるな！　往おう生じようしろ！」

　できるか！

　一人かわせばまた次が来る。かわしてもかわしてもきりがない。頼むから話を聞いてほしかった。

「僕は、殺したくて殺したわけじゃない！　不ふ可か抗こう力りよくだったんだ！」

「言い訳は死んでからだ！」

　無理だ！

「ああもう、いいかげんに──」

　しやがれこんちくしょう！　みんな叩き斬るぞ！




「──やめなさい」




　ぶち切れる寸前。

　理人たちは、剣を交えたまま止まった。広間の中の、崩れた柱の上に、若い娘が立っているのが見えた。

（女の子──？）

　薄うす布ぬののベールで髪を隠し、飾り気のない白いローブを、綾あや織おりの帯でまとめた簡素な衣装を着ていた。腰には蔓つるで編んだ籠かごをさげ、足元は革のサンダルをはいている。右手の杖の先に、薄青く発光するランタンをさげていた。

「ウ、ウルスラ──！」

　男たちが、いっせいにどよめきの声をあげた。

　淡い光に、少女のひどく美しい肢し体たいが浮かび上がる。

　南国のイエンマルド人には珍しいほど白い肌。すっと高く通った鼻はな筋すじや、肩や膝の形一つとっても、名めい工こうが彫りだした彫ちよう像ぞうのようだ。特に紫色の瞳は、本物のアメシスト真っ青。美び麗れいであると同時に、硬かたくぬくもりを感じさせない、冷ややかなまなざしの持ち主でもあった。

「なんだよおまえ、寝込んでたんじゃないのか」

　ウルスラと呼ばれた少女は、その宝石ばりに冷めきった半眼で続けた。

「あなたがたが資格なき者であることは、オナス・アルカンの娘ウルスラが確認いたしました。すみやかに剣を置いてください」

「いや、ちょっと待てよ。冗談じゃないぜウルスラ。俺たちはな、ちゃあんと戦おうとしたんだ。それをこのよそ者の小こ僧ぞうが、勝手に出てきて抜け駆けをしたんだぞ！」

　ハーディは、唾つばを飛ばして弁べん明めいをはじめる。

「わかるだろ。俺たちがみんな、どういうつもりでここまで来たか。おまえだって、人並みの情があれば」

「ですが、決まりは決まりです」

「ならやはりこいつを殺すしかねえ！　それでいいだろ！　試練の竜を殺した者を殺せば、少なくとも一番の強きよう者しやは決まる！」

　剣の切っ先をこちらへ向けられたまま続けられ、理人は身動きがとれなかった。

　少なくともウルスラとやらは、ハーディたちと知り合いらしい。特に仲がいいわけでもないようだが、場合によっては、彼女も一緒に相手にしなければならないのだろうか。

　特に武器を持っているようには見えないが──。

「ウルスラ！」

「そうですね──わかりました。ならばその男の身み柄がらは、わたしが預かります」

　は？

　とっさに意味をつかみそこねた。

　ウルスラは腰にさげた籠の蓋ふたを開け、中から短いロープを取り出した。とたんにそのロープが大きくしなり、理人の手首に絡からみついてきたのだ。

（なんだこれ!?）

　ただのロープかと思ったら、違う。生きている。蛇へびだ。

「ちょ──」

「暴れないでください。その蛇の毒は即効性です。麻ま痺ひの果てに呼吸も止まって死にます」

　冷めた声で釘くぎを刺され、理人は今度こそ言葉を失い絶句した。












　拘こう束そくされた手首の間から、たしかに生きた蛇の頭が覗いている。理人のことを見上げ、頭の割に大きな顎あごを開く。細い舌と、濡れた牙がてらてらと光った。

　文字通り、一歩もその場を動けなくなった。

「──以上です。皆さん、これ以上の異い議ぎ申し立ては、里のオナス・アルカンへ直接申し出てください」

　ハーディたちもまた、彼女の調ちよう停ていに反論できないようだった。

「……ちっ。わかったよくそ」

　舌打ち一つ。他の男とともに、来た道を引き返していく。

「いいかウルスラ！　恩を忘れるなよ！」

　理人はなおも毒蛇に巻きつかれたまま、去りゆく彼らを呆ぼう然ぜんと見送った。それ以外しようがないともいえた。

　ウルスラが、あらためてこちらを見た。思わず口ごもってしまうほど、硬く澄み渡り、相手を寄せつけない瞳ひとみだった。

「あなたは、誰ですか」

「僕は……リヒト・アイカワ。逆でもいいけど」

「リヒ、ト？」

　ウルスラは、ただただ紫色の目をしばたたかせた。まるで聞いたことがないとでも言わんばかりだった。

（わからないのかな）

　救国の五英雄の名前は、あまり浸しん透とうしていないのだろうか。アルゴスを倒す前は、こんな反応も普通だったが。

「人名には聞こえないらしいね。でもこういう名前もあるんだよ」

「そうですか。ならばリヒト、あなたはどうしてここにいるのですか」

「わからないよ。気がついたら、砂漠からこっちに落ちてたんだ」

「迷い人なのですね。わかりました。では行きましょう」

「……どこに行くって？」

「里です。デーラ・ノルド。朝の来ないノルドの里という意味があります」

　こちらもまた、まるで聞いたことのない地名だった。

　ウルスラが、瓦が礫れきの上からこちらへ飛び降りてくる。その身のこなしは、小こ鹿じかのようにごくごく軽い。体格差がある理人のことも、恐れることなく見上げてくる。

「あなたが倒した魔獣は、試練の竜と呼ばれていました。その首をはねた者に、里のオナスは栄えい誉よと褒ほう美びを与えるはずだったのです。あなたはそれを邪魔してしまった。無視できないことです」

「だから、それは不可抗力だったんだ」

「申し開きは、里でしてください。どうするべきか、これから里に戻って指示を仰ぎます」

「いやだって言ったら？」

「あなたは死にます。その蛇の毒で」

　文字を読み上げるように、フラットで淡々とした口調だった。

　この無表情ぶりは、本当に真意が読みづらい。

「……わかった。言うことを聞くよ」

　観かん念ねんしてうなずいた。

　冒険は細心の注意が必要。落ちた先には気をつけろ。本当にそうだと思った。

（ごめん、イシュアン──）
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　砂礫船の中は、重苦しい雰囲気に包まれていた。

　──行方不明者二名。

　しかも嵐で牽けん引いん用の砂蜥蜴を逃がしてしまったため、ふたたび彼らが戻ってくるまで身動きが取れないということだった。なんという落とし穴だろう。

　無風状態の甲板から見下ろす地平線のどこにも、目指すものが見当たらない。トトと一緒に観察を続けた砂蜥蜴の尾。あるいは──相川理人の育ちすぎた後ろ頭。

　早く助けに行きたいのに、準備が整うまで勝手に出ていくなと言われてしまった。短気のイシュアンとしてはもう、もどかしすぎて禿はげあがりそうな勢いである。

「いつまで待ってりゃいいんだよ、こんちくしょ──っ！」

「なんかかぶってないと倒れますよ、盗賊サマ」

「ぶ」

　柵の手すりにもたれるイシュアンの頭に、日よけのケープが放り投げられる。

　ハセム・デラの仕し業わざだった。

「……その言い方、むかつくからやめろ」

「じゃ、イシュアンちゃん」

「鼻に人差し指と中指つっこんでぶん投げるぞ」

　ケープの下からもぞもぞと顔を出すと、ハセムのしれっとした顔が隣に来ていた。

　今回の旅にあたって、イエンマルドから派は遣けんされた、護衛用の剣士らしい。

　護衛を名乗っておきながら、つねに丸腰のニヤケ男。いつも気配り出来すぎ君の理人とはまた別の意味で、剣士らしくない男だった。

「日ひ負まけ病って言葉、ウィルタミアにもあるんですかね」

「……なんだよそりゃ」

「強すぎる日差しに体が負ける。あなたみたいに白い子はてきめんにやられますよ」

「……なまっちろくて悪かったな」

「美人で素敵って話ですよ。あらまあ素敵な腕うで輪わですこと」

「触るなよ飛ばされるぞ」

　あらためてケープを羽は織おりなおしていると、ハセムが二の腕の『思い出の護り』に興味を示した。いっそ本当に手を出してふっ飛ばされればいいとも思ったが、そうはならなかった。

　まったく、どこを叩いてもつかみどころのない、煙のような奴だ。本来ならこの手の道どう化けは無視してしかるべきなのだが、

「アナタが後こう悔かいするのはわかりますけどね、今はどうしようもないと思いますヨ」

　こんちくしょうと言い返したくなる。

　そんなことも──わかっているのだ。

　ゲイリー・ブランとの決闘の話を聞いた時点で、理人の側についてはならないと決めていた。騎士との決けつ闘とうの二文字にひるんで手を抜けば、大変なことになるのは理人の方だ。だから賭け金もゲイリーの方に入れ、煽あおるだけ煽った。そうすればあの気遣いクンでもまともに戦ってくれるかもと思っていたのだが、こんな形で離れ離れになることまでは予想していなかった。

（可愛げたっぷりに応援すればよかったのか？）

　馬鹿馬鹿しい。第一自分は、あのとき怒っていたのだ。むかっ腹がたって仕方なかったのだ。

　だからどんなに考えたところで、今の状況が変わることはない──。

「しかしまあ、あれですネ。君のところの英雄サマって、いつもああなわけ？」

「……なんだって？」

「リヒト・アイカワさんですよ。速そつ攻こうでボコれる格下の相手だってのに、途中から攻めあぐねてるっつーより、攻め手をあえて封じてる空気がビンビンに出てましたから。ほんとに簡単に取れるところを片端から見逃してくから、言っちゃなんだがかなりこすい戦法だなあと」

「──おまえこそ、ケンカ売ってるのか？」

「この陽気だ。お日様はピーカン、気温は上昇。相手はばかでかい盾と鎧よろいのぶんだけ、早く体力が削けずれてく。狙いが持久戦のダウン待ちってのなら、間違っちゃいないが伝説の《勇者》としては幻げん滅めつだぁね。実際どう思った？　目め利ききが命の《盗賊》として、リヒト・アイカワの戦いぶりをどう説明する？」

　正面から問いかけられ、イシュアンに言葉につまった。

　確かに、この道化野郎の言いたいこともわかる。

　あの時、理人は一方的にゲイリーの剣を受けるばかりで、決して自分からは攻めなかった。もともとの性格のせいもあるかもしれない。もどかしいぐらい戦うことに喜びを見出さないのが、『今』の相川理人だ。けれど一方で、相手の自じ滅めつを待つことをよしとするかといわれると、違う気がするのだ。

　そんな回りくどいことをする人間ではない。たとえ敵であろうと、相手の苦痛を避けるためなら、一撃で敵を葬ほうむり去ることを選ぶタイプだ。そして一人で責めを負うのである。

　イシュアンが六年も意識を失っている間に、そういう風に変わってしまった──。

　せつなさともどかしさを押し殺すように、イシュアンは拳こぶしを強く握りしめる。

「……あいつが何考えてるかなんて、ぜんぶはわからないけど。でもあのバカは、一分一秒でも早く終わればそれでいいって考える奴だよ。それは絶対変わらなくて、あの時だって同じだったはずだ。何かそれができない理由があったんだ」

「何かって？」

「それは──」

　体の不調か、武器の不調か、あるいはその両方か。

（くそばかリヒト）

（だいじょうぶなのかよ）

　どちらにしても、行方不明になってしまったこの状況では、不安材料にしかならない──。

「ああ、悪い悪い。お兄さんたら不安にさせちまいましたね。失言でしたわ」

「ばっ、誰が不安だ！　ガキ扱いするなよ！」

「どうもなんかお子様に見える時があるんだよなあ。顔はそうでもないのに」

「イシュアン様！　ハセム！」

　トトが駆け寄ってきた。イシュアンは、あわてて鼻をすすった。

「すみません。下の食堂に集まっていただけますか。船長から話があるそうです」

「話？」

　ついに捜そう索さくの準備が整ったのだろうか。イシュアンは、船の食堂へと降りていった。

　問題の船長は、イシュアンたちが集まってから、あらためて喋しやべりはじめた。

　イエンマルドの現地語で語る言葉を、遅れて通つう訳やくのトトが、ウィルタミア向けに翻ほん訳やくしていく。

「まず前ぜん提ていとして──砂蜥蜴を逃がしたので、この船は動く状態にありません」

　そんなことはわかっているのだ。早く理人たちを探しにいきたいのに。

「船を転てん覆ぷくさせないためには必要なことでした。いずれ戻ってくるはずですので、それまでここで待機することになります」

「だからなんだ。言い訳なぞ聞きたくない！」

　声を荒らげたのは、騎士のゲイリー・ブランだ。

「どう落とし前をつける気だ。ウィルタミアの名みよう代だいに対してこの失しつ態たい、生きて故こ郷きように帰れると思うなよ、この詐さ欺ぎ師しどもが！」

　その激げつ昂こうもトトは律りち儀ぎに訳し、船長に伝えてしまう。

　船長の眉み間けんのしわが深くなった。何かしゃべるが、聞いたトトは露ろ骨こつに困った顔をした。

「おい、娘。何を言っている」

　トトは、やはり気まずげに通訳をためらう。だが、船長がフォローしないのを見て、しぶしぶ口を開いた。

「……この嵐は、呪いのせいで起きたのだと船長は言っています」

「は？」

「ヴェズナーヤの大だい王おうの呪いです。この砂漠で討ち滅ほろんだ王や戦士たちの亡ぼう霊れいが、今も大勢眠っている。眠りを妨さまたげ怒りを買うと、今回のような嵐が起きる。たとえば……不ふ心こころ得え者ものが砂漠に荷を捨てるような真似をした時」

　うおうとイシュアンは驚いた。暗にゲイリーの行動を非難しているのだ。おまえのせいでこうなったのだと。

　他の船員たちの視線も、船長と以下同文で冷たいものだ。集しゆう中ちゆう砲ほう火かのゲイリーの顔色が、赤を通り越して紫色に近くなった。

「わたしたちは、船を操り目的地へと到とう達たつさせる。それこそが唯一にして絶対の使命。だが、砂漠に敬意を持たない人間の、常じよう軌きを逸いつした行為までは予測できない」

「貴様っ、言うにことをかいて私のせいだと……っ」

「おっさん、やめろっ！」

　殴りかからんばかりのゲイリーに、イシュアンは止めに入らざるをえなかった。だが、直前になって彼は──顔をおさえて笑いはじめたのだ。

「ははっ、わはははは！」

「お、おっさん……？」

「はは！　なるほどそうか……そういうことか。危うく騙だまされるところだった」

　ゲイリーは一歩後ろに下がり、皮肉げに口の端を吊り上げる。

「──読めたぞ。これがイエンマルド首しゆ長ちよう国こくの手口か。わざと船を難なん所しよへ通らせ、その責任をウィルタミア側に押しつける。王宮で要求が通らなかった腹いせのつもりか？　こんな真似をしても円えん卓たくの決定は覆くつがえらんぞ」

　船長や船員、そしてトトやハセムさえも、ぎらつく目でねめつけるのだ。

「否定してもムダだぞ。私にはすべてお見通しだ！　この件はウィルタミアに持ち帰り、ウィルタミア王の名のもとに審しん議ぎしてもらうからな。覚悟しろよ。全員死刑だ！　決定だ！」

「そうやって難なん癖くせつけて格下の国をいびるのがウィルタミアのやり口。まあありがちですかネ」

「なんだと!?」

　もうむちゃくちゃだった。

「蛮ばん族ぞくの雇われ剣士風ふ情ぜいが、騎士を愚ぐ弄ろうする気か！」

「そうですよ。この船には雇われ剣士風情と留学中の子供と雇われ船員しか乗っとりませんよ。そんな連中に何かができると本気で思ってるんですか？　頭ダイジョブですか？」

「この！」

　イシュアンは、黙って空の樽たるを確保すると、テーブルの上によじ登った。そして、あわやつかみあいになりかけている二人の頭に、まっすぐぶち落としてやった。




「いいかげんにしやがれおっさんども！」




　多少『たが』がゆるんでいた樽は、衝撃のインパクトで綺き麗れいに弾けて部材がばらばらに散った。

　すぐ目の前でそれを目撃することになったトトが、「ひゃあ」と目をまん丸にする。

　問題の二人も、呆然とこちらを見上げる。イシュアンは、彼らが正気に戻る前に、先手必勝で声を張り上げた。

「私は、さっさと探しに行きたいんだよ。一秒でも早く行きたいんだよ。誰のせいでどうしたなんて今は横に放っとけ。まずは探しだすのが先だろ。ケンカしてる場合か!?」

　そして、もう一人のハセム・デラにも同じように。

「言ったとおりだ。まずは協力してくれよ。むかつくかもしれないけど、私もこっちのおっさんも、大事なやつがピンチなんだ。たくさんたくさん助けが必要だ」

　テーブルから降り、深々と頭を下げた。

　ここは砂漠で、イシュアン・トロールの冒険の知識はほとんど及ばないから。

「探し物を見つけるときは、あると思って探すことだって、オレ……じゃない、私があいつに言ったんだよ。こんなところで死んでいい奴じゃない。待ってる奴がいるんだ。会わせてあげなきゃいけないんだよ、絶対に」

　路みち葉ば響きよう子こを助け出し、地球の家に帰り着くまで、相川理人の二度目の冒険は終わらない。

（そう、終わらないんだ）

　それだけは、イシュアンが何を思おうと、変えてはいけないことだから──。

「……アナタヲ支持シマス、イシュアン・トロール」

　そう言ったのは、船長だった。

　つたない片言のウィルタミア語。

　彼はその後もイエンマルド語で続けるが、イシュアンにはわからない。困ってトトに頼ると、彼女は頰ほおをゆるめて言った。

「さすがは五英雄だって」

「船長……」

「わたしも同感です」

　そういわれても、記憶などまったくないのだが。

　だがそこから太陽がほとんど動かないうちに、船をあげての捜索がはじまったのは確かだった。
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　気分は牢ろう屋やに連行される犯罪者だった。あるいは買われてしまったドナドナの牛。

　ウルスラが、手持ちの杖の先にランタンをさげ、ひたすら地下の坑こう道どうを歩いていく。

　理人は彼女の毒蛇を手にまきつけたまま、同じくひたすら歩き続けている。

　ここまでの道のりは、本当に迷宮もかくやという複雑さで続いていて、元の試練の間に戻れと言われても、もはや戻れる自信がない。

　いったいどこまで続いているのか、想像もできなかった。

「ねえ。あと、どれぐらいでつくの」

「もうすぐです」

　たしかずいぶん前にもそう言っていたような気がする。

「もうすぐって？」

「すぐです」

　だめだ。里どころか、いまだ地下にいるぐらいなのだから。

「……どんだけ広いんだよこの迷宮……」

　ウルスラが、そんな理人のぼやきに反応した。

「もともとここは、五百年前のヴェズナーヤ王国時代に造られた地ち下か神しん殿でんです。三代目の大王、ミルシム一世の時代に着工され、工事が終わった時は五代目になっていたそうです」

「ああ、そりゃ大作だね……」

「五ご穀こく豊ほう穣じようと国こつ家か安あん泰たいをパナティーアに願っての事業でしたが、次の六代目ですべて無む駄だになりましたね。『狂きよう王おう』の時代です」

　船の上でトトが言っていたことを思い出す。狂える大王の悪政で、各地の部族に攻め滅ぼされたと言っていたあれだろうか。

「大王は、豪ごう族ぞくたちに追われさまよう中でこの神殿にも身を寄せたそうです。巻き添えで多くの巫み女こや神官が殺されました。兵士や衛えい兵へいもです。命いのち乞ごいをしても許されず、多くは首を斬られ火あぶりにされ、無念のうちに死んでいきました。辛い苦しい悲しいと」

　ひょおおお。

　坑こう道どう内を吹き抜けていく風が、なんとも雰ふん囲い気きたっぷりに感じてしまう。

　まるで彼女が、処刑の現場を見てきたように語るのがいけないのだ。そうに違いない。

「せ、世せ知ち辛がらいよな……女神の慈じ悲ひは有限だもんな……」

「ここが里の中心部です。足元に気をつけてください」

「え？」

　いきなりウルスラが、ランタンの明かりを高く掲げた。

　狭い通路から一転、そこから先は、ダムのように巨大な空間が広がっていた。

（うわ……）

　すり鉢ばち状の斜面は、内部が住居になっているらしく、規則正しく明かり取りの窓が開いている。壁には等とう間かん隔かくにランプの明かりが灯り、その下の通路を里人らしい人間が行きかっているのが見えた。

　──街だ。

　理人たちは、すり鉢の一番上の縁へりにいる状態だった。足元から壁に沿って、らせん状に階段がのびている。

　一番底には、石造りの大きな建物が建っている。周りを水路が細かく走り、澄んだ水が流れ、建物を照らすかがり火が、水みな面もに映って揺れている。

　驚きのあまり、しばらく声が出なかった。

　これは神殿というより、完全に街だ。何百年も昔に、こんな大きな街を作った人がいたのか。砂漠の地下に。

「ここが……君たちの里なの？」

「ええ。先せん祖ぞの空き家に間借りさせてもらっている状態ですが。もういいですか？　行きましょう」

　ウルスラが階段へ歩き出す。理人は、あわてて後についていった。

「空き家に間借りって？」

「わたしたちは、ノルド族。さかのぼればヴェズナーヤの流れもくむそうですが、ずっと地上の山里で暮らしていたんです。この地下神殿には、魔獣の被害を逃れるために移住してきたんです。建物もほとんど今の状態で残されていたから簡単だったそうです」

「ああ、そうなんだ。それでもけっこう長いよね」

「父の代からだと聞いています。ここは地上に比べれば安全ですから」

　避ひ難なんシェルターにいるようなものだろうか。

　それにしたって立派すぎる里だった。人間ってすごいぞ。パナケイアのファンタジーってすごいぞ。

　目線はどうしても、見知らぬ地下の街と人のにぎわいに目が行ってしまう。

「ねえねえ、ウルスラ。あれさ、壁についてるの外がい灯とうだよね。火でも苔こけでもないみたいだけどどうなってるの。魔術？」

「砕いた灯とう石せきを入れてあります。割って数時間は空気に反応して光ります。このランタンと一緒です」

「へえ。食べ物とかは？　地上に取りに行ったりするの？」

「いえ。そういうことはないです」

「え、じゃあ自じ給きゆう自じ足そく？　できるの地下で」

　ウルスラが、階段の途中で振り返った。

　実に。実に冷ややかな目であった。問答無用で黙らせるのに、十分な眼がん力りきだった。手元の蛇よりも強力だったかもしれない。

「……ご、ごめん。もう喋らない、よ……」

　虜りよ囚しゆうの身には、過ぎた質問であったようだ。

「そんなに珍しいですか。ここは」

「うん。すごく──って、単に僕が物知らずなだけだよ。ほんとに遠くから来たんだ」

「それならいいです」

　ウルスラはまた歩き出した。理人は、内心胸をなでおろしながらついていく。

　階段は住居の壁沿いに続いており、中に住人がいるとどきりとする。思い切り着替え中のおじいさんと窓越しに目があってしまい、老人は「きゃあ」と娘のような声をあげてタンスの陰に引っ込んだ。理人が謝る暇ひまもなく、ウルスラはどんどんと先に進み続ける。追いかける自分の手には、生きた毒蛇つき。ずいぶんと奇き矯きような光景だろう。

「ウルスラ！」

　と、階段の向かいから、水みず甕がめを持った女が上がってきた。

　痩やせぎすの中年女性で、ウルスラと同じようにベールで髪を隠している。ぎょろりと目だけが大きく、上うわ目め遣づかいにこちらをねめつけてきた。

「あんた、寝てたんじゃなかったのかい」

「今日は、立ち合いの日でしたから」

「ああそう。ずいぶんと都合のいい体調だね。まあどうでもいいけど。それはそうとあんた、ハーディたちがずいぶん荒れてたけど、何かあったのかい。まさか連中みんな失敗したのかね」

「そうですね。首は獲とれませんでした」

「ああらいやだ！　そりゃあかわいそうに。あんだけやる気になって吹ふい聴ちようしてたってのに。だめだったの。まあそう」

「はい。そうですね」

「……ちょっとウルスラ。そうですねって、他ひ人と事ごとみたいにお言いでないよ。少しは残念がったらどうだい」

「わたしがですか？」

　静かな問いに、中年女性はますます眉間の皺しわを深くした。

「……ほんとに蛇みたいに可愛げのない子だよこの子は」

　吐き捨てる声が理人のところにまで聞こえ、理人は我が事のように肝きもを冷やす。

「お高くとまっちゃってさ」

　けれど、肝かん心じんのウルスラは、それほど気にしていないようだった。

「ご心配、痛み入ります。それでは、失礼いたします」

「ちょっ、なんだい後ろにいるのは。よそ者じゃないか！」

　理人はぎくりとした。ウルスラは、これにも淡々と返す。

「迷いこんできたそうです。拘こう束そくしたので父のところへ連れていきます」

「迷ったって、そりゃもしかして上の……？」

「ええ」

　なぜか絶句した感じのおばさんを置いて、ウルスラがまた歩きだした。おばさんは、やはり得体のしれない化け物でも見るように、理人のことを凝ぎよう視ししている。

「い、いいの」

「なにがですか？」

　──おばさんほどには思わないが、ウルスラが相当冷めて動じない子であるのは確かかもしれない。決して壊れないパワーストーン。

　自分なら、ここまで言われて、眉ひとつ動かさないなど無理かもしれない。

　やがて理人たちは、すり鉢の一番底の部分にまでやってきた。階段の上で目立って見えた大きな建物が、間近にやってくる。

　理人がむずむずしているのを察したのか、彼女が振り返った。

「ここはもともと、神官が詰めていた祈き禱とう所じよです。女神に祈りを捧ささげるための聖せい堂どうだったと聞いています。今は父が治ち療りよう院いんに使っています」

「そのお父さんっていうのが……オナスさん？」

「そうです。ノルドの族長、三代目オナス・アルカンを名乗っています」

　つまり彼女は、族長の娘なのか。

「満足しましたか？」

「ま、満足っていうか……まあ、それなりに……」

「それでは行きます。父が中にいます」

　淡々と彼女は締めくくり、目の前の扉を押し開けた。

　さあ、泣いても笑っても、ここからが本番だ。吉と出るか凶と出るか。理人の命めい運うんは、どうやらこの中にいる人にかかっているらしい。

　元は祈禱所だという建物の中は、表と同じように灯石の明かりがともされ、煎せんじた薬草らしい匂いが、廊下にいても沁しみ付いていた。

　助手らしい女性が、ウルスラを見かけて会え釈しやくをした。

「父は？」

「中です」

　そして、問題のお父上は、つきあたりの診察室らしい部屋の中にいた。

　声が扉の隙すき間まから漏れ出てくる。

「……それじゃオナス様。そろそろわたしゃここで」

「うむ。しばらくは重いものは持たないように」

「ありがとうございます。感謝します」

　扉が開き、腕に包帯を巻いた老人が出てくる。ウルスラは、老人にも礼をし、部屋の中に入った。

「族ぞく長ちようオナス。ただいま戻りました」

　彼女の肩越しに中をのぞいた理人は、うっと息をのんだ。

（これは、また迫力の）

　どこを取っても色素の薄いウルスラとは対照的に、浅黒い肌と濃い髭ひげを持つ、典てん型けい的てきなイエンマルド人男性であった。のばした髭に白いものが混じっているが、体型も熊のごとくがっしりとしている。親子というなら、お母上は美人な上、かなり年をとってからできた子供なのかもしれない。

　オナスはウルスラが声をかけてからも、手元のカルテらしい帳ちよう面めんに何やら書き付けていたが、やがて思いついたように理人たちを一いち瞥べつした。

「ウルスラよ」

「はい、族長オナス」

「……その後ろにいるのはなんだ」

　どきりとした。それは間違いなく理人のことなわけで。

　ウルスラは、粛しゆく々しゆくと答える。

「彼は──わたしが身柄を預かって連れて参りました。名はリヒト・アイカワ。試練の間に迷い込み、竜を他に先駆けて倒してしまったのです」

「この者が？　とてもそうとは思えぬが」

「審しん判ぱんとして見たことに相そう違いはございません。いかに処しよ遇ぐうすべきか、オナスの裁さい可かを仰ぎたく連れ帰ってきた次第です」

　オナスの白目が目立つ三さん白ぱく眼がんが、あらためて理人に向けられた。

　ありありと不審に満ちた視線に、やはりだめかと汗がにじむ。どうしよう。かなりまずい展開のような気がする。

「本人は、とても遠いところからやってきたと申しております。この地の事情にも明るくありません」

「遠く……上の砂漠から落ちてきた……」

「はい、そうです！　ぜんぜんわかりません！」

　理人は、補ほ足そくするつもりで訴えた。

「本当なんです。気がついたらあそこにいたんです。帰り道がわかればすぐにでも地上へ帰ります。お願いします。信じてください」

　必死に無害な自分をアピールする。

　オナスは口をへの字に曲げたまま、しばし思案にくれていた。

　どれだけ沈ちん黙もくに耐えただろう。ほとんど拷ごう問もんだと思うほどの時間が流れた後、

「……ウルスラ」

「はい、族長オナス」

「彼は、この里の客人だ。礼を欠いてはいかん。縄なわを解くのだ」

　まさしく鶴つるの一声だった。

　言われたとたん、ぼとりと理人の手から毒蛇が落ちた。蛇はそのまま床を這はい、ウルスラのところへと戻っていく。最後は彼女の腰の籠の中へとおさまった。

　理人は心底ほっとした。

（よかった……）

　しかしオナスは、相変わらずにこりともしない。眉間に深い皺しわを刻んだまま黙りこんでいる。親子そろって愛あい想そうには縁えんがないようだ。

「アイカワ殿と言ったか」

「は、はい」

「不運にして強きよう靭じんな客人よ。貴公に伝えねばならないことがある。帰り道が分かればと申されるが、この里にそんなものはないのだ」

「は──」

　理人は、耳を疑った。

「な、ない？」

「ああ。存在しない。人が通れる道はないのだ」

「だって、そんな馬鹿な。みなさんはいったいどこから来て」

　避難のために地下神殿へ降りてきたと言っていたはずだ。ないわけがないだろう。

　オナスは、納得できない理人を前に、診察室の椅い子すを動かし、あらためてこちらを見やった。

「そうだな……まだウルスラが生まれる前の話だ。確かにそれまでの我々は、地上の集落で暮らしていた。山里で獣を狩り山や羊ぎの乳をしぼり、数百年と変わらぬ暮らしを送ってきた。そこに現れたのが、例の魔神アルゴスだ」

「わかります」

「貴公も知っているだろう。アルゴスの魔獣は国の大小も関係なしに、地表のあらゆる土地に出現し蹂じゆう躙りんのかぎりを尽くしてくれるのだ。我々の土地もまた、例外ではなかった。本当につらい日々だった」

　語る脳のう裏りには、当時の苦い記憶がよぎっているのだろう。理人が冒険に駆け回ったウィルタミアから遠く離れた砂漠の地でも、当然のように魔獣は現れていたわけだ。

　こうやってパナケイアの人から魔神や魔獣の害の話を聞くたびに、理人は複雑な気持ちになる。理人が実際に見ることがなかった、パナケイア全体が闇に落ちていた暗あん黒こく期きだ。

「国の疲ひ弊へいは、おそらくウィルタミアよりも上であったろうよ。部族としての結果が優先され、国としてのまとまりは弱い。ノルドの中でも先祖代々の里を捨てるべきではないと主張する者もいたが、我々は限界だったのだ。言い伝えに聞いたこの地下神殿に希望を見出したものだけでも助かろうと、有志をつのってここに逃げ込んだのだ。避難に使った道は、封印し塞ふさいでしまった。すぐ後ろに魔獣が迫っていたのだ」

　そして彼らは、この地下神殿をして、朝の来ないノルドの里、デーラ・ノルドと名付けたという。

「……ずっと、ここに？　一度も外に出ないで？」

「ああ、ずっとだ」

「誰も地上に戻りたいとは思わないんですか？」

「なぜ？　このデーラ・ノルドは、ようやく手に入れた安あん息そくの地であるぞ。みなここに来て、安心して眠れると喜んでいる。地表世界は魔獣の天下。とても戻れるものではない」

「いや、昔はともかく今は平気でしょう。もう魔神は封印されたんですから」

　その瞬間、オナスはカッと目を見開いた。立ち上がって理人の前に詰め寄ってきた。

「やったのか。誰が」

「そ、それは──」

　つねに薬に接しているせいか、オナスの体からは、煮に詰つめた香こう草そうのようなきつい匂いがした。

「ウィルタミアの王か！　かの聖せい堂どう騎き士し団だんか。それともイエンマルドの首しゆ長ちようか？　ヴェズナーヤの狂王を追い落とした時のごとく、三刀が全ての砂族を率いて立ち向かったか」

「僕です」

　言ってしまった。

「……き、貴公が？」

「はい。一応。本体は六年前に」

　正直に答えて、良かったのか悪かったのか。

　次の瞬間、族長オナス氏は頰をリスのようにふくらませ、嵐のごとく笑い転げた。

「ぶは──っ、はっは！　わはははは！　これはおかしい！」

「いや、本当なんですよ。五英雄の一人、《名無しノーネーム》の勇者って聞けば少しは──」

　そこまで言って、理人ははっと気づいた。

　この里にいる人たちは、魔神や魔獣が一番猛もう威いをふるっていた──そう、少なく見積もっても二十年は前に、地上の山里を捨てて地下神殿にやってきたのだという。その後一度も地上に出ておらず、魔神が封印されたことさえ知らないというのなら、倒した五英雄の名前など誰も知るわけがない。当たり前だ。

　脳みそをぶん殴られるような衝撃だった。

「あまり笑わせないでくれ、『勇者』殿よ。あのアルゴスが封印された？　しかも六年前の貴公に？　ならば試練の間で見た竜はどう説明するのだ」

「それは」

「あれが忌いまわしい魔獣でないとするならなんと呼ぶ？　我々がこの地下に来てから、変わらずあそこに巣食っているのだぞ」

　こちらが聞きたい──と言ってはいけないのだろう。

　魔獣に似ているが、実は蜥蜴の一種だとか？　ありえないだろう。では何かと言われれば、断言はできない。イシュアンの《盗賊》の目があればと、心底思った。

　あれこれ答えに迷う理人を、オナスは降こう参さんと受け取ったようだった。

「はっ、まあいい。貴公が地上で何をしていたのかなどと、野や暮ぼなことを問うつもりはない。だだ私も、民を危険にさらすわけにもいかぬのだ」

　いっそ思いやりに満ちた物言いがもどかしかった。

「オナスさん。僕は」

「たとえ貴公が何者であろうと、貴公がこの里にやって来て、試練の竜を倒したことには変わりない。約束の褒ほう美びは、貴公が遠えん慮りよなく受け取るといい──ウルスラ」

「はい、族長オナス」

「後は頼むぞ」

「承知いたしました」

「オナスさん！」

　ウルスラが、深々と頭こうべをたれた。オナスは治療に使っていた道具の整理をはじめてしまう。理人は慌てた。

（……冗談じゃないって……）

　出口がない。一度も地上に上がっていない一族。そんなことありえるのだろうか。

「リヒト。食事の準備が整うまで、入浴でもいかかがですか」

「いや、いいよ僕は」

　とてもそんな気分にはなれない。

　けれど、ウルスラは意外に頑がん固こだった。

「あなたには、休息が必要だと思うのです。疲れていては何もできません」

　そう言われて、はじめて自分の空腹を意識した気がした。

　ここまでこんがらがった頭の中を、整理したいのは本当だった。ウルスラの、硬く澄んだ瞳が映りこむ。理人は、彼女の言葉に甘えることにした。

「わかった。お願いできるかな……」

「承知しました、リヒト」

　彼女は静かにうなずいた。







　──本当に、頭が痛くなってくる。

「あそこが浴よく場じようです」

　館の裏手へ回りながら、ウルスラが言った。煉れん瓦がを積んだ建物から、細く煙が出ていく。何かの燃料を燃やしているようだ。

（薪まき……？　いや、地下に木はないか）

　砂漠の地下に風ふ呂ろというので、大した期待はしていなかったが、じっさいに見ればうれしい誤算だった。中は完全に貸切で、湯船こそなかったが、広い石造りの部屋いっぱいに蒸気が満たされ、蒸し風呂の体てい裁さいが整っている。

「それではリヒト、また後で」

「あ、う、うん。ありがとうウルスラ」

　ウルスラが早々と小屋を出ていった。質問攻めにしようと思ったのを察したのかもしれない。仕方なく理人は、脱だつ衣い場じようで砂っぽい服を脱ぎさった。

（それにしてもすごいな）

　風呂の端には洗い場もあり、そこで体を洗って（なんとお湯が出た！）、備え付けの椅子に腰かけ直すと、視界が湯ゆ気げで曇る。それがまた心地いい。

「──極ごく楽らく……」

　満たされた蒸気はどこまでもあたたかく、全身はほどよくリラックス。これこそ天国だ。もう何もかもどうでもいいじゃないか。湯ゆ煙けむり最高。蒸し風呂万ばん歳ざい。あとは風呂上がりに牛乳を飲んで、浴衣ゆかたに着替えて卓たつ球きゆうをして寝ればいい。それが許されるならば。

「まあ、無理なんだけどさ……」

　まだ完全な逃避に走るのは許されないようだった。残念。

　理人は壁に背中を預けて天を仰ぐ。

　浴場内を照らすランプの曇った明かりに、精せい緻ちな天井の細工が浮かび上がっている。

　水は豊富で、それを沸わかす燃料もあり、大勢の人間が生活をする。太陽もささない地下の神殿内で二十年。

　とても信じられないのだが、地球での常識をあてはめようとする方が間違っているのだろうか。

　第一、非常識というなら自分を見ればいい。ゲイリー・ブランや魔獣と戦った時についた傷は、すでに見当たらなくなっていた。荒っぽい生活のわりに、体に傷きず跡あとは少ない。自動回復のステータス補助。ついでに邪気にも影響を受けないアビリティ付き。地球にいた時の方が、絆ばん創そう膏こうの世話になっていたぐらいである。

　こんな人間が、『普通』『常識』を語る方が変と言われたらどうしようもない。

「でもな……出口がないって……なんだよそれ……」

　地上の船では、今も相あい棒ぼうが気をもんで待っているだろうに。

　そこまで思って、理人は一人苦笑した。

　勝手に涙するイシュアンを想像してしまったが、それこそ都合のいい妄もう想そうかもしれない。直前に手ひどく怒らせてしまったのはどこの誰だ。

（僕だ）

　やはり自分は、おとなしく地球に帰った方がいいのかもしれない──。

　ずぶずぶと頭ごとうなだれていくと、人の足音を聞いた気がした。

　理人はなにげなく顔を上げ──絶叫しそうになった。

（ちょ──）

　蒸気の向こうに現れたのは、なんとあのウルスラだったのだ。

　しかも、服を脱ぎ捨て頭のベールとネックレスだけを身につけた、ほぼ全ぜん裸らに近い格好である。

「なに!?」

「湯浴みのお手伝いにきました」

　手伝いってなに？　なにをする気なの。

　特に恥はじらいも見せずに洗い場に立つウルスラの、白すぎる肌がいやでも目に飛び込んでくる。

　まるで彫像のような──などとごまかすことはできなかった。女らしくくびれた腰。平らな腹部。そして服の上からでは気づかなかった、意外なほどに豊かな胸のふくらみ。

「べ、べ、べつに、そういうのは間に合ってるよ！」

「あなたは遠えん慮りよをする必要もありません。妻が夫の世話をするのは、当然のことですから」

　は？

　理人は、またも彼女を凝視してしまった。ウルスラが、そんな理人の前に膝をついた。やわらかな体と、対照的に硬く、澄んだ石のように透明なまなざしが、理人に迫る。

「族長オナスは『褒美を受け取れ』と申していたでしょう。試練の竜を倒した者に嫁ぐと、以前から決まっておりました。だからわたしはあなたのものです。リヒト・アイカワ」

　なんてことをしてしまったんだ、自分は。

　つまり、あれか。褒美とは他でもない、彼女自身のことか！

　ぐらぐらと頭に血が上ってくるのは、のぼせのせいか動どう揺ようのせいか、はたまた別の何かのせいか。

　ウルスラの体からは、以前にはない甘い香こう油ゆの匂いがした。同じ場で息を吸い込むのもためらわれるほどだった。

　裸の男女。一対一。

　とにかくここにいては、冷静な判断など何一つできそうにない。それだけは確かだ。

「……ウルスラ、さん」

　無理やり、言うべき言葉を粘ねん土どのようにひねり出した。

「なんでしょうか、リヒト」

「頼みがあるんだ」

「はい」

「今からここを出て、服を着てくれないかな」

　聞いたウルスラが、かすかに目を見開いた。

「……やはり、わたしなどではお気に召しませんか」

「いやっ、あの！　君が悪いんじゃないんだ。とにかくいきなりでびっくりしたっていうか、心の準備がぜんぜんできてないっていうか」

「わかりました。それでは、出直してきます」

　彼女は本当に淡々としていた。慌てる理人とは裏腹に、すぐに背中を向けて、浴室を出ていく。丸みを帯びた女らしい後姿が、湯ゆ気げの向こうに消えていった。

　十秒たち。二十秒たち。

（び、びっくりした……）

　助かった。そう思っていいのだろうか。

　理人は無む防ぼう備びすぎる自分の格好を見下ろし、頭を抱えた。いくらなんでも、気にしないにもほどがないだろうか。

　魔獣を倒した褒美に自分を差し出すだなんて、理人の理解の範はん疇ちゆうを完全に超えてしまっている。それをああもあっさりと。

　目を閉じれば、頭の中に大変な映像がくっきりと焼きついてしまっていて、どう処理すべきか非常に困った。







　そして、いくら気まずい出づらいと言っても、一人蒸し風呂の中にたてこもるのには限界がある。

（よし、誰もいない）

　理人は湯当たりぎりぎりまでがまんした後、意を決して脱衣場に移動。おそるおそる着替えをはじめた。

「──ああ、リヒト様！　そこにいらっしゃいましたか」

　ぎりぎり服だけはなんとか着た状態だった。理人はあわてて振り返った。

　里の女らしい集団が、にぎやかに顔を出した。

「ささ、どうぞこちらへ。宴うたげの準備が整ったところです」

「み、みなさんは？」

　右に左に女たちが取りついた。

「あ、申し送れました。わたくしは、オナスの妻です」

「わたくしもオナスの妻です」

「わたくしも」

「わたくしもオナスの妻です」

　別々の顔で、まったく同じことを言われる。思わずむせかえるほどの、甘い香こう水すいの匂いが胸をついた。

　あの熊顔で奥さん四人──？

　そういえば、この世界の婚こん姻いんの法律などろくに調べたことがなかった気がする。一いつ夫ぷ多た妻さい制せいを認めているところも、あるといえばあるのだろうか。

「ところでリヒト様、ウルスラはどちらに？」

「えっ」

　逃避しかけたところを引き戻される。

　オナス氏のご夫人の一人が、不思議そうにあたりを見回すので、変な声が出そうになった。

「そ、その、彼女は……ここにはいないといいますか……」

「まあ！　あれだけ心を尽くすよう言いつけましたのに！　逃げましたのね！」

　彼女たちは、いっせいに眉を吊り上げる。

「どうしてああなのかしらね、本当に可愛げのない」

「どうぞお許しになってくださいましね、リヒト様。あの子はいつもこうなんです。ぼんやりしていて情が薄いと言いますか……」

「せめて蛇はやめればいいのに」

「いえ、彼女のせいではなくて、僕の方で頼んだんです」

「んまああ、もっとダメじゃないの！　旦だん那な様の方からお暇ひまを出されるなんて！」

　墓ぼ穴けつの二文字が脳裏に浮かんだ。

「本当にごめんなさい。とにかくわたくしたちからもお詫わびいたします。ささ、どうぞこちらに」

「外がい套とうと剣をお持ちいたしますわ──きゃあ！」

　たてかけてあった聖剣を持ち上げようとして、夫人の一人が悲鳴をあげた。

　剣は派手な音をたてて床に落ちる。

「ユーリス、あなたまで何をやっているの！」

「も、申し訳ございません……」

　比ひ較かく的てき年若い夫人は、まるでやけどをしたように手をさすっている。

　理人は、横から落ちた剣を拾い上げた。

　宝ほう珠じゆのない聖剣は、そこいらの鉄剣よりも重量があった。きっとそれにおどろいたのだろう。普通の女性の感覚では面食らうかもしれない。

「これ、ちょっと特殊な剣なんです。びっくりしますよね」

「リヒト様は、それで試練の竜を倒されたんですか？」

「まあ、そんな感じですね」

「まあまあまあ……」

　答えを聞いたご夫人は、感心したようにまばたきを繰り返していた。

「さ、とにかく参りましょう！」

「いや僕は」

「本当に遠えん慮りよなさらないで！　どうぞわたくしたちの顔をたてると思って！」

　鬼き気き迫るというのは、こういう顔を言うのではないだろうか。けっきょく理人は、異様な使命感に燃える四人の奥方に囲まれ、そのまま別べつ棟むねの屋敷の中へと連れていかれたのだった。

　そして、屋敷の中では、すでに宴えん会かいらしきものがはじまっていた。

　分厚い絨じゆう毯たんが敷しかれた広間の上に、男たちが直接腰をおろして酒を酌くみ交わしている。

　下座の女たちによって楽の音が奏かなでられ、脚あし付つきの盆には、大量の食事が盛られていた。何かの粉を練って焼いた平パンや、肉やキノコを炒めたものが多いように見える。

「──おお、来られたか。竜殺しの英雄殿の登場だ！」

　一番奥の席に通されると、すぐに液体の満たされた盃さかずきを渡された。

　ただただ圧倒されていると、

「わたくし、里の世話役のゾウラと申します。どうぞよしなに」

「いっ」

　いきなり目の前に、好こう々こう爺やと言った雰ふん囲い気きの老人が近づいてきた。

「ど、どうも……」

「末永くどうぞよろしく。お若い方と飲むのはひさしぶりです」

　適当に言葉を濁にごしていると、新しい人がまた名乗りをあげた。「私は××の──と申します」「私は──」「自分は──」──次々にやってこられ、完全に頭が飽ほう和わした。そんなにいっぺんに名乗られても覚えきれない。

「いやはや、めでたいですな！　これで次の魔獣狩りの時は楽になる」

「その通り！　百人力の戦士を手に入れたのですからな」

　なんだかどんどん話が怪しい方向に移っていないだろうか。

　笑顔のまま固まる理人の隣に、族長のオナスが腰をおろした。

「オナスさん」

「褒美は受け取られたかね、アイカワ殿」

「いや、受け取ったといいますか……」

　信じられない。本当に父親公認だったのか。

「何か不都合が」

「勘かん弁べんしてください。そんなつもりで倒したわけじゃないんです。困りますよ……」

「だが、ここで暮らしていくのに、妻は必要だ。あんな娘だが役にはたつはず。趣しゆ味みではないといわれれば言葉もないが」

　頭が痛くなってきた。

　口ごもるかわりに皿の料理を口に入れれば、塩気は薄いものの普通に食べられた。ただし葉物の野菜がいっさいないのは、ここに太陽がないからかもしれない。

　オナスは盃を片手に、しみじみと語っている。

「確かにあれはひ弱で愛想もない。何を考えているかわからぬところもある。だがあれでもましになった方なのだ。あとはアイカワ殿がよく躾しつけてくだされば結構で──アイカワ殿？」

「ちょっとすいません、手洗いに……」

　理人は立ち上がって、宴の輪から抜けた。

　──ダメだ。ここにいちゃダメだ。それだけは確かだった。

「あら、リヒト様？　どうされました？」

　部屋に新たな食事を運びこもうとしていたオナスの第二だか第三夫人だかに、精一杯の愛想笑いを返し、廊下をすり抜けて屋敷の外へ出た。

（嫁とか言われても無理だし！）

（僕は帰らないといけないんだよ！）

　居座る前ぜん提ていで話をされても困るのだ。

　かがり火に浮かび上がる道をみつけて、外周の階段目指して走り出す。

　ともかくやってきたところまで戻るのだ。それしかない。すり鉢の底の屋敷が、どんどんと遠ざかっていく。

（帰るんだ）

　長い階段を駆け上がるうちに、息が切れそうになるが、止まらず走った。窓から漏れる明かりの中では、まだ宴が続いているだろう。

　街の外周を何周も走り、ようやく一番上の出口前にまで到達する。

「しぬ……」

　両膝に手をつき、肩で荒い呼吸を繰り返す。




「どこに行く気ですか、旦那様」




「！」

　理人は振り返らずに前転した。カンは的中した。投げつけられた毒蛇は、理人を襲うことができずに地面へ落ちた。

　ウルスラが、階段の途中で、腰の籠を開けたまま立っていた。

　冷たいアメシストの瞳が、容よう赦しやなくこちらの姿を射い貫ぬいてくる。

「出直すと言ったはずです。逃げるのですか」

「それは！」

「一人で逃げるなんて、ひどいです」

　彼女は新しく、籠から数匹の蜘く蛛もを取り出した。漆黒に赤い斑はん点てんが浮かぶ禍まが々まがしい外見だ。それぞれの指の間にはめると、真っ直ぐに両手を突き出す。

「──捕ほ縛ばく」

　その瞬間、すべての蜘蛛から、大量の糸が吹き出た。

（な）

　こちらをからめとる勢いで糸が迫ってくる。理人はたまらず、バックステップで糸を避けた。

　ウルスラは据わったまなざしで、長い糸を吐く蜘蛛を突きつけたまま、

「ひどいです。わたしが、どれだけ勇気を出したと思ってるんですか」

　喋る声は、かすかに震えていた。

　そこで理人は、自分の大きな間違いに気づいたのだ。

「蜘蛛よ！」

「待って、話を聞いて──」

　何にも動じない、石のような娘。無愛想な少女。とんでもない。彼女は人並みの感情の持ち主だ。理人のような知りもしない男の前に、裸で立つことにものすごい葛かつ藤とうがあったし、裏切られて腹もたてている。怒ど髪はつ天てんをつく勢いで怒っている。そう、ちょうどこんな風に。

「何があっても連れて帰ります。絶対にです」

　ウルスラが叫び、ふたたび蜘蛛が銀糸を吐き出す。理人が逃げるのを見こしたように、直前で大きく腕を振り上げた。巨大なマリオネットを操作するように、銀糸が複雑な動きをはじめる。

（やばい）

　つまかる──！

　糸の一部が、こちらの右手首と足首に届いてからみついた。

「っ」

「──さあ、帰りましょうか。この糸は切れませんよ」

　毅き然ぜんとした宣言に、背筋が寒くなった。

　しかしそうは言っても、こちらにも言い分というものがある。

　ウルスラが糸をたぐり寄せようとする。理人にからみつく糸に加か重じゆうがかかる。ためしに剣で斬り払おうとしたが、本当にどういう構造をしているのか、まったく歯が立たない。

　無表情な彼女が、「言ったでしょう？」と無言で勝ち誇ほこっているような気がした。

「……わかったよ。なら──こっちから行くよ」

「？」

　理人は宝珠抜きの剣をかまえ、一気にウルスラめがけて加速した。

　ドン！　と空気を打つような音が鼓こ膜まくを叩く。

（速く疾はやく迅はやく俊はやく駿はやく！）

　速く速くより速く。強くすべてを裂くように。手首に鋼こう線せんのようにからむ糸が、肉に食い込み血を噴いても気にしない。ただ速く。

「うおりゃああああ！」

　吼ほえながら階段を跳び、血しぶきとともに彼女のところへ肉にく薄はく。渾こん身しんの力で振り上げた剣の切っ先を彼女の眉間へ──。

「……もう、わかったかな」

　振り下ろす前に、ウルスラが地面にへたりこんだ。

　ベールを留めていた飾り紐ひもだけが二つに千切れ、ベールごと下に落ちた。完全に動きに圧倒されて固まっていたようだ。

　落ちたベールの下に現れたのは、光ひかり苔ごけと灯とう石せきだけの薄暗闇でもはっきりとわかる、月のような銀色の髪。

　理人は、そんな彼女の前に立った。

「……怪我……」

「大丈夫。すぐ治るから」

　本当だった。こちらの傷は、どれも腱けんに達する手前で止まっている。この程度なら、じきに傷口もふさがり血も止まるだろう。わかっているからこそできる荒あら業わざではあった。

「そんなに……わたしのことがお嫌いですか」

「そういう問題じゃないんだよ。上に待ってる人がいるんだ」

「そうですか。わたしは……夫に逃げられた妻として、みんなに笑われてしまいます……」

　それを言われてしまうと──大変弱い。

　目の前には、うなだれ落ち込む女の子。たぶん、見た目よりも三割増しで。

　さてどうすればいいかと、空のない天を仰いだ時だった。




　──ガラン、ガラン、ガラン、ガラン──。




　どこからともなく、鐘かねのような音が響いてきた。

　理人はあたりを見回す。かなりの音量だ。里の中心から聞こえてくるのだろうか。

「なんだ、これ……」

　ウルスラを見れば、なぜか彼女は、これ以上なく目を見開いていた。

「……ウルスラ？」

「どうしよう」

　一瞬、聞き間違えたかと思った。

「え？」

「かえらないと」

　ウルスラはいきなり立ち上がって、落ちた蜘蛛を籠の中に戻しはじめる。急いでいるが、手が震えてうまくいかないようだ。むせるように咳せき込みだした。

「だ、大丈夫？」

「はやくかえって、眠らないと。父様にまた」

「は、寝る？　今から？」

　ウルスラはあえぐようにうなずいた。

「そうです。鐘は『夜』がはじまる合図です。鳴り終わるまでに部屋に戻って、窓を閉めて眠るのが掟おきてなんです──」

　そんな馬鹿な。

　だが、ウルスラが話す間も、眼がん下かに見える里の明かりが、どんどんと消えていくのだ。

　本当に総出で眠りにつくように。

「……この鐘って、あとどれぐらい鳴っててくれるの」

「たぶん、二百回はないです──」

「三分もないってことか……」

「ごちゃごちゃ言わないでください！　とにかく帰らないといけないんです」

　それだけで一番下のあの建物まで戻るのか？

　ウルスラが、やっとすべての生き物を回収して階段を駆け下りていく。ぜんそくめいた発作も続いているらしく、この段階でもう息があがっているように見える。

　リミットは三分弱。彼女も急ぎはするだろうが、やはり──間に合うとは思えない。

　切せつ羽ぱつまった様子の背中が、妙に頭の中に残って離れなくて。

「ウルスラ！　待って！」

「なに──」

　理人は考えた末、彼女の後を追いかけた。その体を、俵たわら抱きでかつぎ上げた。

「ちょっ、リヒト！」

「騒がないで。急ぐよ」

　理人はそのまま、らせん状に周回する階段ではなく、急きゆう勾こう配ばいの壁面を、一気に駆け下りはじめた。

「行け──っ！」

「きゃああああ！」

「三分厳守！」

　耳元で風がうなる。すり鉢の一番底まで、最短距離で突っ走る。

　途中で屋根のひさしに当たった時は、ジャンプ台の要よう領りようでさらに下まで飛び降りた。

「どこの部屋に行けばいいの!?」

「い、一番、端っ。一階のっ」

「了解、後は黙ってて！」

　舌を嚙かまれてしまっては危険である。

　外灯の明かりが、目に見えて減っていく。全部消えるまでに底にたどりついておきたい。

（どこだ？）

　ひた走る中でも、鐘はまだ鳴り続けている。地下の密閉された空間で、異様な反響を生んでいた。

（あそこか？）

　ウルスラの言う部屋らしい窓が見えた。そこだけ鎧よろい戸どが下りておらず、ガラスがむき出しになっている。斜面を駆け下りて一番下にたどりつくと、ウルスラが理人の肩から飛び降りた。駆け出す彼女と一緒に、理人も走った。

　ドアを開け、室内の廊下を駆け抜け、一番奥の部屋に飛び込む。

「窓！　鎧戸！」

　鋭いウルスラの叫びに従って、二箇か所しよある窓を二人がかりで閉める。完全な暗闇が、狭い部屋の中に訪れる。

「ベッド！　寝る！」

　わけもわからず、中央の寝台に飛び込んだ。

　同時に、あれほど強く鳴り響いていた鐘の音が、ぱたりと途絶えた。

『昼』が終わり。そして新しく、『夜』の時間がやってくる──。





　　　　　＊＊＊






　それから理人は、夢を見たのだ。

　あらゆる里人が寝静まったデーラ・ノルドを、第二の住人たちが歩いていく夢だ。

　彼らは『夜』の時間の申し子だ。

　里を俯ふ瞰かんしてながめる理人は、なぜかそれだけ知っている。ある者は槍やりに貫かれた穴を胸部に持ち、ある者は頭部を失っている。それでも普通に雑談をかわし、井い戸ど端ばたでは家事を行い、かしましく笑いあう。時にはこの世界の女神へ祈りを捧げたりもする。死んでいることなど、まるで関係ないと言わんばかりに。

（なんでだ？）

　彼らは死んでいるのに生きている。生きているのに死んでいる。

　そうして半日も過ぎた頃、彼らはふたたび家の中へと入っていくのだ。里中に鐘が鳴り響く中、それが当たり前のように。







　──そんな不条理きわまりない情じよう景けいから目を覚ませば、ウルスラがすでに起きて、窓の鎧戸を開けていた。

「おはようございます、リヒト。よく寝ていましたね」

「……もう、朝……？」

「はい。『昼』の鐘が鳴っていますから」

　窓枠の向こうの家々には、灯石とたいまつによる明かりが灯り、螺ら旋せんの大階段を、里人が行きかっているのが見える。『昼』といわれても、太陽の光はいっさいない。だが手足がもげている人はいないし、血も流れていない。

　昨晩聞いたのと同じ鐘だけが、また激しく鳴り響いている。

（夢、か）

　……ただの夢。きっとそうなのだろう。そうとしか言えない。

　異様に色鮮やかで強烈なそのイメージを反はん芻すうしながら、リヒトは寝台で伸びをした。

　そこにウルスラが近づいてくる。

「昨日はありがとうございました。おかげで助かりました」

「いや、べつにそんな」

　急にあらたまって礼を言われ、理人はあわてた。

「……大したことは、してないし」

「いいえ、あなたのおかげです。掟を破らずにすみました。父に二度はないと言われていたのです」

　昨晩の彼女の慌てようを思い出した。暗い中でもわかるほど血の気をなくしていた横顔も。まるで無人島に置き去りにされるような顔をしていた。

　しかし、そんなに厳しい掟だとは知らなかった。

　ウルスラは、紫色の目を細める。

「間に合ったのなら、よかったよ」

「ええ。本当に」

　今の彼女は少し、笑っているのかもしれない。目もとの表情が、なんとなくやわらかい気がする。

「地上を目指すのでしたら、もう止めません。わたしも協力します」

「え──ほんとに？」

「はい」

　ウルスラは、しっかりとうなずいた。

「ありがとう。助かるよ！」

　これで船に戻れる。イシュアンのところへ帰れる。

「あと──リヒト」

「はい？」

「寝言で言っていたのですが」




　──さて。

　──自分はいったい、寝ているうちに何を口走ったのだろうか。




「……な、なに？　なんて言ってた？」

「いえ──なんでもありません。朝食を持ってきますね」

　それはない。

「ちょっとウルスラ」

「失礼します」

　彼女はただでさえ少ない表情を消し、部屋を出ていった。

　ただもう、どきどきするほど心臓に悪いというか。

（えっと……べつに、変なことは言ってない……はず。たぶん）

　ひたすら自問自答するはめになった。
















　──行けども行けども、砂ばかり。

　イシュアン・トロールは船を降り、行方ゆくえ不ふ明めい者しやを探して歩いている。

「こんちく」

　装備は砂除よけのゴーグルに、厚手のケープ。砂に埋もれかけたブーツの右足を引っこ抜き、今度は左足だ。

「しょっと」

　細かな砂が風ふう紋もんを描くハタルトの地表は、南国なのに雪ゆき道みちを歩くような忍にん耐たいが要求される。ところどころにある大きな岩のせいで、視界を遮さえぎられるのももどかしい。

　両脇に迫る岩の間を、びょうびょうと風が吹き抜けていく。

　なんだか人の泣き声にも似ていて、こちらの気持ちを憂ゆう鬱うつにさせてくれるのだ。

「だーもう！」

　ついにイシュアンは短気の風をおこし、頭上に向かって錨銃アンカーガンを射出する。

　ワイヤー付きの錨アンカーは、真っ直ぐ岩の頂上付近に突き刺さる。イシュアンはそれを巻き取りながら、岩の上へと飛び上がった。

「──ったく。はじめからこうすりゃ良かったんだ」

　てっぺんでゴーグルを持ち上げ、あたりをあらためて見回す。

　白い白い砂と、長年の風にえぐれた巨岩と、失われた王国ヴエズナーヤの残ざん骸がいがちらほらと見える景色。あの端にある大きな影は、たぶん砂さ礫れき船せんの『女め神がみの采さい配はい』号だろう。

　六年分の時間をなくしてしまっても手はある足はある。中身がともなっていないと言われようともやりたいことはある。

（どこにいきやがったー、あのちびったれは！）

　目下のやりたいこと──行方不明者たちの捜そう索さくをはじめて、二日目。だんだんと捜索範囲も広がり、船との往復に時間がかかるようになってきている。

　しかし変わらぬ奇き景けいに、人の姿はなし。気味の悪い風の音ばかりが耳をつく。

　──リヒト・アイカワ。いるなら出てこい。怒ったりしないから。なあ。







　今のところ、砂すな蜥蜴とかげを失い、動かなくなった砂礫船が、捜索のキャンプ地だった。

　船の下に戻ってくると、ちょうどハセム・デラが、縄なわ梯ばし子ごで甲かん板ぱんまで登ろうとしているところだった。

「よ」

「──どうも盗とう賊ぞくサマ。お勤つとめご苦労様ですネ」

「そっちはどうだ。護衛サマ」

「いやあ、ダメダメ。どこ行っても砂しかない。こりゃもう完全に砂に埋もれてるんじゃないかって──悪い。冗談ですよ」

「冗談ね。やる気ないなら、休んでていいんだぞ。なんなら樽たるかぶって一生」

　腰の短剣をちらつかせながらたずねると、奴はとたんにへたれた。

「……ちょっと言ってみただけでしょうが」

「そのちょっとがしゃれにならないんだよ。弱音は口に出すと本当になるんだぞ？」

「ウィルタミアの格かく言げんですかね」

「違う。私のルールだ」

　きっぱりと言い切ってやる。聞いたハセムはなるほどと言い、機き嫌げんでも取りたいのか、わざわざ縄梯子を譲ゆずろうとしてきたので、イシュアンは錨銃アンカーガンを撃ち出し、自力で甲板までよじ登った。

「あ、おい！」

　無視してワイヤーを巻き上げていると、トトがやってきた。

「どうですか誰か見つかって──あ、まだみたいですね」

　イシュアンの顔を見て、何がしか悟さとったらしい。こちらはちゃんと空気を読んでくれるから偉いすごい。さすがはトト。

「私で最後か？」

「いいえ、船員さんがあと一人と、ハセムさんがまだ」

「ああ、ハセムね。奴なら下にいる。一生」

　イシュアンは、今まさに当人が登ってこようとしている縄梯子を、船から外してやった。ハセムが悲鳴ごと遠ざかっていく。満足すっきり。

「で、そっちはどうだった？」

「……すみません」

　トトは悲しげに首を横に振った。成果はなし、か。

　動ける人間で手分けをして、消えた二人を探している状況だが、いかんせん砂漠は広すぎる。

　そろって下の食堂へ行くと、帰き還かん済みの船長たちが、地図を前にたむろしていた。

　トトに頼んで、ここまでの状況を報告してもらう。一番大きなテーブルには、船を中心とした砂漠の地図が広げておいてあった。そちらで待つことにした。

　すでに探した地域には、地図上に×がつけてある。ない部分の方が圧倒的に多い。

　せめて何か遺い留りゆう品ひんや手がかりが落ちていれば、もう少し範囲を絞しぼれるだろうに──。

「イシュアン様」

　ぎりぎりと歯は嚙がみしながら地図をにらみつけていると、トトが戻ってきた。

「どうなってるって？」

「あ、はい。もう少し南に範囲を広げるって言ってます」

　──間に合うだろうか。すでに二日目なのだ。

　疑問を直接ぶつけたくても、船員たちが会話に使う現地語は、イシュアンにはほとんど理解できない。船に乗ってからちょくちょく覚えようとしているのだが、簡単な単語を拾うので精一杯だ。

　聞き取れるのは、『ヴェズナーヤ』『お化け』『呪い』という単語程度。

「……なあ、トト」

「なんですか？」

「聞きたいんだけど、ヴェズナーヤの大だい王おうの呪いって、そんなにやばいのか？」

　こちらの質問に、トトは困った顔をした。

「……ウィルタミアの方にとっては、実感ないことかもしれませんけど、やばい、です」

「砂嵐が呪いのせいっていうのは、もう決定か？」

「…………他には考えられないと思います」

「ふん、くだらない」

　鼻を鳴らす音がした。

　ウィルタミアの正せい騎き士し、ゲイリー・ブランが、後ろのテーブルでワインを飲んでいた。

　いったいいつから飲み始めたのか、したたかに酔っているように見える。

「ぐだぐだと言い訳を重ねる暇ひまがあるなら、成果の一つでも見せてくれ。そのための盗賊だろうに」

　おまえも役立たずなのは一緒じゃねーか筋肉ダルマと口走りそうになった。しかも諸しよ悪あくの根こん源げんだ。

　なあリヒト。おまえはこんなんでも『大人の対応』するんだよな？

「力不足デ、モウシワケアリマセン」

「宝探しは得意じゃなかったのか。ぜひともその犬なみの嗅きゆう覚かくを活いかしてほしかったところだが」

　イシュアンは、ひたすら面倒くさくなって肩をすくめた。

「そーですね。金目のものが見つかれば鼻もきくんですけどね。残念ながらケチくさい格好だったようで」

「な──おまえ！」

「服についてた宝石はぜんぶ偽にせ物ものだったのかもしれませんねーいやー残念だー」

　ついにゲイリーの激げつ昂こうが言葉にならなくなった。

「イ、イシュアン様……」

「ほっとけ、トト。おっさんだって心配でしょうがないんだ。酒に逃げないように発散させてやるのも大事だろ」

　もっともらしいことを言って、トトに背中を向かせる。自分は出来すぎ君にはなれないようだ。

「……後で覚えていろよ……国にかえれば全員まとめて……」

「なんか案とかあるか？　もう少し場所が絞れるといいんだけどな」

　何事もなかったように、テーブル上の地図を指さす。

　だが見れば見るほど、ハタルト大砂漠は果てもなく広がっているように見えた。

「どうだ？　なんでもいいぞ？」

「そうですね……案、ですか……」

　頼りなげなトトの声。あまり無茶を言ってもまずいかと思った。

　しかし、ふと気がつけば、そのトトがイシュアン以上の真剣さで地図に見入っていた。

　毎朝一緒に、砂蜥蜴や動物たちを観察していた時のあの目だ。

「トト？」

　ためしに目の前で手を振るが、反応がない。

「トト！」

「わ──な、なんでしょうか！」

「わかったぞ。その目はあれだ。心当たりがあるやつの目だ！」

「とっ、とっ、とんでもない！　ないですないです！」

「豆知識でもなんでもいいから話してみろよ。魔術学院のエリートだろ」

　トトは脳のう震しん盪とうを起こす勢いで首を横に振った。振りまくった。

「わたしなんかが口出ししたら、船長に大目玉です。本職の方に任せておかないと、こういうのは」

「任せられないから言ってるんだよ。リヒトを助けなきゃいけないんだ」

「余計に遭そう難なんさせるのがオチですよ」

「根こん性じようなし！」

　その時、注目とばかりに船長が手を叩いた。

「ほらほらイシュアン様。召しよう集しゆうです。船長がなんか言ってます」

　露ろ骨こつにほっとした顔をするから、ちょっと蹴ってやりたくなった。

「なんかって言われても、私じゃわかんないぞ」

「全員そろったかと言ってますね」

「いや、そりゃまだだろ。ハセムと──」

　言っている端から、ハセム・デラが食堂に顔を出した。どこかの誰かのせいで、頭から砂をかぶった感じだが、イシュアンは無視してやった。

　だが、最後の一人の船員が、なかなか船に戻ってこなかったのだ。

「おっかしいな……」

　はじめに予定していた時じ刻こくを大幅に越えてもいっこうに姿を見せず、ついには一つ目の太陽が地平線に沈んでしまった。

　皆やきもきしながら、空に残った太陽をにらみつけている。

「なあトト、そいつ、どこに出ていってるんだって？　名前は？」

「エーデ・マウリカ。変ですねえ。かなりベテランさんの船員なんですけどね……」

　トトも首をひねっている。

　ついには船長の判断で、その船員を探しに行くことになってしまった。どこかで迷っていたり、足でもくじいていたらことだからである。

　イシュアンたちはぼやきながら、本日二度目の砂地へ降り立った。

「二に次じ遭そう難なんってやつか……？」

「みんなも気をつけてけよ」

　声をかけあい、マウリカ氏が向かったはずのポイントへと歩きだす。

　捜索の場所は、船から一時間ほど歩いた場所だった。王おう朝ちよう時代の遺い跡せきが密集する、実に複雑な地形だ。さらに手分けをして奥へと入っていく。

　残りの太陽も刻こく一いつ刻こくと沈んでいく中、イシュアンは小さなカンテラを片手に、崩れた石の柱と柱の間を歩いていった。

　残りの仲間も、方々でマウリカの名を呼んでいる。

「──マウリカ！　エーデ・マウリカ！」

　あのぼそぼそいっているくせに、妙に通る声はたぶんハセムだ。

「マウリカさーん。マウリカさーん。マウ──」

　一番甲高い声はトト。

　だが次の瞬間、そのトトの声が、絹きぬをさく悲鳴にかわった。

「いやああああああ！」

　イシュアンは、速攻で声の方角へ走った。岩という岩を錨銃アンカーガンのワイヤーで飛び越え、最短の最速で彼女のもとにたどりつく。

「おいトト！　どうした！」

「……マ、マウリカさん、いや、噓うそ、なんで……」

「しっかりしろって！」

　斜めに傾かたむいた女神像を前に、トトが座り込んでいる。彼女は声もなく振り返り、かたかたと震える手で、前方を指差した。

　イシュアンは、あらためて目を見張った。

　遅れて追いついてきた男たちも、愕がく然ぜんと声もなく立ち尽くした。そうする以外に、道はないとばかりに。

（なんで）

　ほんのつい数時間前まで、現地語を喋しやべり笑っていたはずのイエンマルド人船員『エーデ・マウリカ』は、女神像の手に貫かれた形で死んでいた。地面に対してさかさまになった体は、もう動かない。血とともに魂たましいが抜け落ち、死体に成り果てていた。

「──なんかの、野犬の仕し業わざじゃ……」

「そんな死に方じゃないだろ盗賊サマ」

「わかってるさ。正直に言やいいのか？　人の手で殺されたって！」

　腐くさっても《盗賊》だ。それぐらいの見極めはできる。

　問題は、誰にやられたかということだ。こんな人っこ一人いない砂漠のど真ん中で。

「亡ぼう霊れいだ……」

　同どう僚りようの船員が、イシュアンにも分かる単語を口にした。場の空気が、一気に凍り付いた。

「亡霊だ。ヴェズナーヤの呪いだ！　うわあああ！」

　我を失ったようにわめきながら、その場を走り去っていく。

　現場は、すすり泣きのような風の音が、いつまでもいつまでも鳴り止まなかった。

　この場にいるかぎり、呪いもまた、果てもなく連れん鎖さすると言わんばかりに。
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「あらまあ、リヒト様じゃないですか！」

　ウルスラとともに表へ出ると、オナスの四人の妻たちが声をかけてきた。

　彼女たちは、それぞれ家事の途中だったようだが、蔓つる籠かごや布を持ったまま近づいてくる。

「どちらに行かれたかと思いましたわ。ウルスラと一緒でしたの」

「はあ、まあ……」

「ウルスラ、もう逃げ出すような真似をしてはいけませんよ」

　上じよう機き嫌げんで言われたウルスラは、素直にうなずいた。

「はい、大きなお母様」

「旦だん那な様によくお仕えするのですよ」

「はい、その次のお母様」

「リヒト様が寛かん大だいな方で感謝いたしなさい」

「はい、三番目のお母様」

「貞てい淑しゆくにね、貞淑に。体の方は大丈夫ね？」

「はい、末のお母様」

　淡々と受け入れるウルスラに、皆こんこんと説教を続けている。

「それでウルスラ、あなたはこれからどうするつもり？」

「里の案内をしてさしあげようと思います」

「案内ね……まあいいわ。失礼のないようにね。あとは笑顔。ほら、笑って」

　しかし、肝かん心じんのウルスラは、笑うことだけができなかった。完成済みの彫ちよう像ぞうのように無表情なので、四人はがっかりしたようにため息をついた。

「本当にこの子ときたら」

「すみません、お母様」

「ウルスラ、行こう」

　助け船を出すつもりで声をかけると、ウルスラは、妻たちに押し出されるようにこちらへやって来た。妻たちの顔は、対照的な満面の笑みだった。

　しかし現実は、このままとんずらするための道のりなのだ。

　そのまま二人で、案内する側とされる側のふりをしつつ、里を出るための階段を登り始める。里の住人の視線は、その間も、常に複数から降り注そそいだ。

　外周を埋うめる居住区の窓から。すれ違う階段や通路から。ひそひそと話し声まで聞こえてくる。

「──ほら、あれだよ。試し練れんの竜を倒した剣士様ってのは」

「はあ、見た目はひょろっこいのにねえ」

「お似合いじゃないかウルスラとなら」

「ハーディたちなんか悔くやしがっちゃってね。地じ団だん駄だ踏んでたって話だよ」

　どうやらすでに、こちらの噂うわさが出回っているらしい。

　見知らぬ異国の少年と、その少年に嫁とついだという族長の娘。ウルスラと並んで歩きながら、理り人ひとは無性に謝りたくなってしまった。

　このまま自分が地上へ出てしまったら、彼女は本当にいたたまれないのではないだろうか。そんなことを考えてしまったりして。

「……なんだか、ごめん」

　ウルスラが、ちらりと振り返った。

「なにがですか？」

「君に気まずい思いをさせる」

　だが、当のウルスラの答えは淡々としたものだった。

「確かにそうなのかもしれませんが──べつに、かまいません」

「ほんとに？　大丈夫？」

「考えてみれば、わたしに評価されるものなんてもともとないんです」

「いや、そんなことはないんじゃないかな……」

「いいえ。たぶん、仕様のない奴だと思われるでしょうが、それは昔からです。みなじきに慣れるでしょう。だからあなたが気にする必要はありません、リヒト」

　澄んだ紫色の瞳ひとみが、こちらを見上げた。

「こんなわたしに、あなたは情けをかけて助けてくれました。あなたは強くて、優しい人です。きっと上の世界でも必要とされる人でしょう。ひ弱で世せ辞じの一つも言えないわたしとは違います」

「……ウルスラ……」

　理人は、答えに困った。

　褒ほめられても素直に受け取れないのは、彼女が冷れい徹てつに見えて率直な子だからかもしれない。

　本気で言っているのだ。自分に価値など何もないと。

「いずれまた、新しい男のところに嫁ぐよう命じられるでしょう。何も変わりません。次はもう少し、うまく笑えるようにしようと思います」

　嫌なのを覆い隠して、必死に冷静なふりをして？

　それでいいのだろうかという思いが、理人の口を動かしていた。

　だって君は心の中に、喜き怒ど哀あい楽らくをちゃんと持っているのだから。

「でも、君だって人間だ」

　ウルスラの、一歩先を歩く背中に言った。

「嫌なことは、嫌って言ってもいいんじゃないかな。君は物じゃないんだから。親おや御ごさんだって誤ご解かいしてるんだと思うよ」

「……そういうことを言われたのは、はじめてですね」

「そうかな。でも、君みたいに綺麗な子なら、ほんとに好きな人と一緒になれるって絶対」

　だが、確かに話を聞いているはずのウルスラは振り返らず、肯こう定ていも否定もしなかった。

　さすがに出すぎたことを言ったかもしれない。

　沈ちん黙もくが気まずくて、自分の足元を見つめる。だいぶ里の上にやってきていた。それでも次に話すべきことが、なかなか出てこなかった。







　里の中心部を出ると、あらためて地上への出口を探しはじめた。

「……ねえウルスラ。封印した出入り口って、どこにあるかわかる？」

「詳しくはわかりません。教えられていませんので」

「そっか……じゃあまずはスタート地点に戻るか」

「わかりました。ではそちらに行きます」

「よろしく」

　ウルスラの先導で、細い坑こう道どうを歩いていく。

　そしてやって来たのは、自分が落ちてきた『試練の間』だった。

　朽ちた壁や柱に、発光性の苔こけが生えて、ぼんやりと砂だまりが浮かびあがっている。見上げるほど高い天てん井じようの割れ目から、いまも白い砂がこぼれ落ちてきていた。

「あそこから落ちてきたんだよな……登れるかな」

「どうでしょう。難しい気もしますが」

「ちょっと試ためしてみるよ」

　理人は腕まくりをし、例の女神のレリーフがほどこされた壁に取りついた。そのまま天井目指して登りはじめる。

「大丈夫ですか？　足元に気をつけてください」

「平気平気。わかってるよ」

「蠍さそりがいますので」

　噴きそうになった。

　ぎょっとして自分の足を見た。見たこともない、毒々しい色合いの蠍が、女神の鼻のあたりを這はい進んでいく。

　こんな場所で逃げるわけにもいかず、固まる理人を、地上のウルスラは変わらず淡々と見上げている。

「あのさ。ウルスラ。この蠍って……」

「はい、潰すと毒を出します。こちらに持ってきていただければ、飼かうこともできますが」

　いや無理。無理。無理。ぜったい無理。遠えん慮りよ申し上げます。

　いろいろ籠に仕込んでいるウルスラは、本気で言っているのかもしれないが、実行する気にはなれなかった。

　なんとか通り過ぎるのを待って、新しい壁の出っ張りにつかまる。

「！」

　と──いきなり大きく壁が崩れた。

　気がつけば理人の体は、壁から床に落下していた。

「……大丈夫ですか」

「…………まあ、なんとか」

　地面に叩きつけられたままの格好でうめく。ステータスの自動回復機能がなければ、一回ぐらい死んでいるかもしれない。

「表面の石が脆もろくなっているんです。里の男たちも、試して成功したことがなかったです」

「貴き重ちような助言、ありがとう……」

　できれば登る前に聞きたかった。

　あらためて理人は、壁を見上げる。女神パナティーアは、理人のせいで額ひたいの装そう飾しよくの一部がはがれおち、泣いている意い匠しようが余計に痛々しくなってしまった気がする。

「……あの女神、なんで泣いてるのかな」

「なにがですか？」

「あれ、創そう造ぞう神しんのパナティーアだよね。泣いてる女神の図って、あんまり見たことなかったからさ」

　ウルスラが、同じように壁へき画がを見上げた。

「あれは……『賢けん者じやの石』の誕生だと思います」

「賢者の石？」

「創造の女神パナティーアが、できあがった世界の不具合に気付いて、補ほ修しゆうのために落とした魔法の品マジツクアイテムです。みなでその石に願うことで、慈じ悲ひの行き届かない世界を整えることができるはずだったのですが、実際は『賢者の石』を独り占めするべく、争いが起きるだけだった……」

　壁画の中でも、人間たちは血を流し戦いくさを続けている。

「自分の過あやまちに気付いた女神は、石を回収し、もう地上に何かを託すことはやめてしまったそうです」

「そんな伝説もあるんだ。聞いたことなかったよ」

「里の人間も知らないと思います。この壁画もヴェズナーヤ王朝の頃のものですし、イエンマルドの狂王狩りが入ったせいで、完全に途と絶だえている『異い譚たん』ですから」

「へえ──って、あれ、じゃあなんでウルスラは知ってるの」

　素朴な疑問だったのだが、ウルスラは急に口ごもった。

「ウルスラ？」

「……それは、その、少し教えてくれる人がいて……」

　なんだか要よう領りようを得ない答えが返ってくる。

　どうも突っ込んでほしくないようなので、そっとしておくことにした。

「わかった。じゃあそこまでにして本題に戻ろうか」

　理人のはるか頭上にある穴は、変わらず地上の砂を落としている。

　まるで砂時計の穴を、瓶びんの下から見上げているような気分だった。こうして見ていても、あそこから自分が落ちてきたとは信じられない。

「登るのは無理でも──」

「リヒト？」

「チャレンジ！」

　あきらめるのはまだ早い。自分にはまだ『これ』がある。

　理人は腰の聖剣を引き抜くと、外したままにしていた宝ほう珠じゆを柄つかに戻した。

「剣、ですか」

「見ててよウルスラ」

　そのまま、慎しん重ちように『飛べ』と念じる。

　──足元から、一気に浮力が襲い掛かった。一直線に上昇する。

「わ、わ──っ！」

　ものの一秒で上がれなかった天井に到とう達たつした。そして落ちてくる砂に頭から突っ込み、だがそれ以上、上には行けない。どんなにがんばっても、落下する砂の流れを突破できない。

（無理だ！）

　そう思った瞬間、剣の向きが変わった。今度は同じ速度で、下へ──。

「リヒト！」

「ウルスラ、来ちゃダメだ！」

　だが、律りち儀ぎな少女は、決して逃げなかった。彼女に直撃だけはしてはいけないと、寸前で体をひねったものの、高速で床に激突する。轟ごう音おんが響き、一瞬目の前が暗くなった。

　──そして、ふと目を開ければ、理人はウルスラに覗のぞき込まれていた。

「大丈夫ですか」

「……君こそ……」

「とりあえず、落ちました。一緒に」

　起き上がると、『試練の間』よりも輪をかけて暗かった。あたりには瓦が礫れきらしい石が積みあがり、ウルスラのランタンが二人を照らしている。理人もウルスラも埃ほこりだらけだ。

　見上げると、前よりはるかに高いところに目指した砂の割れ目が見えた。

「床を突き破ったってこと……？」

「そうですね。ちょっと驚いています」

「ごっ、ごめんごめん！　僕のせいだ！」

　その場で土ど下げ座ざしたい気分だった。

「まさか飛ぶとは思いませんでした」

「そうなんだけど。うまくコントロールできなくて……ほんとにごめん」

　理人は、砂を払いながら起き上がった。

　途中で手放してしまった聖剣は、光を失って離れたところに落ちていた。幸い折れてはいないようだ。拾い上げてため息をつく。

（ますます使いにくくなってるな）

　諸悪の根源だ。顔をしかめて剣を弾はじくと、一つのことに気がついた。

「どうかされたんですか？」

「ピンポン玉ぐらいの……って言っても通じないか。オレンジ色の小さい玉を見なかった？」

　瓦礫の間に、顔をつっこみながらたずねる。宝珠が柄から消えているのだ。

「玉、ですか？」

「うん。あれがないとまずいんだ……」

　暗くて足元がよく見えないのが辛い。どこかに落ちていてくれるといいのだが。

「わかりました。わたしも探します」

「ほんとにごめん」

　穴の底でごそごそと、宝珠一ひと粒つぶを探しまわるはめになった。

　微妙な沈黙が続く。

「あった？」

「いえ」

　またごそごそと時間ばかりが過ぎていく。

「──不思議な剣ですよね。とても」

　小さくウルスラが言った。

「え、あ、うん。これは、破は魔まの聖剣って言うんだ」

「聖剣──あの伝説の？」

「知ってる？　ま、話半分に聞いてくれればいいよ」

　どうせここでは証明しようにもできないのだ。

　理人は、また石を持ち上げる作業に移る。

「確かに、難しいことは、よくわかりません。でも、それが力のある剣だということはわかります。荒々しくて神こう々ごうしくて……みんなまだ出て来れません」

「みんな？」

「彼らは、いつも近くにいてくれるんです。あなたにも見えるでしょうか──みんな、聞こえる？　もう大丈夫だから」

　そう言って、いっそ親しげとも言える口調で、「出てきて」と言ったのだ。

　てっきり彼女のことだから、いいところ蛇へびかカエルのご登場かと思っていた。だが、実際に理人の目の前に現れたのは、首のない血まみれの男だった。

「うわあああ！」

　思わず後ろに飛びのいた。

　右手に折れた槍やりを持ち、簡素な帷かた子びらとすね当てだけを身に着けた兵士だ。左手には、どうも自分のものらしい首をぶらさげている。

　うつろな表情を前にして、とっさに剣を抜こうとする理人だが、

「怯おびえる必要はないです。この人たちに実体はありません」

「ない……？」

「はい、そうです。幽ゆう霊れいなんです」

　兵士の隣に、今度は女官らしい女が浮かび上がった。だが、半透明で向こう側のランタンが透けている。服装も、今の時代にしては古めかしい。何百年も前のものに見える。

　言われてみれば──。

「この人たちは、この地ち下か神しん殿でんの本来の住人。本物のヴェズナーヤ人です」

「本物のって……狂った大王の巻き添えくらった人たち？」

「はい。五百年前にこの神殿で暮らしていた、巫女や神官、兵士たちです。今は魂だけがここに取り残されています」

　死者の魂たちに取り囲まれながら、ウルスラはいっそ誇ほこるように言った。

「わたしたちノルドの守しゆ護ご者しやだそうです。里の人たちには見えないそうですけど、よく当時の話や古い伝説を教えてくれるんです」

　どこかで見た覚えがあると思えば、夢の中にいた歩く死体たちだった。

　でも、あれは夢にすぎないはず──。




　──ウルスラ。なにが起きたの？　怖いことはない？




「彼はわたしの旦那様よ。今だけだけど」

　ウルスラの答えに、ヴェズナーヤの幽霊たちが、いっせいにこちらを見た。かなり壮観だった。

「……こ、こんにちは」

　理人は聖剣をぶらさげたまま、勇気を出して挨あい拶さつをした。だが、亡霊たちはあっというまに、音もなくかき消えてしまった。

「──あ」

「嫌われてしまいましたね、リヒト」

　淡々と言われてしまうと、少しむっとしてしまう。

「好き嫌いなんてあるんだ……」

「ありますよ。そしてとても怖がりです」

「そんなこといわれてもな……」

　あんまりだ。首ナシ血だらけのそちらの方がよっぽど怖いだろうに。いや、首ナシ血だらけになってしまったから臆おく病びようになったのだろうか。

　心なしか、彼女が楽しげに見える。

「さあ、リヒト。探し物を続けましょうか」

「うん……」

　だがその瞬間、ぐううう、と理人の腹の虫が鳴った。

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

　へたに他に人がいないぶんだけ、ごまかしきれなかった。できれば気づかないでいてくれるといいな、放っておいてくれるといいなと思ったのだが、

「食事にしますか？」

「ほんとにごめん！　マジでごめん！」

　ウルスラが、何事もなかったように背中の荷物をおろすので、倍謝ることになった。

　そして中間地点に置いていたランプを近くに置きなおし、背負い袋から食料を取り出していく。

「ほんとに用意がいいね」

「まだ妻のつもりですから」

　泣けてくることを言ってくれるではないか。

　地下神殿の最深部に突とつ如じよ出現した、牧ぼつ歌か的てきなピクニック・ランチタイム。食欲に負けるのはなんだが、ご相しよう伴ばんに与あずからせてもらうことにした。

「どうぞ、リヒト。ちょっと潰れてしまいましたが」

「……ぜんぜん問題なし。ありがとうウルスラ」

　ウルスラは、小さく会え釈しやくをした。

　食事自体は、やはりかなり簡素なものだった。膨ふくらまない平らなパンのようなものに、何かの卵であえたキノコが挟まっている。味つけもかなり薄い。だがそれがなんだ。

「むちゃくちゃうまい」

「……そうですか」

「いやほんとに。すごいおいしいよ」

　心底腹が減っていたせいか、五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染み渡る味だった。ウルスラは、例によって無表情だったが、一部なりともこの感動が伝わればいいと思う。

　あっというまに一つ食べきって、ようやく人ひと心地ごこちついた感じだった。

「……生き返った……！」

「もう一つどうですか」

「ありがとう！」

　恐きよう縮しゆくしながらおかわりをもらう。

「………にしても、こういう地下での食料事情ってどうなってるんだろうね……」

　ウルスラがこちらを向いた。理人は、口についたソースをぬぐって言った。

「いやさ、このノルドの里って、けっこうな数の人が暮らしてるよね。あれだけの数をまかなうのって、地下じゃ大変だろうなって。畑で何かが栽さい培ばいできるわけじゃないだろうし」

「畑？　とは、なんですか？」

　うわ。ちょっと待て。ここからもう通じなかったか！

「いやいや待て……単に常識が違うだけだ。別の言い方とかがあるんだ。ええっと……地面に植物の種を植えて、太陽と水で育てるんだ。育ったら収しゆう穫かくして食べる。それ専用の土地」

「よく……わかりませんが……そういうものはないと思います」

　ない。

　ますます衝撃だった。

「わたしたちの食事は、おのおのが採りに行きます。苔こけやキノコ、水源にいる魚や海え老びなどです」

「足りてるの、それで」

「はい。たぶん」

「そっか……足りるのか……」

　特に死人は出ていないようだが、栄養面に関してはかなり心配になってしまう。何年も日に当たらなくて、そもそも病気になったりはしないのだろうか。

　彼女の血管が透けて見えそうな肌の色を間近で見ると、どうしても不安になってしまうというか。

（実際、病びよう弱じやくだって言ってたし）

　つねに日がささず、鐘かねの音だけで『昼』と『夜』をむりやり区別する世界。それを厳格に守り続けている世界。特異なのはそれだけではなく、この地下にはいないはずの魔獣まで生き残っている。

（そうだ。この件もあったんだよ）

　頭が痛いネタ。

　たしかにこの間の旅で、《女剣士》のラーナ・エルンは言っていた気がする。魔獣がいた影響は、封印されても長く残るのだと。

　理人と一緒に旅をしていたときの『イシュアン』もまた、魔獣の進化の証明として、野生の動物たちが影響されていると語っていた気がする。




　──進化しているんだよ。私たちは。




（これが進化の証明？）

　魔神なき後も魔獣が生き残るなら、こんなに厄やつ介かいな話はない。浮かんだフレーズにぞっとした。

　とにかくこれは、理人だけで判断できることではない。早合点はいけない。ハイダルや、盗賊のイシュアンにも聞いてみないといけないだろう。きちんと持ち帰る義務がある。

「──太陽があると、そんなに良いのですか？」

「え？」

　ウルスラの視線が、こちらにあった。理人はあわてて咳せき払ばらいをした。

「そう……だな。うーん。良いか悪いかはわからないけど──なくてはならないものだと思ってたよ。あるのが当たり前っていうか……さっきみたいに光で植物が育つし、人間の体も太陽でビタミンができるんじゃなかったっけ。ビタミンＣ？　Ｅ？　あれ、ちょっと待って。どっちだったけな」

　度忘れに頭をかく。授業で寝ぼけていたのが仇あだになった。

「まあ、こっちの世界で通じる話かどうかは分からないけどさ」

「いいですね。太陽。きっとすばらしいものなんでしょうね」

　ウルスラが、小声でつぶやいた。

「──空と、太陽と月も──子供の頃、ここにないものを探しに行きたくて、よく里を抜け出して叱しかられていました」

「君が？」

「はい。駄だ目めというのに奥へ忍び込んで連れ戻されて。とうとう夜の『鐘』に間に合わなくなって」

　意外なことを聞いた気がした。そんなやんちゃな頃があったとは信じられない。

「大変だった？」

「父は半年、口をきいてくれませんでした」

「うわ」

「他の若わか衆しゆうたちは、里の外に行くのも、多少の遅れも容よう認にんされていたんです。なんでわたしだけこんなに駄目なのか……理由が聞きたかったですけど……たぶん、理屈ではないのでしょうね。オナスの娘のするべきことではなかったとしか」

「で、今は言うことみんなきくいい子を目指すのか。まあそっちの方が楽だもんね」

　不意を打たれたように、目を見開くウルスラがいた。

　まずい──間違えた。これでは嫌いや味みだ。

「ごっ、ごめん。なんかすごい失礼なこと言ったかも。でもそうじゃないんだ。今のは全部、僕自身のことっていうか。もしそうなら、君の気持ちは、僕もすごいわかるからさ」

　痛いぐらいに。

「……あなたも？」

「うん。ほんとに」

　あせって言葉を繋つなぎ続ける。

「周りに合わせるのって、きついけど痛くないんだよね。僕の場合はだけど。何が正しいかとか考えなくていいし、必要以上に攻撃されないから傷口が広がらないし。うわっつらしか責められないから、本当の自分は守っていられる。あたりさわりなく暮らしたいから……したくもないことたくさんやった。ほんとは嫌でしょうがなかったのに」

　そして心の中では、『こんなものは自分じゃない』という言い訳の自分も飼い続けるのだ。本音と建たて前まえは内側と外側で、常にばらばらな方向を向いていた。家の中で教室の中で、いつどこにいても。

「……わかりません。リヒトはわたしよりよっぽど強いのに。わたしと同じなんですか」

「君は僕をそう言ってくれるけど、ほんとは強くなんてぜんぜんないよ」

　道のりはどこまでも遠い。

「本気で強かったらどんなに不利でも……絶望的な状況でも……気持ちをぶつけられる勇気だってあるはずなんだ……」

　でもできない。

「……ぶつけられない？」

「うん。だめだ」

　怖いのだ。

「どうして？」

　彼女の声が、薄うす闇やみの中で前より優しくなるから、理人はなんだか泣きたくなった。

　きっと本音をぶつけてもなお砕けない勇気があれば、『イシュアン』──本物との真実にも向き合うこともできただろうに。理人はいまだに迷っている。ここを出て響子を探し出した後は、そのまま帰るしかないと半ばあきらめかけている。

「……難しいですよね。自分の気持ちを、言葉にするのは」

　彼女は、そのまま食事の後片付けをはじめた。いつまでも理人が答えないので、助け船を出してくれたのだと思った。

「うん、そうだね……」

　ウルスラが、背負い袋を取るために背中を向ける。

「──でもリヒト。わたしの場合は、もう答えがわかっているんですよ──」

　吐と息いきのような小声で、彼女が呟いた気がした。







　そうしてウルスラと二人、埃まみれになって穴の底を探しまわって、どれだけたっただろう。

「──っ、あったあ！」

　理人は、思わず叫んでいた。

「ありましたか」

「うん。やったよ。あった。よかった……！」

　すぐにウルスラがやってきた。

　理人も持ち上げていた瓦礫を放り出して、探し求めていたオレンジ色の宝珠を取り上げる。

　いやはや、本当によかった。本気で助かった。こんなところで国の宝を、いや世界の切り札をなくしてしまうわけにはいかなかったのだ。

「ハギリ老ろう師しに足向けて寝られなくなるところだった……」

「その玉と剣が対ついになっているのですか？」

「あ、うん。そうなんだ。ウルスラのおかげだよ」

「では、また飛べますか？」

　感激する理人とは裏腹に、ウルスラは冷静に、落ちてきた穴を指して言った。

「ど、どうだろう──」

「難しいですか」

　理人は返答につまった。

　飛ぶことはできる。だが、また暴走しない自信は、あまりなかった。いや、まったくないと言ってよかった。

　──けっきょく。

　協きよう議ぎの末、理人たちが取った道は、ウルスラが持っている蜘く蛛もの糸を穴の外へ投げ、それを頼りによじ登る方法だった。

「……どうですか、リヒト」

「ああ、大丈夫だ。ほんとに丈夫だねこの糸」

　蜘蛛を上へ登らせ、吐いた複数の糸をより合わせてロープ状にすると、本物と遜そん色しよくない強度になった。

「便利でいいね。いろいろできるんだ」

「遊びの延えん長ちようで覚えました。みんな『友達』でしたので」

「友達？」

「──おかしい、ですか？　蛇とか……人間以外が友人というのは……」

「とっ、とんでもない！」

「あとは……亡霊ぐらいしか……いなくて……」

　ウルスラは、両手で器用に蜘蛛を操りながらも、気まずそうに目を伏せた。やばい。猛もう烈れつに落ち込んでいる。理人はことさら明るい調子で、「さ、先に行くね」と糸に取りついた。

「よい、しょっと」

「大丈夫ですか」

「平気平気」

　何から何まで、ウルスラの世話になりっぱなしなのが申し訳ない。頼りない『旦那』である。

　なんとか穴の縁ふちまで手が届き、体を引き起こした。『試練の間』の、本来の床が目に入る。崩れかけた女神と『賢者の石』の壁画も。

　今度はウルスラが上がってくるのを見守っていると、後ろで人の気配を感じた。

「──なんだよ、おまえ。こんなところで何してる」

　現れたのは、意外な人物。武ぶ装そうしたハーディだった。

　彼は穴の縁にいる理人を、他の若者たちと一緒に取り囲んだ。

「ハーディですか？」

　すぐにウルスラが、隣へとよじ登ってきた。

「おいおい、ウルスラ。いったい何だこのでかい穴は」

「ただの事故です」

「事故ぉ？」

　ハーディが、できた大穴をのぞきこむ。

「鐘が鳴っても戻ってきやしないからどうしたかと思ったら……大丈夫かよおまえ。こいつにやばいことされてないだろうな」

「そんなことはないです」

「信じられるかよ。よそ者だぞ」

　ウルスラはいっそう冷めた顔つきで、ハーディを見上げる。

「夫を悪く言うのはやめてください」

「な──」

「褒ほう美びは竜を倒した者に与えられる。族長オナスの意思ですから」

「ほ、本気でそいつのもんになっちまったのかよ」

「はい」

　きっぱりと。すげなく言い切る様さまがよく似合う。無感情で取りつく島もないクールビューティーぶりをいかんなく発はつ揮きしていた。

　ハーディが、こめかみを盛大に脈打たせながら拳こぶしを握りしめる。

「おまえって女は……」

「用がないなら放っておいてください。失礼します」

「──っ、待てよ」

　乱暴に割って入った。

「尽くすのは結構だけどな、今日が狩かりの日だってのは忘れちゃ困るぞ。そいつが旦那だって言い張るなら、おまえも二人で参加するんだ」

「それは──」

「あたりまえだろ。もうほかの奴らは狩場に向かってる。ぐずぐずしてる時間はないぞ」

　狩の日？

　理人は、口ごもるウルスラと目を合わせた。

「どういうこと？」

「……里の周りに出てくる魔獣を、集団で駆く除じよする日です。戦う技術を持つ人間は、参加する義務があります──」

「ウルスラも？」

「はい、一応」

　それを放ほう棄きしてウルスラはここにいる、ということらしい。

「僕も行ったほうがいいの？」

「一応……決まりですから……でも、あなたは別にしてもらいます。出ていかれるんですし」

「ほぅらもうはじまったぞ！」

　光苔が自生する壁の向こうで、ずうんと重い音が響いた。

　彼の仲間が指をさす。

「ハーディ。かなりでかいぞ！」

「よっしゃ。ウルスラ、行くぞ！」

　ハーディに急せき立てられ、ウルスラが立ち上がった。「すみません」と謝り駆け出していく。

　同時に、ハーディは理人の腕までつかまえた。

「おい、おまえ。リ、リ、リート──リヒトとか言ったか。あんたも来るんだぞ」

「いや僕は」

「なにごちゃごちゃ言ってやがる馬鹿野郎！　竜を倒してウルスラまで娶めとって、それで知らぬ存ぜぬなんて許されるわけないだろうが。もうノルドの一員だ」

「そんな」

「いいから来やがれ！　つべこべぬかすな！」

　反論する間もなく、ハーディは駆け出した。

（魔獣を狩る日だって？）

　冗談じゃないと思う一方で、もう一度見ておきたい気もした。いるはずのない魔獣が、この地下でどんな動きを見せるのか。







　何度も複雑に枝分かれしていく地下神殿の坑道を、理人たちは走り続けた。

　問題の魔獣は、水場にいた。

　もともとは大勢の人間が集まる礼れい拝はい堂どうか何かだったのだろう。だが傾いた床下から地下水が染み出し、半ば地ち底てい湖このようになっていた。

（蟹かにだ）

　その水際に、巨大な蟹が三匹、無骨なハサミを振り上げていた。目は退化し、色は色素が抜け落ちたように真っ白だったが、かわりに吐き出す泡はどす黒く染まっていた。破れた網あみが脚にからみつき、傍かたわらにはへし折れた棒が放ってある。

　ノルドの若い男たちは、粗末な武器を手にそれらを取り囲み、けれど距離をつめることができずに動けないでいた。

　見た目は蟹に似ているが、ただの動物でないのはすぐにわかった。おそらく──魔獣──。

「でかすぎねえか。幼よう生せいのうちに仕留めるんじゃなかったのか」

「網にかかったのがこれだったんだよ！」

　先に来ていた若者が、ハーディに反論する。ハーディが舌打ちした。

「ウルスラ！」

　ベールをかぶった少女が、音もなく跳ねた。ウルスラは人の間を駆け出しながら、腰の籠から例の蜘蛛を取り出し、魔獣へ糸を繰り出した。

　指の間におさまるほどの大きさの蜘蛛たちは、一瞬でその何千倍もの糸を吐き出し、魔獣の装そう甲こうにからみつかせる。

「あまり保もちませんから、早く！」

「わかった。おまえはそこにいろ。後は俺たちがやる！　かかれ！」

　男たちが、声をあげていっせいに襲いかかる。

　やり方は、荒々しいにもほどがあった。邪気に触れようが汚染しようが、とにかく相手が死ぬまで叩き潰す方ほう針しんらしい。拘こう束そくの糸から逃れた爪が、里人の一人を跳ね飛ばす。それでも男たちは攻撃を続ける。粗末な武器で、ろくな防具もつけずに飛びかかっていく。

（汚染が怖くないのか、この人たち）

　今まで見てきた対魔獣の戦闘の中で、群ぐんを抜く荒っぽさだった。

　魔獣用に特化した機械弓クロスボウを使うわけでもなければ、汚染のリスクを避けるために交代で戦う戦術もない。理人が知っている戦い方とは、あまりに違いすぎる。

　このままでは、目の前の敵を始末しても、邪気の汚染で全ぜん滅めつするのではないだろうか。

「──つっ！」

　魔獣がひときわ大きく暴れ、ウルスラの体が地面に引きずられた。

「ウルスラ！」

「もう無理だハーディ！」

「あと少しだ！　耐えて叩け！　どんどん行け！」

　もう──黙ってはいられなかった。

「どいて！」

　理人は叫んだ。宝珠を抜いた聖剣を手に、魔獣めがけて突進する。『物まね』のピアスが薄闇に光る。

「斬ざん・波ぱ・殲せん・滅めつ」

　斬り飛ばせ！

　理人の剣の一振りで、三匹の魔獣の体が一気に両断される。

　体を二つに断たれた魔獣が、地面に倒れ沈ちん黙もくする。断面から、どす黒い泡があふれだす。

　どよめきが起きる中、理人は剣を鞘さやにおさめた。

　ハーディが、気おされたように尋ねた。

「……や、やったのか」

「はい。大丈夫だと思います。でもまずは邪気の浄じよう化かから──」

「やったってよ！　おまえら完全勝利だ！」

　ワッと男たちが歓かん声せいをあげた。拳をふりあげ、肩を組みあい、あたりを駆け回る者もいた。

「あの、魔獣の汚染は」

「ったく、てこずらせやがって。このカニもどきが」

「いや素手で触っちゃ！」

　むきだしの手で、まだ消えていない魔獣の遺い骸がいを叩こうとしたので、理人は悲鳴をあげた。

　男たちは、きょとんと目を丸くする。

　理人はだんだん、自分の感覚に自信がなくなってきた。

「魔獣……ですよね。これ。邪気の汚染があるから、うかつに触っちゃ危ないんじゃ……」

「──おいおいリヒトさんよ」

　あきれた声をあげたのは、ハーディだ。彼も同じく魔獣の近くにいたが、ニヤニヤと生ぬるい笑みを浮かべながら近づいてくる。そのまま強引に理人と肩を組んだ。

　オナスとよく似た、きつい薬草の匂いが鼻をついた。

「なあ、あんまりなまっちょろいこと言うなよ。そんなんでノルドの戦士がつとまるのか？」

「え？　え」

　固いとかぬるいとかそういう問題なのだろうか。

　魔獣の邪気は、常人には猛もう毒どく。侵されると危険なので触らない。この世界の常識ではなかったのか。

「魔獣どもを退しりぞけ、里の女や老人たちを守る。それがノルドの男の本ほん懐かいだろうが。多少のめまいやしびれぐらい、一晩寝りゃ直る。こじらせて倒れるのなんざウルスラぐらいだぞ？　なあ」

　話をふられたウルスラが、反論できないように目を伏せる。

「いや、でも、変ですよ。こんな生活してたら、普通に倒れて──」

　逆に信じられない。なぜ彼らは無事なのだ？

「そんなに心配ならな、これ飲んどけ。清めの水だ」

　おかしい。何かが変だった。

　ハーディが、腰に提さげていた革袋を突き出した。中には、何か水が入っているようだ。

　理人がためらっていると、わざわざ手を添えて口へ注そそぎ込まれた。

「……っ、え、えほ。これ」

「はははは！　どうだすっきりしたろ」

　どう考えても酒。聖せい水すいではない。

　むせる喉のどの奥を、火のような熱さが落ちていく。後味はどろりと苦く、吐き出したい欲求にかられた。

「ハーディ。乱暴な真似はやめてください」

「いいだろうが、これぐらい。俺たちがどんな思いでオナスの決定を聞いたと思ってる」

「つまり報ほう復ふくということですか？」

「違うな。俺たちなりの歓迎さウルスラ。なあリヒト。まったくうまいことやったもんだよな」

　ハーディはにやりと野や卑ひな笑みを浮かべた。

「ここにいるウルスラはな、俺たちの間じゃ落ちない氷の女で有名だったんだぞ。やっとこ求婚のチャンスが回ってきたと思えばこのザマだ」

「僕は、べつに……」

「嫌らしい謙けん遜そんはやめろよ？　むしろ詫わびの気持ちがあるならもうちょっとつきあってくれないか」

　──つきあい？

「ああ。ちょっとした遊戯ゲームだ。楽しいぞ。ここにいる俺たちといっちょ手合わせしてくれよ。竜殺しの自じ慢まんの腕前、あんな一瞬だけじゃわからねえしよ。そうすりゃ俺たちもすっきり納得する。な？」

　そうだそうだと、他の男たちも次々に声をあげた。

　こちらが返事をしないのが、了りよう承しようの印しるしと映ったらしい。

「はい決まった！　場所をあけろ！　まずは俺からだ！」

　ハーディは、大げさに両手をあげて声をはりあげた。外野の若者たちは、理人の周りを取り囲む。独特の手拍子に掛け声が加わった。

　ウルスラは、その輪の外へはじき出されてしまった。心配そうにこちらを見ているが、もはや盛り上がった外野を鎮しずめることもできないようだ。

　ハーディが、「ほらよ」と木剣を投げてくる。これを使えといいたいらしい。

　こうなるともう、逃げる道はどこにもなかった。

（つくづく決けつ闘とうに縁があるな）

　──とにかく一本取ればいいのだろう。ごねるよりも動いたほうが早そうだった。

「リヒト。気をつけて。ちゃんと勝ってください」

　ウルスラの声。

　応援してくれそうな人から、真っ当に声せい援えんを受けて戦うというのも、悪くはなかった。理人は、前を向いたままうなずいた。

「じゃあ行くぜ！」

　はじめの合図すらなしに、ハーディが打ち込みにきた。

　理人は、正面から剣を受け止める。こちらが一歩もひかないと、周りで歓声があがった。

「はっはあ！　そうこなくちゃな！」

　奇声とも気合ともつかない声をあげ、ハーディは身をひるがえす。観かん衆しゆうの手前で一回転し、ふたたび躍りかかってきた。かなりの大振りだ。

　冷静に対処すれば、あしらえない相手ではない。

　大上段から振り下ろされる軌き道どうを目で追いながら、理人はがら空きの胴体めがけて冷徹に踏み込む。

（よし）

　このまま胴を打つか、喉元に切っ先をつきつければ終わりになるはずだった。

　だが、理人の手元から、木剣がすべり落ちた。そのまま地面に手をつく。全身に鉛なまりのような睡すい魔まが襲いかかる。

（なんだ……？）

　体に力が入らない。前を見ていられない。

「おおっと危ねえ！」

　ハーディが大げさに飛び退すさった。それでもこちらは、手をついたまま動けない。

「続けて行くぜ！　竜殺し！」

　歓声とともに、相手の木剣が肩にたたきつけられた。

（──っ！）

　衝撃で息がつまる。

「おおっといけねえ、なんと勝っちまった！　次！　次いくやつは！」

「オレだ！」

　ハーディが輪の後ろに引き、入れ替わりに別の男が躍り出る。掛け声や指笛はますます激しくなる。

　かわりの木剣を受け取り、おどけたステップを踏みこみながら斬りかかってくる。理人は必死に転がって避けた。

「おっかしいなあ。当たんねえぞー」

「しっかりやれしっかり！」

　さらに追つい撃げきが来る。三撃目は地面に寝たまま、剣の腹で受けた。

　むりやり剣をねじこみながらも、男たちは笑い続けいる。

「どうした、口ほどにもねえ。試練の竜を倒したんじゃねえのか？」

　ハーディの野や次じが飛ぶ。そこには明確な悪意があった。

　こちらは上半身で剣を支えるのに精一杯で、口を開くこともできない。

「……まえ、ら、酒……なにか……」

「聞こえねえなあ！　なんだって？」

　──酒に何か入れただろう。たったそれだけのことを訴えることができない。

「ほらほら、もう終わりか!?」

　剣での滅めつ多た打ちがはじまった。激しくなる一方のリズム。男たちの狂きよう気きの歓声。入れ代わり立ち代わり、いくつかは蹴りや拳も入っていただろう。だが強烈な睡魔は解とけず、全身の自由を奪う。抵抗の意識さえも流していってしまう。

「だれかオナス呼んでこい。これを見りゃ考えを変えるだろうさ。これのどこが竜殺しだ！」

　動かない。動けない。何が起きているかも、わからなくなって──。




「もうやめなさい！」




　ウルスラが、意識をなくしかけた理人の前に立ちふさがった。

「どけ、ウルスラ。野や暮ぼな真似すんな。まだ手合わせの最中だぞ」

「こんなものはもう手合わせでもなんでもないです。よってたかってひどすぎます」

「じゃあ認めるのか。オナスに夫の交代を申し出るか？」

「愚おろかなことを。できません」

「じゃあ俺たちもやめねえなあ」

「ハーディ。わたしの言うことが聞けないのですか？」

　その瞬間だった。音をたててウルスラの頰ほおが叩かれた。

　ウルスラは、呆然と殴ったハーディを見返した。

「ウルスラよ──おまえ、なにか勘かん違ちがいしてないか？　なんで俺がおまえごときの言うことを聞かなきゃならないんだ」

　そこには怒りと、暗い蔑さげすみしか存在しなかった。その目でウルスラのことを見下ろした。

「話が違うって言ってるんだよ。次代の長おさは試練の竜を倒した者、ひいてはウルスラを娶った者となる。そういう話じゃなかったのか？」

「……ですからそれは、父の判断でリヒトに」

「は。一丁前に口答えかよ。誰が父だ。お父様だ。おまえみたいな拾い子風ふ情ぜいにこびへつらってきたのはなんのためだと思ってる。条件もなしに人並みの扱いを受けられるとでも思ってたのか？　ええ!?」

　激げつ昂こうは、ウルスラから続きの言葉を奪った。反論する魂すら凍らせた。

「俺がおまえならな、いたたまれなくて自分から申し出てるぞ。自分の価値がそれだけなことぐらいわかってるだろ。それをぐずぐずぐずぐず寝言をほざきやがって。だからおまえは駄だ目めなんだよ」

「……ごめんなさい……」

「ったく、手間かけさせやがって。里に戻るぞウルスラ。オナスに言って結婚は無効にしてもらう」

「……はい」

　力なく、ウルスラがうなずいた。そのまま消えてしまいそうに見えた。

　おまえごとき。拾い子。人並み。彼女の当たり前にある心を、心無い言葉たちがずたずたに引き裂いたのだ。

　ハーディがウルスラの腕をつかんだまま、強引に歩き出す。ウルスラも、よろけながらもそれに従う。

　これは──だめだ。このまま行かせてはだめだ。

　理人はろくに動かない体で強く願った。ほんの一瞬だけでいい。いま目の前にいる彼女を引き止める力が欲しい。




「待て！」




　理人はバネがはじけるように立ち上がった。振り返ったハーディを一気に斬り捨てる。

　信じられないという表情のままハーディが倒れこんだ。

　次には隣の男を斬り伏せ、息つく間もなく残りの二人を叩き伏せる。

　圧倒的な速度の連続技だった。

「リヒト……」

　理人は利きき手とは別の、左手の平を流血で赤く染め、流れ落ちる汗をぬぐう。

　ウルスラを傷つけた男たちに向かって、低く言い放つ。

「──人の嫁よめに、乱暴するなって言ってるんだ」





　　　　　＊＊＊






　物言わぬ死体となって、船員のエーデ・マウリカは『女神の采配』号に帰ってきた。どう見ても、野生の獣の仕業ではありえない死に方で。

　目まの当たりにしたイシュアンたちの衝撃は大きかった。

　現地語が話せない人間は、やはり船長たちの会議に直接加われない。ただもどかしい思いで食堂での話し合いを見守るしかなかった。

「……野や盗とう……なわけないよな……」

　トトが、悲しそうにうなずいた。

「金目のものは何も盗られてなかったみたいです」

「第一どこに野盗がいるんだ。こんな砂漠の真ん中で！」

　ゲイリーが興こう奮ふんに鼻をふくらませる。

「んじゃあなんだよ、おっさん。船ここにいる連中がやったとでも言うのか？」

「他に誰もいないならそうだろうよ」

「あのな騎士様。えらく他ひ人と事ごとみたいに言うけどな、その場合あんただって疑われるんだぞ」

「なんだと!?」

「当たり前だろ。じゃなかったらあれだ──」

　イエンマルドの船員たちが言うように、ヴェズナーヤの亡霊の呪い。

（……どっちもふざけんなだな）

　できれば御ご免めんこうむりたい。

　だがその時、話し合っていた船長が、椅子から立ち上がった。船員同士の話が終わったらしい。

　トトが、通つう訳やくとして彼の言葉を訳しはじめる。

「えっと……『外がい敵てきから身を守るため、単独行動は慎つつしむことにしましょう。捜索に向かう時は、必ず誰かに声をかけるようにしてください』……だそうです」

　まあその通りだろう。無ぶ難なんというか、今のところはそれしか対処法がないと思えた。

　亡霊の呪いだとも仲間内の犯行だとも言い切らず、警戒するにはこの道しかない。

　解散の合図が出ると、トトがイシュアンの袖そでをつかんできた。

「あの、イシュアン様」

「なんだ？」

「申し訳ないですけど、今夜は一緒に休んでもいいですか？　わ、わたし夢に見そうで、とても眠れそうになくて……」

「ああ、別にかまわないぞ。こっちの部屋に来いよ」

「ありがとうございますっ」

「お。いいなあトト。役やく得とくじゃないか。俺も一緒していいか？」

　横から身を乗り出してきたのがハセムだ。イシュアンは真顔で「ふざけんなタコ。寝言は寝て言え」と言った。

「そんなこと言わないでさ。緊急時だし助け合いましょうよ盗賊サマ」

「やなこった。護衛があんたの仕事だろうが。一人が寂しいならそこのおっさんの護衛でもしろ」

「私は一人にさせてもらうぞ。この中に悪行を企む輩やからがいるかと思うとぞっとする」

　ぼそりとゲイリーが言い捨てて、食堂を出ていった。

「ふられてしまいましたワ。とほほ」

　心のない棒読みでハセムが呟く。どちらにしたって、部屋に入れてやるつもりはなかった。

　そうして夜になると、約束通り寝ね間ま着き姿のトトが、枕を持ってイシュアンの個室にやってきた。

「すみません。お邪魔いたします」

「狭いけどがまんしろよ」

「いえいえ、置いていただけるだけでありがたいです」

　部屋の中はほぼベッドしかない。装備を脱いだ下着姿でイシュアンはあぐらをかき、トトは靴を脱いでベッドの上にあがりこんだ。

「これも記録に書いとくか？」

「そうですね。トト・ハルネラ、伝説の五英雄とともに砂漠の真ん中で、往おう生じようす──」

　つぶやく声は、だんだんと小さくなっていった。

「なんでこんなことになってしまったんでしょうか」

「……わかんないさ。そういうこともあるってしか言いようがない」

「わたし……実は魔術学院、辞やめようと思ってたところなんです」

　意外な思いで目を見開いた。

　トトは思いつめたように枕まくらを抱きしめている。

「だっておまえ、あんなに一生懸命……」

「うちはイエンマルドでも典てん型けい的てきな田舎いなか部族の家系です。役人の父に妻が三人。兄弟は義理も含めて十五人。女は嫁とつぎに出るまで静かにしているのが普通です。たまたま兄に交じって学問をおさめさせていただきましたけど、それだけでも破は格かくの扱いだったんです。調子にのって国こく費ひの留学までさせてもらいましたけど……ウィルタミアじゃ劣れつ等とう生せいでした。学院の教きよう授じゆにも、座ざ学がくはともかく魔術の才能はぜんぜんないって言われてるんです。この休きゆう暇かの間に進退を考えなさいって。それって、辞めなさいってことですよね」

　笑いながらも、語尾が湿っていた。

「大おお見み得えきって出ていったのに、なんて父様や兄様たちに言い訳すればいいんだろうって。後押ししてくれた先生や神官様にも申し訳なくて、帰りたくなくてたまらなかったんです。もうこんな船止まってしまえばいいって……そしたら、本当に止まってしまいました……」

「トト」

「ごめんなさい。ごめんなさいイシュアン様……わたしのせいなんです……」

　肩を震わせ泣きじゃくるトトは、ずっと罪の意識にさいなまれてきたのだろう。こちらが肩を引き寄せると、ますます大きな声で泣きだした。

「トト……だいじょうぶだ。おまえが謝る必要なんてないって」

「でもっ」

「私だっておまえだってみんなみんな、やましいことの一個や二個、心の中に持ってるんだ。それがこういうでかいことが起きると、とりたててデッカイ罪みたいに思えてくる」

　そしてトトのような善ぜん良りような人間が、無む闇やみに心を痛めるのだと思うのだ。

「イシュアン様も？」

「うん。あるよ」

　天下の英雄扱いされるけれど覚えていなくて、気がついたら周りがみんな成長していて、大事な相あい棒ぼう──相あい川かわ理人を見失ってしまった。やましくて後ろ暗いことだらけだ。

「でもな、トト。きっと本当にでかい罪の持ち主ってのはな、こんな時でも高いびきかいてるんだぞ。耳すましてみろよ」

「え」

「ほら、聞こえないか？」

　部屋の中が、そのまま静まりかえる。しんと静せい寂じやくの音が聞こえてきそうな中に──ぐごごごご、と野太い音がかすかに混じる。

　トトの目がまん丸になった。

「はは、ほら見ろトト！」

「い、い、いま」

「ぜったいいびきだよな。本気でいびきかいてるやついたよな。信じられない。どこのどいつだ。見に行くか」

「イシュアン様、今はまずいですよ！」

　どたばたと大騒ぎをし、けっきょく様子見をしましょうというトトの意見が勝った。そのままどちらからともなく、狭いベッドへと倒れこんだ。

　トトが、頰ほおの涙をぬぐっていた。

「ああもう、笑っちゃうじゃないですか。こんななのに」

「いいんだよそれで。こんなんでも。不ふ謹きん慎しん上等だ」

「イシュアン様ったら……子供みたいですよ」

　イシュアンは舌を出し、そのまま枕元のランプを消した。暗闇が部屋を染める。

　丸窓からさしこむ月明かりだけが、かすかに部屋にあるものの輪りん郭かくを浮かび上がらせていた。

「──ねえ、イシュアン様」

　ふいにトトが小声で言った。

「なんだ？」

「この夜が明けたら、少しだけ別のところを探しにいきませんか？」

「別？」

「はい。船長さんの見立てとは、ぜんぜん違う方向になっちゃうんですけど、ここから東に行ったところに気になる遺い跡せきがあるんです」

　イシュアンは、起きて明かりをつけ直そうと思った。だがトトは、「そのままで」と手を添えた。ひそやかな吐息が近くにあった。

「魔術学院の書庫で、この地の古ふる地ち図ずを見たことがあるんです。まだヴェズナーヤが滅ほろぶ前のものです」

「そんな大昔のがあるのか？」

「はい。留学してみてびっくりしました。たぶん、後から買い集めたんだと思います。今より交流も少なかった時代のはずですから。イエンマルドうちじゃ最後の大王を倒した後、ヴェズナーヤにまつわる人や財産を積極的に排はい斥せきしてきましたから、そういう意味でも資料は国外の方が豊富なんですね。こっちにはないものも、ウィルタミアの書庫には残っているんですから、さすがは大国の貫かん録ろくでしょうか」

　いつからあるかわからぬその古地図を、トトは端から読み漁あさったらしい。

「現代の地図にない町や村の記述もたくさんありました。その地図によれば──いまわたしたちがいる場所の地下には、神殿があるそうです」

「神殿……？」

「はい。ほとんどが空くう洞どうなんです。地ち底てい湖こと鍾しよう乳にゆう洞どうを利用したかなり大規模なもので、もしあの嵐で砂の中に引き込まれたとしたら……そのまま神殿まで落ちきる可能性は大きいんじゃないかと思うんです」

　イシュアンは、息をのんで起き上がる。

　それは、今まで誰も口にしなかったことだ。

「もしかしたら地下にいるんじゃないかって。それなら、いくら外を探しても見つからないですよね……ひゃ」

　イシュアンは、黙って彼女の頭に手を置いた。何度でもくしゃくしゃになでてやりたかった。

「トト！　おまえはきっとすごい学者になるっ」

「わ、わたしは」

「保証する。魔術の才能とか関係ない。ぜったいぜったいだ！」

　膨ぼう大だいな知識を積み重ね、それを整理し、困難を前にすればそれらを手がかりにして暗闇の中に光を灯ともすのだ。それができる人間なのだ。呪じゆ文もんで火が灯せないことぐらい関係ない。

「船長さんに、睨にらまれてしまうかもしれませんけど」

「だからなんだよ。問題ない関係ない。ありがとなトト。起きたらすぐに行ってみよう」

　はじめて希望が見えてきた気がした。閉ざされた扉にできた、わずかでも確かな突とつ破ぱ口こうだ。

　無理やりベッドの上で目を閉じるけれど、興奮ですぐには眠れそうにない。早く早くと、夜が明けるのを待ち続けた。







　そうして夜も更ふけ、動かない砂漠の船を、一人の魔法使いが歩いていく。

　魔法使いは魔法を使って獲え物ものに接せつ触しよくし、閉じこもる獲物を部屋の外へと誘い出した。赤子の手をひねるよりも簡単な作業だった。

　じゅうぶんに油断をさせたところで、『彼』は仕事に移った。

「なっ」

　星明かりに浮かび上がる甲板で、獲物の体が大きくかしいた。そのまま手すりを乗り越え、下の砂漠へと落ちていく。

　死に際の獲物は、『なぜ』と不思議そうな顔をしていた。

『彼』は犯行に使った剣を投げ捨て、小さく信仰する神の名をつぶやいた。







　イシュアン・トロールは夢うつつの中で、奇妙な獣の鳴き声を聞いた気がした。

　まるでニワトリと馬のいななきを混ぜたかのような。

（今の）

　イシュアンは、勢いよく起き上がった。

　隣ですやすやと眠りこけているトトの頰を叩く。

「おい、トト起きろ。起きろって」

「……へ、え、なんれすかあ……？」

「聞いたろ今の。砂蜥蜴の朝鳴きだよ」

　間違いない。

　窓の外は、すでに日の出の気配で色が変わりはじめている。時間帯としてもど真ん中だ。

　トトが目を丸くして飛び上がる。

「見に行くぞっ」

「了解です──ってイシュアン様まって！　まずは服を着ましょう！」

「うおっとまずい」

　下着姿のイシュアンは、あわてて身み支じ度たくをして部屋を飛び出した。

　甲板には、すでに人が集まっていた。一歩出遅れた自分に歯は嚙がみしつつ、人垣の向こうに見える砂蜥蜴の頭に胸を打たれた。

（えらい、よく戻ってきた！）

　たった一匹だけであったが、確かに船につないでいた時の轡くつわをつけていた。

「ああハセム・デラ。あんたも起きてたのか」

　イシュアンは機き嫌げんよく声をかけてやったが、なぜかハセムの顔色は優れなかった。

「──なんだよ。なんかあったのか？」

　彼は黙って、手すりの向こうを指差した。

（下？）

　いいから見てみろとばかりに、ハセム。

　半ば困惑しながら下を覗き込み、イシュアンはあやうく声を出しそうになった。

「ねえねえイシュアン様？　どうかされたんですか？」

「…………トト、見ない方がいい」

「え、な、なんでですか」

「いいから。ゲイリー・ブランが死んでる」

　トトが「ひっ」と固まった。

　本当なのだ。白っぽい砂の上に仰向けになり、腹から血を流して絶命していた。

　驚きよう愕がくに目を見開いたまま、彼自身は今もなお、自分が死んだことなど信じていないのではないだろうか。そんな死に顔をさらしている。

　ハセムが言った。

「ちょうどいま見つかったところですヨ」

「いや、待てよ。なんであのおっさんが……」

　気き位ぐらいの高いウィルタミアの正騎士で、敵が多いと同時に警戒心も強かったはずだ。決して周りと馴なれ合わず、誰のことも信用しなかった。それが夜中に部屋のドアを開けて甲板にまで出た？　剣すら抜かず、抵抗もせずに殺される？　ありえない。




『呪いだ──』




　誰ともなくつぶやく声があった。船乗りたちが話す『呪い』という現地語。イシュアンもすっかり覚えてしまった。

『呪いだ！　ヴェズナーヤの呪いだ！　もういやだ』

『なんとかしてくれ』

『船長！』

　彼らは口々に叫びながら、最後はたった一人の責任者にせまるのだ。

　同じようにゲイリー・ブランの死体を見ていた船長は、苦悩に顔をゆがめたまま、大声で何がしかを叫んだ。

　どっと場がわきたった。

「おい、トト。なんて言ってる？」

「エンリルを……砂蜥蜴を船につなげ。すぐにこの場を立ち去るって」

　なんだって？
















　砂さ礫れき船せん『女め神がみの采さい配はい』号が出した結論は、『ここから早急に離り脱だつする』だった。

　船長の号令のもと、船員たちがすばやく動きはじめる。もはやこちらの言葉など聞く気配もない。

　だが、ちょっと待ってほしい。

（だって）

（これから探しに行こうと思って）

（リヒトを）

　イシュアンは、たまらず叫んでいた。

「待てって船長！」

　そう言って、彼の前に立ちふさがる。

　いかめしい髭ひげ面づらが、こちらを向いた。

「待てよ。移動するって、リヒトはどうするんだ。ログワイヤ卿きようもだ」

　トトが遅れて、イシュアンの言葉を船長に伝えた。船長は低く返した。

　しかしなかなか、トトは船長の言葉を訳さない。

「トト？」

「……生き残った人間を守ることの方が大事だ、だそうです。あなたも含めて」

「な──ふざけるな。見捨てるって言うのかよ！」

　船長は悲しげな顔で、イシュアンを見ている。気持ちは分かるがと言わんばかりだ。

「だってまだ、死んだって決まってるわけじゃないんだぞ。どっかで助けを待ってるかもしれないじゃないか。そんな、簡単にあきらめるっていうのか？」

　ひきつりながら詰め寄るイシュアンに、周囲の人間の視線が集まってくる。最悪だった。みな、イシュアンをもてあまし非ひ難なんしているように見えた。おまえさえ納得すれば助かるのにと。

（そんな）

　トトに意見を求めることは難しかった。第一彼女も、すっかり怯おびえて顔色を失ってしまっているのだ。

　賛さん成せい者しやは皆かい無む。孤こ立りつ無む援えん──だった。

「でも、オレ……じゃない、私は」

　どうしてもここに残って。

「納得できないなら船を降りてくれて結構、とも言ってますよ。船長は」

　ハセムが、新たに割って入った。

「厳きびしいかもしれないが、俺も船長の言い分に賛成だネ。これ以上ここにいても無む駄だな犠ぎ牲せい者しやが出るだけだ。砂漠で身を守る奴を責める人間はいない。冷静に考えてくれ盗賊サマ──いや、目め敏ざとき者、《盗とう賊ぞく》イシュアン・トロール。救国の英雄のあんたなら」

「そんなのは知らない！」

　イシュアンは叫んだ。

「だったら、私をここに置いていけ。私ひとりでもあいつを探す」

「イシュアン」

　ハセムが眉まゆをひそめる。

「なんでだ？　何があんたをそこまでせきたてる？　もうじゅうぶん手はつくしたはずだ。このままじゃあんたも呪のろわれて死ぬんだぞ。引き際が見極められない人間は、英雄どころか冒険者としても三流だろう」

　彼の問いかけは、ある意味でもっともだった。同じ立場の人間を見かければ、さっさと撤てつ退たいしろと言っていただろう。自分でもそう思う。

　だけど。

「……ハセム・デラ。あんたにとって六年ってどれぐらいだ？」

「あ？」

「あっというまに過ぎ去るか？　寝て起きるのと一緒か？」

「なんだ、いきなり……」

「自分のせいで他人が死んだ苦痛──恐怖──重荷みたいなものを、六年背負い続けていられるか？　あいつが『落ちていく人間』を見捨てられなかったのは、つまるところ私のせいだ」

　アーマット岳だけの《蟲むしの孔あな》の底から、十一歳のイシュアンは助けを求めてしまった。助けてくれと、できもしないことを要求してしまった。結果としてどれだけ彼が自分を責め続けてきたか、目覚めたイシュアンは肌で感じて知っているのだ。

　見上げるほど大きくなってしまった少年は、ずいぶんと噓うそがうまくなり、穏やかにさびしく笑うようになってしまった。

「ちなみに最悪なことにな、オレ……じゃない、私にとっては六年なんて一瞬だった」

「……イシュアン、トロール……」

「だからな、次にあいつを助けるのは、誰でもない私だって決めてる。他の誰があいつのことをあきらめても、私だけはあきらめちゃいけなんだ。絶対に」

　そうでしか償つぐなえないだろう。

「手がかりはある。私はそれを確かめに行く。あんたたちの手は借りない──」

　こみあげてくる涙を必死にこらえ、イシュアンは言い切った。

「──はあ、まあそういうことね。んなら、俺もそこにつきあいますわ」

「え」

「いいだろ？　手は一つでも多いほうがいい」

　だがその頭に、大きな手が乗った。イシュアンは、驚いて顔をあげる。

「そりゃ、まあ、そうだけど──いいのか？」

　たぶん、船員は、イシュアンたちを置いていってしまうだろう。

「だってアナタ、砂さ漠ばくを渡る間にウィルタミアの人間が人っ子一人もいなくなったとなりゃ、いくら緊きん急きゆう避ひ難なんでもお叱しかりを受けるのはこっちでしょうよ。一人ぐらいはイエンマルドの人間がいないと格好がつかない。なんたって俺は雇やとわれ剣けん士し風ふ情ぜいですから、損な役どころは引き受けさせていただきますヨ。護ご衛えいさせてくださいね」

　ハセムが現地語で船長に説明をはじめる。驚いた船長がハセムを説得しようとするが、ハセムは巧こう妙みように言いくるめてしまったようだった。とうとう船長も、両手をあげて許可を出す。

「はいほら、決まり」

　ハセムは、軽けい薄はくきわまりない顔つきでにやりと笑った。

　本当にこの男、砂漠の砂のようにつかみどころがない。

　船長がふたたび、船員たちに指示を飛ばす。

「砂すな蜥と蜴かげをつかまえろってさ。できます？」

「わかった任せろ！」

　イシュアンは駆け出した。

　ともかくやるべきことは決まったのだ。イシュアンは周りに交じって、砂蜥蜴の綱つなを引きながら、朝焼けの砂漠を見回す。

　もう少しだと、ここにいない相あい棒ぼうのことを思った。





　　　　　＊＊＊






「──これ以上彼女を傷つける気なら、容よう赦しやはしない。同じところを斬り飛ばすから覚悟しろ」

　理り人ひとは、ハーディたちを睨にらみつけて言い放った。

　まだ左手の傷は、血が止まらない。これが塞ふさがりきる前にかたをつけなければならなかった。

「──さあ、どうするか決めろ！」

　肩をおさえてうめいていた彼らは、一様に顔色を変えた。理人が本気で聖せい剣けんをかまえれば、「くそ」と捨すて台詞ぜりふを吐いて次々に立ち去った。

　理人は、安あん堵どの息をついて剣によりかかる。

「リヒト！」

「うわあ！」

　その横合いから飛びつかれ、勢いあまって地面へ倒れた。

「ちょっと、大丈夫ウルスラ」

「大丈夫は、こちらのセリフです……っ！」

　ウルスラは、ひざまずいたまま理人の左手を探し当て、生命線に沿って血に染まる傷口を見て唇くちびるを嚙かみ締しめた。

　理人はせめて安心させてあげようと、笑ってみせた。

「……ぜんぜん、目が覚めなくてさ……言うこときかなかったから。切れば少しは意識が保つかなって。聖剣で軽く」

「馬鹿です、あなたは。どうしてそんな無茶ばかり」

「前にも言ったけど、見た目ほどまずくはないんだよ。体質でさ、これぐらいの傷ならすぐ治る──」

「そういう問題じゃないです。わたしなんかのために傷ついてはいけません。わざとなんてもっと馬鹿です」

　そう言って、自分がやられたように顔をしかめるウルスラの、心の傷の根深さの方が心配で、理人はため息が出るのだ。

　情がないなど大噓だ。里さと人びとに手ひどい扱いを受けて、彼女はじゅうぶん傷ついているし悲しんでいる。

「でも、黙だまってられなかったよ。君が壊こわされるみたいに見えた」

「…………拾い子だというのは、本当のことですから」

　かすかな、ささやくような返事がきた。

「リヒト。わたしは、あなたと一緒です。ノルドの人間ではないのです。里人がアルゴスの魔ま獣じゆうの害から逃れるため、この地下に逃れて出口を封ふう鎖さした後、砂と一緒に落ちてきたそうです。まだ赤ん坊だった頃に」

　ウルスラは、おどろきに息をつめる理人を見上げた。紫色の瞳ひとみに宿るのは、悲しみと──あきらめや絶望だろうか。

「……十歳のときに、それを知ったんです。頑がん固こで我が強くて、ただ無む邪じや気きに地上への出口を探していたわたしは、そのときに死んだのだと思います。なぜ父がわたしにだけ厳しかったのか、やっと合点がいきました」

「だから──何もいえない？　この先もずっと？」

「里人の誰とも違う髪や目も、同じ血が流れていないことも変えられないなら、せめて心ぐらい、父が望むようにならないと……捨てられてしまう……」

　彼女が変わってしまった理由がそれだというのなら、こんなにさびしいことはなかった。

　理人は、傷の回復が続く手を握り締めた。

「……ウルスラ。予想するけど、君のがんばりに意味はないよ」

　彼女の肩が震えるのがわかった。

　でも、本当にそう思うのだ。

「すぐにもたなくなる。実際もうなりかけてる。いくら従順ないい子でいても、この先にあるのは破は滅めつだよ。理解のない人たちに、心も体もめちゃくちゃにされる」

「────っ」

　ウルスラが、とっさに理人の頰ほおをたたこうと手をあげる。けれど彼女が見るのは、自分の痛みをこらえるような、悲しげな理人の顔なのだ。少し前のウルスラと同じような。

「……どうして、そんなに、ひどいことを言うんですか」

「僕らには、勇気が足りない。僕は気持ちを確かめる勇気。君は、君を傷つける人たちから自由になる勇気だ」

　彼女をこの地から解放するには、それしかないと思った。

　この地下は、世間のあらゆる情報からも隔かく絶ぜつされている。魔獣の始末の仕方も、汚染の知識も不十分だ。

　邪じや気きに満ちた劣れつ悪あくな環境も、住人の悪意も、彼女の生命を削り取る役にしかなっていない。

「いやです、わたし」

「否定しないで。まず考えてみて。未来を自分の手で変えるんだ」

「無理です。そんなのできません」

「本当に心に蓋ふたができるなら、完かん璧ぺきにそれができる人なら、こんなこと言わないよ。君はどうして泣いてるの」

　そう。ずっと涙がこぼれ続けているのだ。とめどなく白い頰を濡ぬらし続けているのだ。

「わたしは」

「できるなら今ここで泣き止んでよ。そうしたら僕はもう何も言わない」

「あなたが、ひどいことばかり、言ってくるから！」

「そうだよ。君がちゃんと心のある人間だからだよ。決まってるじゃないか」

　ウルスラは、必死に涙をぬぐって、なんとか平静を装よそおおうとしているけれど、涙は後から後からこぼれ落ちた。くしゃくしゃの泣き顔は、彼女が目指す無機物の彫ちよう像ぞうからは程遠かった。

「……っ、意地悪です。あなたはとっても意地悪です。リヒト」

「ウルスラ」

「いりません、そんなきれいごとのおためごかし。未来ってなんですか。わたしはここで暮らしていかなければいけないんです。誰の意向にも逆らってはいけなくて、正しく里のためになる人間でいなければいけないんです。そうでないとわたしは」

「ウルスラ。聞いて」

　理人は、彼女の肩をつかんだ。

　こちらをよく見ろとばかりに揺さぶった。

「僕が言いたいのはこういうことだよ。ウルスラ・アルカン。僕と一緒に、地上へ行こう」

　彼女が今度こそ、愕がく然ぜんと目を見開くのが見えた。

「できるんだ。信じてみて。僕と一緒にこの地下を出るんだ。そうすれば君は誰のものでもない君になれる。自由になれるんだ」

「っ──でも」

「僕は見たいよ。君が泣くんじゃなく笑うところ。パナケイアの二つの太陽の下にいるとこ。思い出してよ。十歳までの君は、どんな気持ちで地上の出口を探してた？　なににあこがれてた？」

　ひたすら拒絶を続けていたウルスラだが、とうとうそのまま、子供のように泣き声をあげた。こちらの膝ひざにすがりついて、痛んだ喉のどを、引き絞るように。

「そら」

「うん」

「たいよう」

「うん、あるよ」

「いきたい」

　──生きたいと言われているような気がした。
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　賭かけるか、留とどまるか。あの時、道は二つに分かれていたのだと思う。

　オナス・アルカンはかつて、血を分けた弟に言われたことがある。兄者は兄者が信じた道を生きればいいと。

　一人の狂える大だい王おうの出現により、ヴェズナーヤが滅ほろびて数百年。ノルドの一族は、変わることのない山里の暮らしを、平和につつましく送ってきた。北でウィルタミアと睨み合おうと、南でまつろわぬ民の抗争が起きようと、ノルドの暮らしは岩のように不動。この先もずっとそうだと思っていた。それが無む残ざんに崩れ去ったのが、アルゴスの降こう臨りんだ。

　魔獣の出現により、オナスたちの暮らしは一変した。里を追われた仲間のうち、オナスについて地下に降りてきた者は半数だった。残りは弟とともに地上に残った。だが、いったいどちらが犠ぎ牲せいが少なくすんだのか、今となっては確かめようがない。

　ただオナスは、弟とともに二つに分かち合った責任の片方を背負い、いまだ投げ出さずに暮らしているだけだ。今も地上にいる弟が、同じようにしているだろうことを信じて。

（……患かん者じやは……増えたな）

　オナスはそのとき、デーラ・ノルドの治ち療りよう院いんで、里人の治療を続けていた。

　ここは族長の館であり、過去はヴェズナーヤの神しん官かんたちが、祈き禱とうの場として使っていた建物だ。今は動けなくなった里人たちの治療院としての役目がある。

　入院治療を行うための大部屋には、パナティーアの古い祭さい壇だんが置かれ、床には寝台が並んでいる。寝台で休む里人たちのため、オナスは調合した薬を塗と布ふしている。

　しかし、ここで『昼』の間も休まざるをえない里人の数は、年々確実に増えている気がする──。




　──オナス。オナス、大変よ。




　乳にゆう鉢ばちを片手に、オナスは顔を上げた。目の前を、半透明の亡ぼう霊れいたちが取り囲んで騒ぎ立てる。

「何か用か」




　──だから大変なのよ。




「今は『昼』だぞ。『夜』でもないのに勝手に顔を出すな」




　──そんなことを言っている場合じゃないわ。

　──ウルスラが大変なのよ。

　──誘ゆう惑わくされているわ。

　──あれは恐ろしい魔ま剣けんの持ち主よ。わたしたちを消してしまうに違いないわ。

　──ウルスラに禁きん忌きをそそのかしているわ。




（まったく）

　女というものは、死んでからもかしましいらしい。

　こういう時に、亡霊のまま告げ口をしにやってくるのは、噂うわさ好きで世話好きの女じよ官かんや巫み女こたちだ。もう何百年も前に、狂きよう王おう狩りの兵士の槍やりに貫かれて死んだと聞いているのに、彼女たちの情の深さは枯れることがないらしい。

　里人全員で見えないふりをしているのに、ウルスラに肩入れし世話を焼くのだから厄やつ介かいだった。

　オナスは、乳鉢を机に置いた。

「地上へ出ることは、許されない。魔神の支配が解けないうちは地下に居ると決まっている」




　──そうよ。破れば大変なことになるわ。

　──表に出たらウルスラが死んでしまうわ。

　──外は本当に怖いところよ。この間もひどいことをする人たちをこらしめてあげたんだから。ねえ？




「あまり無む体たいな真ま似ねをしてくれるな。ここが見つかったらことだ」




　──だってひどいのよ？　勝手にゴミを投げ捨てるなんて。

　──あなたはそんなことしないわね。立派な族長ね。




「立派、ね……」

　オナスは自じ嘲ちようした。

　そんなことは、誰にもわからない。ただオナスには、オナスの責せき務むがあるというだけだ。守るべきものを守り、続けるべきことを続けるという誓ちかいのようなものだ。本当にそれだけのために、途方もない時間を過ごしてきたのだから。




　──どうするの、オナス。わたしたちが止めた方がいい？




「禁忌は……禁忌だ。里の秩ちつ序じよを乱すわけにはいかない。たとえウルスラであっても例外はない」

「族長！」

　そのとき、部屋に里人の青年が飛び込んできた。

　彼はウルスラの争そう奪だつ戦せんにも志し願がんしていた、野心ある若者のはずだった。昨さつ今こんでは珍しく、オナスなみの意思の強さも持っている。しかし今は負傷しているらしく、動かない右腕を左手でおさえていた。

「魔獣にやられたのか、ハーディ」

「違う。あのよそ者のクソ野郎がやったんだ。あいつ、ここからウルスラを連れ去る気だぞ！　俺たちに内緒のまま！」

　血走った目で吐き捨てる。

　亡霊たちが、さらに騒ぎはじめた。




　──まあどうしましょう。大変よオナス。

　──勇気を出す時だわ。

　──協力ならするわ。わたしたちならそれができる。

　──ヴェズナーヤの血を引く迷い子。さあ、あのときのように決断するのよ。




　本当にかしましく、そして情にあつい女たち。

「ハーディ。来なさい。治療をしよう」

「ああ頼む。くそっ、あのよそ者、好き放題ぶったたきやがって。もう使い物にならねえよこれ」

　ハーディが、毒どくづきながら近寄ってくる。彼は、自分の意思では動かない自分の右腕を、左手で乱暴にむしり取った。

　その間、オナスは寝台に横たわる里人から、ハーディによく似た背格好の者を探し出す。適合しそうな体を見つけると、力を入れてその腕をもぎ取り、ハーディに手渡した。

「今はこれを使いなさい」

「ああ。どうするんだ族長。相手はべらぼうに強いぞ」

「無論、止めに行くつもりだ。寝ている者たちも起こそう。壊れるやもしれんが──さあ、再び宿り目覚めよ、汝なんじらは我が同どう胞ほうなり！」

　オナスが唱えて両手を振り上げると、シーツの上で、死人のように横たわっていた里人たちが、いっせいに起き上がった。

　彼らは寝台の上、どこか眠たげな瞳をオナスに向ける。

　歳月の中で劣化し、脆もろくなった自我が崩ほう壊かいするのを防ぐため、『昼』の間も休ませていた里人たち。そこに再び亡霊の魂たましいが宿ったのだ。

「──私たちは、何を……」

「ウルスラを取り戻すのだ。それこそが我々の使命だ」

「ああ、そうか……そうだった。ウルスラを助ける。そうなんだ」

　みな我が意を得たようにうなずいている。摩ま耗もうが進み過ぎて、逆に説明不足も受け入れやすくなっているのが皮肉だった。

「大変だ。早くいかないと」

「場所がわかるのは誰だ？　ハーディか？」

「ああ、俺だ！　案内するからついてこい！」

　ハーディの先導で、里人たちがぞろぞろと部屋を出ていく。オナスはそれを見届けてから、祭壇にたてかけてあった錫しやく杖じようを持って、後に続いた。

　里人たちは気き勢せいをあげ、次々に仲間を呼び集めている。それをする彼らの頭上に、さすべき二つの太陽はない。もうどんな形であったのか、色、あるいはぬくもり、どれ一つとして思い出せない。遠い記憶の彼方かなたにある。それでも。

「……我々はこの地下にて生きるのだ。それを選んだのだ。後戻りは許されず、出ればすべてが崩壊する。許すわけにはいかぬのだ──養い子よ」
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　砂礫船『女神の采配』号に砂蜥蜴のエンリルがつながれ、移動の準備が整った。

　あとはもう、現場に残るイシュアンとハセムが下げ船せんすればいいだけの話だ。

「これで全部か？」

「たぶんな。よっと」

　甲かん板ぱんの上で、下船のための装備を背負いなおしていると、トトが近づいてきた。

「よう、トト」

「イシュアン様……」

　今にも泣きそうな情けない顔に、イシュアンは笑った。広い額ひたいをつついてやる。

　乗員の中で彼女だけが、どちらに残るか最後まで迷っていたのだ。

「そんな顔するなよ。トトはみんなと一緒に帰った方がいい」

「ごめんなさい。わたし、わたし……」

「ちゃんと立派な学者になれよ。そんでまた、一緒にトカゲの観察とかしよう。な？」

　トトは、大きくうなずいた。目じりを手の甲でぬぐってから、イシュアンに一冊の本を手渡してきた。

　表紙も背表紙もぼろぼろで、ろくにタイトルも読み取れない。

「……なんだこれ」

「読んでください。地ち下か神しん殿でんのくだりが出てくる手しゆ記きです。筆記者はウィルタミア人ですから読めると思います」

「へえ──ありがとな。でも、ずいぶん古い本なんだな。何年前のだ？」

「あ、ち、ちょっと待ってください！　まだここでは読まないで！」

　ぱらぱらと中をめくろうとしたら、トトが止めに入った。

「詳しいことは、中の書き込みを見るってことで。今は開けないでください。は、恥ずかしいので！」

「は？」

　そこに、船長の声が響いた。トトの名前を呼んでいる。

「あ、呼んでますね。じゃ、そういうことで！　失礼します！」

　彼女は元気のいい声を出して、船室の中へ戻っていった。

　威い勢せいの良さとは裏うら腹はらに、寝不足のように真っ赤にうるんだ瞳が、少しだけ心配ではあった。

「恥ずかしいって……お別れの寄せ書きでもしてあるのか？」

　あるいは美しい創作ポエム？　イシュアンは、その本を持ったまま船を降りた。

　下ではすでにハセムが降りて待っていた。

「なんですかそれ、本ですカ？」

「トトからの餞せん別べつだ」

「へえ、美しいですねえ」

「地下神殿のことが書いてあるんだってさ」

　今はまだ開けるなといわれていたが、やはり気になるものは気になってしまう。基本的に自分は、せっかちだし意地の悪い人間なのだと思う。抱ほう腹ふく絶ぜつ倒とうの傑けつ作さくポエムを期待して中をめくっていくと、途中に真新しい紙が一枚挟はさみ込こんであった。

（メモ──？）

　そこに書いてある内容を目に入れた瞬間、イシュアンは背後を振ふり仰あおいだ。

　ちょうど砂礫船『女神の采配』号が、砂すな埃ぼこりを盛大にあげて移動していくところだった。あっという間に、砂さ丘きゆうを乗り越えていってしまう。

（トト。おまえ──！）

　ページの間から抜け落ちた紙片には、おそろしい事実が書いてあったのだ。
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　ウルスラは、地面にしゃがみこんだまま、子供のように泣いていた。

「……いきたい。行きたいです。あなたと一緒に行きたい……」

「そうだよ。だからウルスラ、一緒にここを出よう。ちゃんと太陽にあたって、自由に生きるんだ」

　ウルスラは、涙ながらにうなずいた。くしゃくしゃの泣き顔が、逆に綺き麗れいにさえ見えた。

　出るのだ。この地下から。

「じゃあほら、立とう。上に出られる道を探そう」

「……それなら、行くべき場所、あります」

「場所？」

　ウルスラは、もう一度うなずいた。こぼれる涙をぬぐって、まっすぐにこちらを見上げる。

「黙っていて、すみません。わたしが子供の頃に、里の外を探検して見つけた場所なんです」

「そこに何かあるの？」

「はい。そこだけ種類の違う岩が露ろ出しゆつしている路みちがあるんです。行き止まりにも見えますが、見ようによっては、後から岩を積んで出入り口を塞いだんじゃないかって──」

「それだ！」

　思わず声をあげてしまう。

　おそらく、オナスたちがこの地下に入るために使った出入り口だろう。

「わかった。場所教えてくれる。そこに行ってみよう」

「許して、くださいますか」

「どうして？」

「ずっと隠していました。あなたが少しでも長く、ここにいてくれるように」

　理人は、彼女の懺ざん悔げに笑みを返した。

「お互い様だよ」

　一人で出ていこうとした。

　立ち上がって右手を差し出すと、ウルスラは微かすかにはにかみながらつかみ返してきた。その手はたしかに温かかった。

　あらためて思った。こんな暗い場所にずっといていいわけがない。彼女の勇気を、自分が後押しするのだ。







　暗い地下の道は、しだいに岩がん盤ばんがむきだしの、洞どう窟くつめいたものになっていった。染み出した地下水が、水滴となって落ちてくる。

　ウルスラは、ランタンを片手に進んでいく。

「──昔は、知らない場所を探検するのも楽しかったんです。天てん井じようの割れ目から落ちてくる白い砂も、里人たちがしてくれる地上の昔話も、みんなみんなわたしをわくわくさせてくれるものでした」

　理人のブーツの足音に、ウルスラのサンダルの足音が重なる。そこに、ウルスラの声が乗った。

「でも、途中で気がついたんです。地上を語る人の中で、わたしだけが違いすぎることに」

　途切れ途切れの一人語りは、きっと彼女自身を取り戻すためのもの。

　理人は、ときどき聞き返した。

「違うって、見た目がってこと？」

「それもあります。里人の中で、わたしが一番の年下でした。ひ弱で病気がちで、友人の蛇へびや蜘く蛛もを飼いならすことはできても、魔獣の幼よう生せいは近づくだけで熱が出ました」

「それは……」

「情けないやつ、これでは大人になれないって、父や里人が嘆なげいているのをよく耳にしました……」

　理人はため息が出た。そんなもの、熱が出て当然だ。根本的に、魔獣に関する知識が間違っているのだから。

　いままで会ったパナケイアの人間でも、ここまで偏かたよった知識を持つ集団を見たことがない気がする。まるで伝でん染せん病びようのペストが、魔女の仕し業わざで広まったとでも言われているような感覚だ。常識の時代が違いすぎるというか。

（なんだかな……普通に暮らしてたら分かりそうなものだけどな……いくら元は山里で暮らしてたからって……）

　それでもウルスラは、理り不ふ尽じんさにもめげず、彼女なりに里の人間の役にたとうと努力してきたのだ。血のつながりという重石おもしがないぶん、必死だったろう。そのウルスラも含めて、ノルドの里人たち全員、よく今まで生きてこれたものだと感心するぐらいである。

　そんな彼女が、急に立ち止まった。

「大丈夫？　きつい？　しんどい？」

「──すいません、ちょっと息が……」

　深い呼吸を繰り返す。恐らく、さっきの魔獣の邪気にあたったのだろう。

「ウルスラ。地上に行ったら、まず神官か僧そう侶りよを探して、たまった邪じや気きの浄じよう化かをしてもらおう。それでだいぶ楽になれるよ」

「ありがとう……リヒト」

「心配しなくていいよ。君が誰かと違うのは君のせいじゃない。大丈夫」

　早く上の世界に連れていってあげたかった。

「今は楽しいことだけ考えよう」

　そう言うと、ウルスラは、血の気のない顔でうなずいた。

　そう。今は楽しいことを考えるのだ。目の前にあるこの暗い道を抜けて、明るい太陽の下に出る未来を。日差しの下で破は顔がんする様を。

　だがその道のりは、さらに狭い横穴に変わった。ほぼ中腰で中を進んでいくことになる。

「こ、ここ？」

「はい。頭と足元、気をつけてください」

「す、すごい道だね……」

「子供の頃に見つけた道ですから」

「大丈夫？」

「平気です」

　気丈に答えるウルスラでも、頭がつかえるほどの広さだ。続く理人は何度か、自分の頭をぶつけた。さらに道は、急な斜しや面めんに切り替わる。

（これはまた）

　目の前の少女が幼い頃、いかにやんちゃな冒険少女だったかをうかがわせる道のりだ。

　急斜面の途中でウルスラが、汗をぬぐって息をついた。

「少し休もうか」

「……いえ。行きましょうリヒト。もうすぐですから」

　ゆっくりとだが、顔を上げ地面を登っていく。

「あなたのいう空がどんなものか、早く見てみたいです」

　理人は胸につまり、ただそんな彼女の後ろについた。

　傾けい斜しやを上がりきると、道はふたたび、平へい坦たんになった。

「この先です。石で封ふう鎖さされた出口があるんです」

　いよいよ──もう少しだ。

　しかし、歩きだしてすぐ、ウルスラの足が止まった。

　彼女の籠かごの中の蛇が、音もなく頭を出す。

　目を凝こらす。暗闇の先で待っていたのは、大勢の──武装したノルドの里人だった。







「──おい、どこに行く気だ、ウルスラよ」

　先頭には、血けつ気き盛さかんなハーディが立ちふさがっていた。

　理人は、恐怖に固まるウルスラの前に出る。背後に彼女をかばうように、

「彼女は──ウルスラは渡しません。僕と一緒に、地上へ行くつもりです」

「それはできない。そいつはここの人間だ」

　どの口でと叫びたかった。

「地上に行けば、まともな日光と、邪気に汚染されていない水があります。地下のここよりも魔獣も少ないんです」

「噓つけ！　でたらめ言うと承知しねえぞ」

「本当です。なんで出てもみないで決めつけるんですか。魔神アルゴスは封印されました。魔獣だらけだったあの頃とは違うんです」

「いいかげんにしろ！　掟おきて破やぶりの横紙破りが！」

　ハーディが、腰の曲きよく刀とうを抜いて襲いかかってきた。理人は聖剣で受けた。

　力比べを続ける向こうで、ハーディが獣のように歯をむいた。

「……おめえなっ、人間ごときが魔神を封じるなんてできるわけないだろ。そいつはこの俺がよおくわかってる。叔お父じ貴きもお袋も、アルゴスの魔獣に食われて死んだんだ。だまそうたってそうはいかねえからな」

「分からず屋はどっちですか。あなたたちは、初代の魔神封印すらなかったことにする気ですか!?」

　理人は剣を撥はね上げ、ハーディの右腕を斬り裂いた。鈍い悲ひ鳴めいがあがり、すばやく飛び退のくが、ダメージはしっかり残ったようだ。斬られた右腕をおさえてハーディがうめく。

「初代……？　なんだそれは」

「はじめてアルゴスが降臨した時のことですよ！　今から七十年以上も前です。そこからハギリ老師たちが力を合わせてアルゴスを封印したんです」

「馬鹿か。そんな大昔に魔神がいたら、世界はとっくに滅んでるだろうよ！」

　ハーディは、剣を左手に持ち替えた。理人に斬られた右腕は、ぶらりと下がったまま動かない。だが、血が一滴も流れない。

　なにか、これは──。

「おいてめえら。かかれ！　このでたらめ野郎からウルスラを取り戻せ！」

　おう！

　ハーディの号令に、後ろにいた里人たちが、大たい挙きよして襲いかかってくる。

　普通の若者の攻撃に交じって、足元もおぼつかない老人や女性までもが襲いにやってきた。粗そ末まつな武具を手に、ウルスラの名を呼びながら近づいてくる。うかつに反撃することもできない。

「悪いやつだ」

「ウルスラを返せ」

「返しなされ」

「来ないでください。怪け我がをさせたくありません！」

「おらおらおらおらぁ！　そんなこと言ってる場合かあ！」

　ハーディが、そんな味方すらもまきこむ勢いで剣を振り回す。

（なんだよこれ）

　おかしい。あまりに話が通じなさ過ぎる。

　魔獣の対処法も知らない。六年前の魔神封印どころか、初代の封印戦のことすらなかったことになっている。

「ウルスラを返せえ！」

「────っ！」

　ついに理人は、やってきた老人を斬ってしまった。反射的に斬り伏ふせられた老人は、哀れな声をあげて倒れ伏す。だが、それでも血は流れない。何かの黄色い粉のようなものが、一瞬だけ宙ちゆうを舞った。

（変だってこれ！）

　斬って、斬って、向かってくるからひたすら斬って。

　終わりのない悪夢のような光景の向こうで、じっとこちらを見ている人間がいた。

　──族長、オナス・アルカン。

　彼は洞窟の出口をふさぐ位置に立ち、仲間の里人たちが、理人にやられる様を、錫杖片手に傍ぼう観かんしている。

　そして、損傷が激しく倒れて動かない里人がある一定の人数になると、おもむろに錫杖を振った。

　ジャン！

　彼が強く錫杖を鳴らすと、地面に伏していた里人が、いっせいに直立した。ぎりぎりと関節をきしませて首をねじる。そしてオナスを見る。

「私たちは、何を……」

「ウルスラを取り戻すのだ。それこそが我々の使命だ」

「ああ、そうか……そうだった。ウルスラを助ケる。ソウナンダ」

　背筋に悪お寒かんがはしった。彼らは続いて、ウルスラをかばう理人のことも見た。

　確かに動いているはずなのに、なんの生気も感じられない目が在あるばかり──。

「……オナスさん。あなたは、いったい──」

「ノルドの里人は、何度でもよみがえるのだ。忌いまわしい魔神が退けられ、真の平和が訪れるまで。私の責務は、終わらない。ここを出て行かせるわけにはいかない。絶対に」

　あなたはいったい、いつからこの地下にいるんですか。いつの時代の魔神の話をしていますか。

　彼の周りに、『生きていない』人たちの輪りん郭かくが見えた。前にウルスラが引き合わせてくれた、地下神殿の本来の住人──ヴェズナーヤの亡霊たちだった。
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　トトがくれた手記は、ウィルタミアの言葉で書かれているおかげで、イシュアンでも読み進めることができた。

　その昔、金と暇をもて余した貴族の学者が、国外の辺へん境きようを中心に回って聞いた逸いつ話わが、一冊にまとめてある。問題の地ち下か神しん殿でんの記述は、イエンマルドの章につづられていた。

「……もしもし、盗賊サマ」

　ハセムが言った。

「歩きながら読むとこけませんかね」

「うるさいな。話しかけなきゃこけないさ」

「そんなにイイ話でも書いてあると？」

　だから話しかけるなと言っているのに。

　ハセムが、ちょっかいをかけてケープを後ろから引っ張るのをやめないので、顔をしかめて本をとじた。

「……いい話ってより、変な話だった。このあたりで魔獣の害を逃れて、地下に移り住んだ少数部族がいたって話だ」

「魔獣の害って、盗賊サマたちが倒した例の？」

「違う。もっともっと前だ。宝ほう王おう暦れき二一〇年代だから──初代の魔神降臨だな」

「へえ。そりゃまたずいぶん昔だ」

「ああ。ハギリのじーさんだってぴちぴちだった。石のやじりで獲え物もの追って、洞窟でドングリ食って暮らしてた頃だ」

「あなた《護まもりし者もの》をなんだと思ってるんですか」

「修業好きのくそじじい」

　ハセムがあきれた声をあげた。

「ほんとだぞ？　リヒトに聞いてもいいからな」

「はいはい、貴き重ちようなお話ありがとうございマス」

「まあどっちでもいいや。ともかくその部族──ノルド族って言うらしいんだけど、そいつらはもっと西の、山間の里で暮らしてたんだ。で、魔神が出たぞーってんで、いきなり現れた魔獣に追われて難民化してたんだな。当時はどこもかしこもそんな感じだったらしいけどさ」

　前知識も心構えも何もなかった。今では当たり前にある、邪気が毒であるという感覚すらなかったのだ。そこから立ち上がったのが、若き日のハギリを含めた初代魔神討とう伐ばつ隊たいだ。筆ひつ舌ぜつに尽くしがたい苦労があっただろうが、今はそれを語る場ではない。

「で、ノルド族は悩みに悩んだあげく、半分は地上に残ってご先祖の土地に帰れる日を待つことにして、残り半分は言い伝えに従って地下の神殿に逃げ込んだんだ。今となっては、もう地下に残っている人間はいないだろうってさ」

「そりゃそうでしょうヨ。怖い魔神がなくなれば出てくるだろ」

「普通はそうだよな。ただな、この本じゃ残り半分のノルド族にはまだ会えてないって締めくくってあるんだ」

　ウィルタミア人の著ちよ者しやは、初代の魔神の危機が去った後、地上で生き残っていたノルドの代表者から話を聞いて、この手記を書き起こした。地下に行った残り半分がどうなったのかまでは、触れられていない。

　地上と地下、二手に分かれたノルド族は、滅びたヴェズナーヤの流れもくむ由ゆい緒しよ正ただしい少数民族だったらしい。独自の文化を守り、魔神の出現さえなければ、今も昔ながらの暮らしを山間の隠れ里で続けていたに違いないのだ。

「どうなったんだろうな、ってのは引っかかるっちゃ引っかかるんだけどさ。たぶん新天地でよろしく暮らしてるとかそういうオチなんだろうけど」

「実はまだ地下に居たりして。当時とまったく同じ顔でコンニチハ」

「やめろ怪かい談だんか」

「いやあ、わからんですよ。なんせここはヴェズナーヤ王おう国こく終しゆう焉えんの地ですから」

　明らかにふざけているのがわかったので、イシュアンは本をしまって先を歩いた。これ以上の幽霊話はごめんである。

　そのままイシュアンたちは、手記にもあった神殿の入り口を目指して移動を続けた。

　歩きにくい砂を踏みしめ、太陽の位置で現在位置を把は握あくしながら、慎重に進む。

「おっ」

「ああ、当たりだ」

　あそこだ。

　やがてひどく崩れた、石造りの神殿らしきものが目に入った。急ぎ足で近づけば、石柱は半分以上が折れ、屋根も大半が崩れ落ちているが、予想よりも埋もれずに残っている。

　砂除よけのケープを払いながら、敷地の中に入る。

　ひび割れた石いし畳だたみの中央に、地下へと降りる階段のようなものが見えた。天井が崩れたせいか、瓦が礫れきが積まれて降りられなくなっている。

「こいつをどかせばよろしいと」

「ああそうだ。ハセム、手伝えよ──」

　浮き足立つのをおさえきれずに振り返れば、ハセムが腕組みしながらにやにやと笑っていた。

　思わず手招きしていた手を引っ込める。

「……なんだよ」

「いやなに。ここまで献けん身しん的てきになれるってのも大した愛だと思いましてね。お兄さんちょっと感動」

　イシュアンは、ぶっと噴き出しそうになった。

「はあ？　な、なにいってんだよおまえ。関係ないだろが」

「そういうもんですかね。俺はまたてっきり」

「あ、り、え、ねーっての！」

　どこに目をつけているのだこのヘボ護衛が。

「いいかげんにしろよおまえ。そういうのな、私だけじゃなくてリヒトにも迷惑だ。あいつは『キョーコ』を見つけて故こ郷きように帰るんだぞ」

「盗賊サマはそれでもいいと？」

「あたりまえだろ！」

　断言した。

　──確かに、終わってから少し、寂しくなるかもしれないけれど。だけど、でもそれは、今考えることじゃない。この男につつきまわされる筋合いはもっとない。

「ふうん……そんなものかねえ」

「そんなもんなんだよ！　いいから手と足を動かせ！」

「わかりましたよ。いいお話をアリガトウ」

「どういたしまして──っての！」

　イシュアンは、振り向きざまに右手の錨銃アンカーガンを撃ちだした。ワイヤーは猛スピードでハセムの頭上すれすれを飛んでいき、飛んできた短剣を撃ち落とした。

　カァン！　と甲高い音が響いて、二つの金属が床を跳はねる。

　剣を投げてきたのは──。

「──あらま、驚かないのね、あなたは」

「心の準備ができてたからかな、ロード・ログワイヤ」

　イシュアンは、錨銃アンカーガンを構えたまま低くつぶやいた。

　遺跡の片かた隅すみ。折れた石柱の上に、卵めいた小太りの男が立っている。

　真っ先に砂嵐に消えたはずのウィルタミア貴族が、両の指に短剣をはさみながらこちらを見ていた。
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　オナスの周りに、半透明の亡霊たちが続々と浮かび上がる。

　首が取れた戦士。胸を貫かれた巫み女こ。血染めの女官。彼らは五百年前の死に際の姿のまま、理人とウルスラをうつろな目で見み据すえている。

　さらには実戦用の兵隊として、亡霊たちの子孫であるノルドの里人たちが整列する。体こそ生身の人間だが、度たび重かさなる戦闘で見せた異常の片へん鱗りんは、素直に彼らを生者と呼べなくさせていた。

　出口をふさがれた地下の洞窟に、きつい薬草めいた匂いがたちこめる。

　オナスの匂い。ハーディの匂い。動く──死体たちの匂い。

「あなたたちは……いつからこの地下で暮らしているんですか」

「もう、数えるのも飽いたわ」

「十年二十年なんて話じゃないですよね。アルゴスがはじめて降臨して……ハギリ老師が封印したのがそれから数年後ですから、五十……六十年以上前──」

「すべては、あの魔神のせいだ。我々が平和に暮らしていた里にアルゴスが降臨し、魔獣の蹂じゆう躙りんが続いた」

　オナスは錫杖をかまえ、こちらの言葉を否定もせずに立ちふさがる。決してこの道だけは譲らぬとばかりに。

　どう考えても、とうに寿命がつきていないとおかしいのに──。

「遠い祖先の言い伝えにすがって、この地下に逃げる道を選んだ。だが、この地下もまた、人が暮らすに値する地ではなかったのだ。地下には地下の魔獣がさまよい、水を飲めば人は倒れる。一人、また一人と同胞たちは倒れていった」

「それじゃあオナスさん……いまここで動いている人は」

「私は残りの民をまとめる長として決断を迫られた。人が減りすぎれば一族は維い持じできない。おそらく地上に残った弟たちも生きてはいまい。憎き魔神の消しよう滅めつまで、何をしてでも耐える必要がある。神にもすがりたい思いの時、私の前に亡霊たちが現れたのだ。我々の中にあるヴェズナーヤの血を見こして、救いの手をさしのべてくれた」




　──そうよ。

　──わたしたちはオナスを助けるわ。

　──いとしい迷い子。




「私は──彼らの助言に従い、里人の亡なき骸がらにヴェズナーヤの亡霊を宿して復活させることにした」




　──器の中にわたしたちが入れば、なんでも元通り。

　──生きてた頃と同じように話せるわ歩けるわ。

　──やりすぎると摩ま耗もうして壊れてしまうけれどね。

　──だから入るのは『昼』の間だけ。オナスとわたしたちの約束よ。




　もはや実体をもたないヴェズナーヤの女たちが、軽やかに歌う。そして今度は、傍らに倒れていた里人の体が急に持ち上がり、かと思えば、また糸が切れたように倒れ伏す。




　──こんな感じよ。

　──もう一度見てみる？　あら、残念。もう壊れちゃったわこの死体。




「いやああああ！」

　ウルスラが、耳をふさいで叫んだ。

「うそ。そんな噓。だってみんな」

「ウルスラよ。これが里の真実だ。なお禁忌を犯しこの道を進むというのなら、この私ごと打ち砕くといい。私を加か護ごするヴェズナーヤの魂ごと！」

　ジャン！

　オナスが、再び錫杖を激しく打ち鳴らす。今度は今まで意識を保っていた里人たちが、オナスを残していっせいに倒れ伏した。あのハーディさえも例外ではなかった。

「遠き祖先よ、すべて貴公たちに明け渡す！　我が望みをかなえたまえ！」

　そして亡霊たちの、何十何百という声が呼応して響きわたる。




　──殺せ。殺せ。殺してしまえ。




　動かない里人の遺い骸がいに、あらめてヴェズナーヤの亡霊が入り込む。そのまま彼らは遺骸ごと立ち上がり、大挙して理人たちに襲いかかってきた。

「くそ！　ウルスラ下がって！」

　理人は、放心状態のウルスラをかばい、片かた端はしから斬り捨てていく。

　だがいくら斬っても、彼らは時を待たずして起き上った。さきほどまでと違って、苦痛を感じているそぶりすらない。

（ゾンビ映画かよ）

　すでに死んでいる体を、『殺す』ことはできない。もはや里人としての意思もなく、亡霊たちの操り人形と化しているであろう死体たち。破壊された端から新たな魂が宿り、そうしてまた襲いかかってくる。悪あく循じゆん環かんだった。

「ハーディ……ホーラ……ヤウルおばさん……おじさんも……」

　そしてウルスラには、そのすべての死体に見覚えがあるのだ。理人に斬り捨てられていくたびに、彼女の心がきしみを上げるのが目に見えるようだった。

（どうする）

　──これでは、無む間けん地じ獄ごくと変わらない。いずれは押しつぶされて朽くち果はてるのは、理人たちの方だ。

　襲いかかる里人の数は、亡霊の声が増えるとともに、ますます増えていく。

「っ！」

　瞬間、理人のこめかみに衝撃が走った。

　よけきれなかったのは、相手が意外すぎる人物だったからだ。

「消えなさい。裏切り者の忌まわしい魔剣使い」

「お母様！」

　オナスの一番上の妻だった。その手には、美しい顔とは不釣り合いな、無ぶ骨こつな棍こん棒ぼうを握っている。

　こうして相あい対たいする彼女もまた、中身はオナスが降ろしたヴェズナーヤの亡霊なのだろうか。残りの妻たちも、生気のないうつろな目をしたまま、武器を手にして襲いかかってくる。

「ウルスラはここにいるべきなのよ。ぜったいに」

「ぜったいに」

「ぜったいに」

「リヒト！　やめて！　お母様なのよ」

　ウルスラは完全に混乱していた。

　けれど、理人はその亡霊が口にした言葉を聞き逃さなかった。

（魔剣って──この剣がか？）

　理人の手元にあるのは、物言わぬ『破は魔まの聖剣』の聖剣本体。そして、いまだ柄つかから外したままの宝ほう珠じゆだった。

　その瞬間、ウルスラの悲鳴と、二度目の打撃が重なり、視界がブラックアウトした。
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　ログワイヤ卿が、王宮の階段を降りるように地面へと飛び降りた。

　その身のこなしは噓のように軽く、豪ごう奢しやな服には塵ちり一つついていない。

「あたし、度ど胸きようのある子は気に入る派よ」

「そりゃありがとう」

　イシュアンは唇をゆがめて笑った。

「……トトがな、この遺跡の情報と一緒に、教えてくれてたんだよ。『船長がログワイヤ卿から金をもらってるのを見た。部下の騎士にも内緒にしろって言ってた』ってね」

　古本の中に挟まっていたメモを見たときは、我が目を疑った。そして彼女の言葉を信じて組立て直してみたのだ。もし『ログワイヤ卿』が近くで生きている前提で、起きた出来事を考えてみるとどうなるか。

　一番はじめに行方をくらませたように見せて、ずっと砂礫船内にとどまっていたのだろう。かくまっていたのは、卿から金をもらった船長だ。隠れて水や食料を届けてもらい、そうして得た自由の身。まず手始めに船員のマウリカを殺し、ついでゲイリー・ブランを殺した。ヴェズナーヤの砂漠の呪いに見せかけて。

「ゲイリーのおっさんのポカのせいで嵐は起きたと思ってたけど──考えてみりゃそのおっさんがなんで銅像投げたかって考えれば、もともとの像の持ち主であるあんたが嚙んでるのが自然なんだよな。おっさんは良くも悪くもガチガチの騎士だったんだからさ」

　プライドが高く、融ゆう通ずうがきかず、鬱うつ屈くつしたものをためても己を曲げることができなかった。それがあの男の特とく徴ちようだった。

「あんたは適当にゲイリーを怒らせるだけで目的を果たせた。船員マウリカが死んだ日の夜も、主のあんたが現れれば扉を開けるだろうよ」

「そうね。内心で馬鹿にしていても、主には逆らえない可哀想な狗いぬ派は。屈くつ辱じよくなのをあえてやらせるって燃えるわよね」

　イシュアンは、伸ばしていたワイヤーを巻き取った。こみあげてくる怒りを、必死で飲み込みながら、

「さしずめ、私らは三番目の犠牲者か？」

「順番なんてどうでもいいじゃない派よ。あたしに与えられた使命はね、リヒト・アイカワとイシュアン・トロール。あなたたち二人を排除すること。ウィルタミアからできるだけ離れた場所で、ごく穏おん便びんに、国民の誰もが納得できる形でね」

「ふざけんな！」

　イシュアンの錨銃アンカーガンの二撃目が、ログワイヤ卿に襲いかかった。卿はその体たい型けいからは信じられないほどの敏しゆん捷びん性せいで宙高く跳ね上がる。イシュアンは止まらず追撃した。腰のナイフを抜き放つ。

「ゲイリー・ブランは、それでもあんたに忠誠を誓ってたんだぞ！」

「そうね。とてもカビの生えた価値観。あたしそういうのもううんざりなの」

　笑うログワイヤ卿に、イシュアンは、火のように斬りかかる。ログワイヤ卿は着地して反転すると、手持ちのナイフで応戦した。

「信じる騎士道に殉じゆんじ円えん卓たくに命も捧げた。本ほん望もうだったでしょうよ」

「おまえが言うな！」

　イシュアンの連続攻撃に、ハセムが加わった。

　彼はイシュアンと挟み撃ちにする位置に回ると、ログワイヤ卿めがけて飛び込んでいく。












「ほう！」

　卿が側転で飛び退った。対するハセムはその手に、さっきまではないはずの槍やりを持っていた。

　ログワイヤ卿の衣装の襟えりが、貫かれて穴が開いている。

（こいつ──）

　ハセムは槍を器用に振り回して腰を落とす。いったいどこに仕舞っていたのか、まったく見えなかった。

「アナタ、それどこから出した派なの？」

「ばれたらそれは部族の恥はじだ。死んでも吐かないのが掟でしてね」

「あらま」

　ログワイヤ卿は楽しげに笑う。

「そういえば、この国には文字通り体中に牙を隠し持つ部族がいるそうね。イエンマルド三刀のハジ家に輿こし入いれした女がいたけど、正せい妃ひを殺そうとして追放されたそうじゃない？　生まれていた子供たちはどうしたのかしら。皇子は継けい承しよう権けんをはく奪だつされて軍の子飼いになっているはずだけど」

　イシュアンは、ぎょっとしてハセムを見た。

　ハセムは、肯定も否定もせず、槍の切っ先を向けたままログワイヤ卿を見ている。

「……そういう無駄話を吹き込めるやつは限られてますね。ますますあなたに興きよう味みが出てきましタヨ」

「あらうれしい」

「俺は逆にあんたに聞きたいネ。大国ウィルタミアの大貴族としての身分をなくして、ウィルタミアの英雄をまとめて砂漠で殺して、それを手て土産みやげに『誰』のところへ行く気だ？　ウィルタミアとイエンマルドの今をぶち壊して喜ぶようなところですよね？」

「とっても素敵なところって言ったら？」

「詳しく聞きたいな。じっくりと！」

「おほほほほ！　ステキ！」

　ログワイヤ卿が、高い声をあげて笑った。そして、「今度はあたしからよ」と、卿からの反撃ははじまった。手持ちの小型ナイフから、真紅に塗られた鞭むちに持ち替え、その体型からはおよそ予測できない速度で、イシュアンたちに襲いかかってくる。

（はやい！）

　鞭の軌道が蛇のようにしなる。頰にかすかな痛みと朱が走る。

「下がれ！」

　ハセムが叫んだ。懐から投とう擲てき用ようのナイフを取り出し投げつける。そのうちの一本が卿の太い二の腕に突き刺さるが、

「だめ。あたしを傷つけるには足りない。足りないわ！」

　イシュアンが、続けて錨銃アンカーガンを撃ち放つ。ログワイヤ卿はナイフを刺したまま高く飛び上がり、崩れた女神像の上に着地する。ハセムが二撃目を狙うが、同時に卿は地面へと飛び降りる。

「うぐあ！」

　その瞬間、悲鳴をあげたのはハセムだった。

「おい、ハセム!?」

「う、が、う」

　彼は喉をおさえてもがいている。その体が卿の方へ引きずられていく。首に、細い細いワイヤーが巻きついているのに遅れて気づいた。

　ワイヤーは、女神像の上を通り、地上に降りたログワイヤ卿の踵かかとにつながっている。

「──引き出しが多いにこしたことはない。でもそれにおぼれちゃいけない派よ。あなた」

　イシュアンは、痛むほど唇を嚙かみ締めた。

「狙いは、私だろ！　そいつは離せ！」

「……イシュア……にげ……ろ……」

「できるか馬鹿やろう！」

　卿はさらに甲高い声で笑った。

「そうね、このイエンマルド人を助けたければ、すべての武器を捨てなさい。ひざまずいて助けを希こいねがいなさい。考えつくかぎりの屈くつ辱じよくをたっぷり味わった後、『彼の』命だけは考えてあげるわ」

　なるほど──けっきょくこちらの命は奪う気か。

「悪く思わないでね。先方のご要望なの。世界を変える英雄は一人だけでいいって」

「……どういうことだ？」

「あたしたちはすべてを手に入れる。もう既き存ぞんの身分や戒かい律りつさえ馬鹿らしくなることうけあいの一品よ？」

　本気で意味がわからず立ち尽くしていると、

「はぁいおしゃべりは終わり。無む駄だ口ぐちたたかない。手を動かして」

　イシュアンはしぶしぶ、まず腰の短剣を捨てた。続いて、左手の錨銃アンカーガンの留め金に手をかけ──。

「くそ！」

　苦し紛れとばかりに、錨銃アンカーガンを撃ちだした。しかし最後の錨アンカーは、ログワイヤ卿のはるか上を素通りする。

「もう、見苦しいわよ！　捨て鉢ばちであがくのはあたし嫌いなのね」

　イシュアンは、唇をかみしめながら、のびきったワイヤーをゆっくりと巻き取っていく。少しずつ、卿に気付かれないように、静かに──。

　ごとりと、大きく石が動く音がした。卿にかかる影が動いていく。

「心配しなくても、この後に待っているのはステキな世界よ。パナティーア様が落とした革命の歯車はもう回りはじめてるわ──って、なによあなた」

　イシュアンは、心の中で──笑った。

　こちらの狙いは、ログワイヤ卿本人ではない。彼の後ろにそびえていた石柱だ。

　斜めにかしいだ脆もろい柱は、錨銃アンカーガンの衝撃で簡単に倒れてくれた。

「サヨナラ、ロード・ログワイヤ」

「ちょっとおおお！　あ、あんた味方まで一緒に──」

　折れた石柱が、次々とログワイヤ卿とハセムに襲いかかり、自重で地面が陥かん没ぼつした。

　あとには強烈な砂煙と瓦礫だけが残る。

　イシュアンは、視界を覆う砂煙が落ち着いてから、卿に切られた頰をぬぐって近づいた。

「──おい。生きてるか？」

　しばらくすると、巨大な瓦礫がかすかに動く。続いて爆風に弾き飛ばされるように、倒れた石柱が宙を舞った。イシュアンは、巻き込まれないようあわてて飛びのく。

　その下から現れたのは、ハセム・デラだった。首にからんだワイヤーを抜き取りながら、地上に這はい上がってくる。

「……おう。生きてますよ盗賊サマ」

「けっこう危ないな。こっちまで死ぬかと思ったぞ」

「それでも俺に比べりゃましでしょうよ。なんでこれで死なないんだか」

「そういうもんなんだよ。魔法の品マジツクアイテムなんだから」

　イシュアンは、ハセムの右手を見ながら言った。そこにはイシュアンが貸し出した『思い出の護り』がはめられていた。

　持ち主の死にいたる危険を、高確率で回避する腕うで輪わ。それが『思い出の護り』だ。

　五英雄のイシュアンがログワイヤ卿に警戒されることは目に見えていたので、この防具はあえてハセムの方に渡していたのである。その状態でログワイヤ卿に接近し、ハセムごと殲せん滅めつ。ハセムが防具の力で生き残れば勝ち。あらかじめ打ち合わせていた通りだった。

「便利なもんですね」

「ただあれだ。私以外には効かない可能性もあったんだけどな……ほんとうまくいって良かったな」

「──そういうことは先に言いましょう。いい子だから！」

「気にするな。いいやられ役だったぞ」

　いまさらハセムが動どう揺ようするから、イシュアンは歯を見せ笑ってやった。彼は苦虫を嚙み潰しながら、腕輪を外して返してくる。

「でも、ちょっとしくじったかもしれませんね」

「ん？」

「これじゃ尋じん問もんも何もできない」

「……そーだな……」

　瓦礫の下から出てこれないログワイヤ卿について思う。世界を変える英雄は一人だけでいい。そう言っていた甲高い声がよみがえる。

　彼らの言う英雄とはなんだ？　いったいこちらを倒した手柄を、『誰』に差し出す気でいたのか──。

「もともと俺は、他国の動向を探ったり、組織の裏切り者を探すのが仕事でしてね。今回はウィルタミアの出方を見るつもりだったんですが……なんかよりおもしろくない事態になりそうな予感ですヨ。あなたたちがログワイヤ卿と同じ船に乗ったのは、イエンマルドからの献けん上じよう品ひんのせいでしたよネ。『キョーコ』さんの遺い留りゆう品ひんだったっていう」

「なんだよ。まさか親しん使しもグルだったとか……？」

「さあ、めったなこと言うもんじゃありませんよ。誰が聞いてるかわかりませんからね」

　おもしろくないと口にしながら、ハセムの顔つきは、動く獲物を見つけた猫のようだった。

「楽しいね。実に楽しい──誰がどこまで『先方』に寝返ってるのやら──」

「……あんたが皇子サマだったってほんとか？」

　ハセムは、後ろから水をかけられたような顔をした。

「なんのことやら」

「おもいっきりあのオカマ貴族が喋しやべってたの聞こえたんだけど。盗賊の耳なめんな」

「気になります？　ヒャッホウ。うれしいねえ」

「ごまかすなっつの」

　わざとらしく笑って両手を広げたので、イシュアンは冷たく言い放った。その時だった。

　──ドン！　と足元が大きく揺れた。

「おわ!?」

　続いて地の底から、何十何百という人の声が、重なって湧き上がってくるのだ。

（なんだよ）

（下から？）




　──返せ。返せ。

　──ウルスラを返せ。

　──返せ。

　──リヒト。




　リヒト。




　──殺せリヒト。

　──殺してしまえ。許されざる者。魔剣を持つ者。

　──殺してしまえ。




　自分でなめるなと言い切った耳が、確かに『リヒト』という音をとらえた。空耳などではなかった。

「リヒト！」

「おい盗賊サマ!?」

　イシュアンは、ハセムが止めるのも聞かず、地下への階段の前に駆け込んだ。閉ざされた神殿への入り口が、細かに震えている。

「──何が起きてるんだ……？　いるのか？　そこに。リヒト……？」
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　小学五年の夏休みだった。

　急に増水した川に飲み込まれたかと思ったら、知らない場所に出て知らない男に拾われた。その世界の伝でん承しように従い、滅びに瀕ひんする世界を救えといわれた。そして出会った四人の仲間と冒険をした。

　野を越え山を越え、迷宮を探索し、魔神のいるアーマット岳の山頂を目指した。

　──たすけて！

　崩れゆく夢む幻げん城じよう。底なしの穴へ落ちていく仲間に手をのばそうとして、でもできない。もう何度繰り返したかわからない後悔の源。助けないと助けないと助けないと。

　早く！




「イシュアン──っ！」




　都立武む蔵さし野の総合高校一年Ｂ組、相あい川かわ理人は、絶叫とともに床へ尻しり餅もちをついた。

「ど、どうしたの、相川君。もしかして寝言？」

　もう少しで頭を回転椅子に打ちつけるところだった。

　一緒にカウンター当番をしていた路みち葉ば響きよう子こが、目を丸くしてこちらをのぞきこんでくる。

　そこには魔神の姿もなく、イシュアンの姿もない。

（うわ）

　なんという恥を。

「……うん。ごめん。ねてた……」

「うっわ。こんな激しいのはじめてみた。貴重だー」

　打ちつけた腰をおさえながら起き上がる。そこは放課後の図書室で、数少ない利用者は、何事かといった具合にカウンターのこちらを凝視している。

　理人は高校一年の学生で、勇者でもなければ英雄でもない。穴があったら入りたいぐらいだった。

「なに、そのスマホ」

「記念の一枚」

「やめようよ」

「はあい」

　スマホのカメラを向けようとする響子に、理人は顔をしかめてＮＯを言う。

「寝言にしたって意味わかんないんだけど。イシュ？」

「なんでもないよ」

「でもなんか安心したな。相川君でも居眠りするんだ」

「そりゃ、するよ……」

　響子は妙にうれしそうだった。理人は椅子に座りなおして、照れ隠しもこめて目を閉じた。

　すぐにまた、引きずりこまれるように眠りの波がやってくる。深く深く深く──。




「おい、リヒト起きろ！」




　今度はイシュアン・トロールと目が合った。

　つややかな金髪に、青く澄んだ瞳。彼女は袖の膨ふくらんだ赤いワンピースに白いエプロン姿で、野菜がのった籠を両手に抱えている。

「なに寝とぼけてるんだよ。ぼさっとしてたらグーリンダにしかられるぞ」

「ああ、そっか。そうだね……」

「もうじき祭りなんだからな。ちゃんと働けよ？」

　それは、アーマット岳のヒルデ村で一緒に暮らした、数少ない両思いの記憶。素直に想い、そして想われていた。

「──リヒト？　大丈夫か？」

　いとしい彼女。このまま時が止まればいいとさえ思った。

　でも違うんだ。なんだかこれも違うんだ。

　僕は知っている。彼女が教えてくれたこと。自分が何を選んだのか。

　僕が進めなきゃいけない世界は──。
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「リヒト！　しっかりしてください！」

　──ウルスラに強く肩をゆさぶられて、理人は目を覚ました。

（ああ）

　武器が当たって意識が飛んでいたのは一瞬だったようだが、ずいぶん長い夢を見ていたような気がする。

　太陽の見えない砂漠の下、無念の死をとげた亡霊たちの、めまいがするような呪いの歌はやまない。

「返せ。返せ。ウルスラを返せ。でなければ死を！」

「そうよ死よ！」

　目の前には、倒れても倒れても起き上がってくる死体の群。中身はヴェズナーヤの亡霊たち。損傷の激しい遺体に交じって、かつてオナスの妻と呼ばれたモノも怨えん嗟さの声をあげる。

　これが、夢の終着地か──。

　理人は肩で呼吸をしながら、手元の剣を握りなおした。まったく、現実が一番の悪夢だなんてとんだ皮肉だ。だがそこに、ウルスラがしがみついてくる。

「もういいです。やめてください。わたしのことは置いていってください」

「できないよ！　一緒に行くって約束しただろ」

「だって……無理です……もうこんなの見たくないです……わたしが頼めば、あなたの命だけは助けてもらえるかもしれない……」

　オナスの妻の姿をした亡霊が、武器を片手に微笑んだ。

「その通りよ、ウルスラ」

「さあ、こちらに来なさい」

　ほらとばかりに、ウルスラがこちらを涙目で見る。

　だが理人は──。

「だめだ」

「リヒト！」

「せっかく勇気を出すって決めたじゃないか。この先にあるんだ。君に見せたいものだってたくさんあるんだよ」

　そう。本物の二つの太陽とか。空の雲とか山の雪とか。

　普通にパナケイアで暮らしてる人たちには意外でもないんでもないものでも、ここから出れば感動できる。はじめて見るものばかりのはずだ。

「僕にだって、上でやりたいことはある。やらなきゃいけないことが待ってる。でも、それは君を捨てて叶えることとイコールじゃない。僕だけ出たら絶対後こう悔かいする！」

「でも、このままじゃあなたが死んでしまいます！」

　死ぬ？　本気で？

　理人は、ふたたび死者たちと斬り結びながら考える。

　死は終わり。あらゆることの行き止まり。

　つまり、本当に正しく『死』という状態になるということは──。




　──イシュアン・トロール。

　──彼女に会えない。




　その瞬間、爆発的に、暴力的なまでの勢いで、さまざまな時間軸の絵が浮かび上がった。




『頼むぜ、チビったれ』『ほんと、おまえってば世話がやけるやつだな！』『たすけて』『一人が不安なら、このイシュアン・ブリリアント・トロール様がつきあってやらなくもないぞ』『だっておまえは魔神アルゴスがいなきゃこの世界にやってこなくて、私は、おまえに会えなかったから』『いってえー。なにすんだよリヒト』『おまえが言ったんだぞ。なんにも変じゃないって』『私はゲイリー・ブランに賭けるぞ』




　もはやどれが本物で、どれが偽物で、そんなものもよくわからない、雑多な思い。彼女にまつわる記憶。思い出。

　死。それすらも失う完全なる無。

（それは──いやだ！）

　本能的な叫びに近かった。理人は、覚悟を決めた。ずっとしまいこんでいた宝珠を、聖剣の柄つかにはめた。

　制御ができるかはわからない。また暴走してしまうかもしれない。だが、それを恐れて逃げ回るのはもうやめだ。

（探るなら好きなだけ探ればいい。ただの僕だ！）

　そして相手も、『たかが』聖剣だ。特別扱いなんかしてやらない。

　柄にはめ込んだ宝珠に光が宿る。にぶい振動がはじまる。体中に震えが走る。

　そしてはじまる聖剣の走そう査さ。だが、その不快な感覚も嫌いはしない。丸ごと受け止めろ。

「破は魔まの聖剣よ！」

　ドン！　と空間が揺れる。それだけで、襲いかかってきた里人の体が、糸の切れた人形のように倒れこんだ。周りで歌っていた亡霊たちも、聖剣の波動に吹き飛ばされて消えていく。混こん沌とんの魔神さえも地へと還す、圧倒的なまでの聖剣の力だった。

「ウルスラ、ついてきて！」

　理人は聖剣を握ったまま走った。

「通ることは許さん！」

　なおも動き続けるオナスが、錫杖を構えて突進してくる。

　体型に似合わぬ鋭い突きが繰り出される。聖剣の制御に意識を奪われるものの、なんとか急所はかわした。だが、肩に鋭い痛み。

（まだだ！）

　まだこの剣を手放してはいけない。あきらめてはいけない。

「あそこです、リヒト！」

　見つけた──神殿の出口！　巨大な岩が道をふさいでいる。

「止まれ！」

　叫ぶオナスの猛もう攻こうをかわし、激しく振動を続ける聖剣をふりかざす。

「豪ごう・鋼こう・斬ざん・破ぱ」

　行く手をはばむ障しよう壁へき──眼前の巨岩に向けて、聖剣をたたきつける。




「打ち砕け！」




「やめろ──！」












　オナスの妨ぼう害がいが届くよりも早く、まばゆく発光する聖剣が、爆音とともに岩を打ち砕いた。そのまま衝撃波は勢いを失わず、真っ直ぐに伸びていく。

（行け、進め！　貫け！）

　そして──。

（──抜けた！）

　剣から光が消える。貫通した穴の向こうから、引き換えのようにまばゆい自然光が差し込んでくる。理人たちを、等しく照らしていく。

「──いやあ！」

　しかし、ウルスラの悲鳴が響いた。

　陽の光にさらされた族長オナスの体が、他のノルドの里人と同様、どろどろと崩れ落ちていくのだ。
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　里の外で魔獣に会った次の日は、よく熱を出して寝しん台だいの住人になった。

　一日毛布にくるまっている以外は、ほかにできることもなく、ひとりうなされるよりなかった。

『まだウルスラは寝ているのか？』

『ええ。熱がさがらなくて』

　──誰？　お父様と、一番上のお母様？

　声は聞こえるのに、体が熱くて重くて言うことをきかない。視界がかすんで何も見えない。

　もしお父様なら、ひさしぶりにご挨あい拶さつがしたいのに。たくさん、たくさん、話したいことがあるのに。

『本当にひ弱な娘だな。おまえもあまり外に出すな』

『わかっているんですが、言うことをきかなくて』

『言い訳だろう。これは族長の娘になるのだぞ。育てばだが』

　冷たく言い放つ声に、どうしようもない落らく胆たんを感じて、ウルスラは毛布の下で涙した。

　ごめんなさい、ごめんなさい。どうしようもない子でごめんなさい。

　だけどその日、就寝の鐘かねも鳴り終えた頃、誰かがウルスラの枕元に立ったのだ。弱ったウルスラの体が冷えないよう、貴重な毛布を重ねてかけてくれた。

『死ぬのは許さんぞ』

　──あれが──父の手であったと、思うのは願望だろうか──。







　実際、あのあたりから父の束そく縛ばくはいっそう厳しくなったのだ。いっそ理り不ふ尽じんなまでに。

「お父様！」

　まるで熱に溶ける蠟ろうを見ているようだった。

　ウルスラはすぐさまきびすを返し、錫杖とともにくずおれる養父のもとに駆け寄った。

　三代目オナス・アルカンの全身は、完全に輪りん郭かくを失おうとしていた。

「オナス。族長オナス。お父様。しっかりしてください」

「……だから、この扉を開けてはならぬと言ったのだ。我々はもう、日の光の下で生きてはいけないのだから……おまえ以外は」

　自分の瞳から、再び涙があふれだすのがわかった。嫌。こんなのは嫌。「なんで」と首を横に振った。

「たとえはかなきかりそめの生であろうと、我々は里を維い持じする道を選んだのだ。二度と日の光を拝むことができずとも、我々は真なる平穏を手にいれた。後悔はない。そう言い聞かせて気が遠くなるほどの月日を過ごしてきた。そんなときに、パナティーアはおまえという赤子を落としてきたのだ。何にも穢けがれぬあたたかい子供を」

　オナスの体は、語りかけながらも崩壊が止まらない。

「どれだけ──我々がおまえをうらやみ、ねたみ、そねみ、そして希望を託たくしてきたかわかるか？」

　これが、死の運命さだめに逆らった者の末まつ路ろでもあったと言われても。

「わたし……わたし」

「おまえという子供はここで生き、そしていつかは我々の側の一員となる。それしか道はないと思ってきたのに」

　溶け行く男は、ただ笑っている。

「かなわぬか……これも、また、運命なのだろう……もういい。この死にぞこないを捨てて生きろ。地獄のごとき地表でやりたいことをしろ。それをしたいというなら」

「お父様。しっかりして。お願い。わたしが悪かったです」

「アイカワ、殿」

　ウルスラが、崩れる体を抱きしめようとしてもかなわない。すべてが地へと落ちていく。

　ウルスラは、必死に少年に訴えた。

「リヒト、リヒト、どうしよう！　お父様が」

「この通りだ。不肖の、迷える娘を、どうか、生かして──頼む──」

　それが、ウルスラたちに聞き取れる、意識ある最後の言葉だった。

　頭の中を、さまざまな思い出が駆け巡っていく。

「あ、あ、あ……」

　あの優しい真夜中の手は、きっと父のものだった。そう思っても許されないだろうか。だってこれから長い時を、見知らぬ土地で過ごさなければならないのだ。ここにいる、すべての魂たましいのぶんまで。

「……リヒト」

　静かな声で、彼女は少年の名を呼んだ。

「なんだい、ウルスラ」

　返す少年の声もまた、かすかに震えていた。強くて弱くて優しい、アンバランスなわたしの旦那様。

　白い指を、血がにじむほど強く握りしめる。さあ、勇気を出して。

「行きましょう」

　──外へ。

　相川理人が、ウルスラの肩に手を置いた。ウルスラは、涙をぬぐいながら立ち上がった。

　形見として、父が身に着けていた首飾りをもらっていくことにした。首元にかかる重みが、そのまま父の重みのような気がした。

　出るのだ、外へ。

　そのまま二人で、できたばかりの地上への道を歩いていく。

「……僕を、恨うらみたいなら恨んでもいいよ」

「そんなことは、わかりません」

　そう。誰にもわからない。

「たしかにいつか、後悔する日が来るかもしれません。どうしてあなたの手を取ったのだろう、ずっと地下にいればよかったのにって思うかもしれません。でも今は」

　やがて、まばゆい光とともに視界に入ったのは、染みるような空の青。

　二つの太陽と、その下を流れる白い雲。荒れ果てた遺い跡せきの先に広がる白い砂漠。

　広くて、広くて、途方にくれるほど広くて明るくて。

　これが、みんなが言っていた──外なのか──。

「きれい……」

「そうだよ。ウルスラ・アルカン。あれが空だ」

「そら」

　ウルスラは、生まれたての赤ん坊のように、宙に向かって手をのばす。つかめない太陽をつかむように歩いていく。ベールが取れてむきだしの銀髪が、日差しの下でまばゆく光った。

「でもリヒト。今は、何も考えません。自由なんです。あなたに助けてもらった命を、どう使おうと、わたしの、自由。それが……父の最期の……願いだったから……っ」

　その目には、まだ涙が光っていたけれど。

　もうこれからは泣かないようにしよう。約束させて、お父様。みんな。




「リヒト──！」




　遠く声が響いた。

　何が起きたかわからず立ち尽くすウルスラの横を、理人が走っていった。

「イシュアン！」

　夢ではないかと頰をたたきたくなった。

　理人が両手を広げ、駆け寄ってくる金髪の少女を、全体で受け止めたところだった。
















「このバカ。クソばかったれ。死ぬほど心配させやがって！」

　イシュアンだ。本当に彼女だった。

　相あい棒ぼうの声は、どうにもこうにも泣き声まじりだった。その小柄な体を、理り人ひとは間違えないようにきつく抱きしめる。

「ごめん」

「生きてるな？」

「うん、生きてるよ」

「元気してたな」

「うん、元気だと思うよ」

「ならもういいや。かんけーない」

　つぶやきが胸にせまりすぎて、こちらの声が言葉にならない。気持ちは一緒だったというのに。

（そうだな。関係ないな）

　あの時。地下で死にたくないと思った時、頭に浮かんだ顔は『イシュアン・トロール』だった。それがいつの時の彼女か、中身が何を考えているのか、そんなことはいっさい関係なかった。

「……君は君で、この先も君なんだ。たぶんそうなんだろうな」

「い、意味わかんないぞ。なんだよいきなり」

「会いたかったってことだよ」

　今ならきっと、なんでもぶつけられるような気がした。どんな返しがきたって後悔はしない。

　イシュアン・トロール。僕は君が──。




「リヒト」




　感かん極きわまる理人の後ろで──ウルスラが、こちらの名を呼んだ。

　イシュアンが、動物のようにすばやく理人から飛びのく。

　ウルスラは、そんな理人たちに向かってかすかに会え釈しやくをした。

「お知り合いですか？」

　静かな声は、予想よりもしっかりしている。しっかりしすぎて面食らうほどだった。

「う、うん。えっと、ウルスラ。彼女が、イシュアン。僕の旅の仲間だよ」

「そうですか。あなたの大事な人にあえて、わたしもうれしいです」

　話がまったく飲み込めないイシュアンが、「誰だれだ？」とばかりにこちらを見た。

「なんて言ってるんだ？」

「え、あ、うん。そうだね」

　イエンマルド語がわからないであろうイシュアンに、通訳をしてあげないといけない。

「えっと……この人は、ウルスラ・アルカン。ずっと地下の神しん殿でんで暮らしてて、一緒に外へ出てきたんだ」

「し、神殿にいたって──本気でか!?　いつからだ？」

「うん、そうなんだ。話せば長くなるんだけど──」

「今はリヒトの妻ですが」

　理人は噴いた。

　ウルスラは、平然とたたずんでいる。

「どうしました、リヒト。イシュアンさんに教えてさしあげてください。黙だまっているのは失礼だと思います」

「いや、それは」

「語ご弊へいがあるようでしたら前ぜん妻さいでもけっこうです」

　よりいかがわしさが増すだろう！

　ウルスラは、優ゆう雅がに口元をほころばせた。

「いろいろな所へ連れていってくださるというので、楽しみです」

「なあリヒト。ほんとになんて言ってるんだ？」

「ちょっ、ちょちょちょ、イシュアン、こっち来て話そう！　ちょっとだけ！」

「責任って大事ですよね」

　理人は、大あわてでイシュアンの腕うでをつかんで、目についた瓦が礫れきの物陰を目指したのだ。





　　　　　＊＊＊






　──これでいい。大丈夫。

　ウルスラは、面白いほどあわてふためく理人とその連れの少女を、微笑ほほえんだまま見送った。もっとも、日頃やり馴なれない笑顔は、すぐに引っ込んで元の無表情に戻ってしまったが。

（笑うって、つかれるわ）

　ぐいぐいと自分の頰ほおをマッサージしている時だった。

「──あなたも大たい概がいな方ですネ」

　振り返れば、背後の折れた柱の上に、見知らぬイエンマルド人の男がしゃがみこんでいる。

　こちらとは正反対の、にやけきった笑みが怪しくて、ウルスラは警けい戒かいしながらたずねた。

「あなたは、誰ですか」

「さあ誰でしょうネ。敵か味方か。どこにいってもなんだか嫌われる、あなたと一緒のお邪じや魔ま虫むしだったりして」

　うそぶきながら頰をかいている。ウルスラは、腰の籠かごに入れた蜘く蛛もと毒どく蛇へびを意識した。いつでも飛ばして嚙かみつかせることができるように。

「知らない人に、文句を言われる筋すじ合あいはないと思います」

「だってねえ。わざわざ揉もめ事ごと起こすこともないでしょうに。よりにもよって嫁よめ発言かいな」

「事実ですから」

「へえ。事実。あの英雄サマの顔見りゃ、相当見けん解かいの相そう違いがあるみたいだが？」

　ウルスラは、それでも動じない。

　だって。見ればすぐにわかってしまったのだ。彼──相あい川かわ理人の心が、本当はどこにあったのか。地下の神殿であれだけの目にあいながら、折れずにウルスラをこの地表まで引きずってきてくれたのは何が原動力だったのか。

　二人が一緒にいるところを見てしまったら、悲しいぐらいに腑ふに落おちてしまったのだ。

　だから自分は──。

「単に……寝言で呼んでいた名前の当人が現れたから──なんか──反抗してみたくなったんです」

「へえ。そいつは剛ごう毅きだ」

「ええ。反抗期なんです」

「ぶはっ！　いいな反抗期！」

　何かツボにはまったように、男が笑い転げた。ふざけた大笑いが、砂さ漠ばくの空に響いていく。

　でも好きなだけ笑えばいいと思う。

　やまなかった亡ぼう霊れいの呼び声は、もう、聞こえてこない。愛があるのに気付けなかった家族の声も。

　わたしは、自由だ。どこまでも。

「んじゃあな、反抗期のお嬢じようさん。少しだけ素す敵てきなことを教えてあげましょうか」

　男は、指を一本立てた。

「これからあんたがたどる道みち筋すじは、あの英雄サマについてくかぎりいばら道」

　思わず息をのんだ。

「まったく望んでもいない騒そう乱らんに巻き込まれるかもしれない。あの英雄サマが、良くも悪くもすべての鍵かぎを握にぎる火か薬やく庫こになるからって言ったら──どうします？　やめます？」

　すぐには言い返せなかった。でも、ウルスラは迷わなかった。

「今よりひどいことなんてありません。行きます」

「はは。じゃあ今度はいい方の情報だ。あの二人な、べつに恋人ってわけじゃないですよ」

　ウルスラは、今度こそ耳を疑うたがってしまった。

「──え」

「実際には英雄サマの一方通行──に、限りなく近いか。そうでもないか？　ともかく実際にはなにも確かめあっちゃいないらしいぞ」

「あれで？」

「そうあれで」

「…………よっしゃーと言うべきでしょうか」

「わははは。だったら、走れ！　ぶちかませ！」

　そんな声に背中をおされ、ウルスラは見たこともない地表を走り出すのだ。少しだけ不ぶ格かつ好こうに、恥はじも外がい聞ぶんも振り捨てて、ただ自由に──やりたいことをやるために。

（どうか、見ていて）

（見えるでしょう）

（お父様。みんな──）

　首にさげた形見の首くび飾かざりが、応援するようにカチカチと鳴った。
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「……だからさ、ほんと大変だったんだよ。下に落ちたはいいけど上に戻る出口なんてないっていうし、暮らしてる人たちは魔神が封ふう印いんされたことだって知らなかったし、なんとかウルスラに助けてもらって──」

「ついでに嫁にもらいましたって？」

　理人は、再びむせかえった。

「……なんで慌てるんだ？」

「えほっ、い、いや、気にするのそこなの？　けっこう大事なことも話したつもりなんだけど。魔ま獣じゆうのこととかヴェズナーヤの亡霊のこととか」

「んなのは後からよく考えるさ。今は聞きたいことを聞いてる。どうなんだ？」

　理人は、必死の状況を説明するはめになっていた。

「どうって……地下にいた時の、便べん宜ぎ上じようの約束事みたいなもんだったんだよ」

「でも、今も言ってるんだろ？」

「それは」

　イシュアンが放つ質問は、まるでお空はなぜ青いのと聞いてくるぐらい率直で、特に怒っているわけではないようなのに、理人の心を落ち着かなくさせるのだ。

　いっそ怒ってくれた方がよほど楽だと思うほど。

「……なんていうか、冗談、なんだと思うよ。彼女なりの」

「冗談？」

「うん。見えないかもしれないけど」

　そして、そういうことが言えるようになるのは、悪いことではないと思うのだ。彼女の場合。

　いろいろなものを見たいと言っていた。これからの人なのだ。

「だから、しばらくは一緒にいてもいいかな。神しん官かんか僧そう侶りよに邪じや気きの浄じよう化かも頼みたいんだ」

「そりゃ、別にいいけど。というかな、こっちだってむちゃくちゃ大変だったんだぞ。いいから聞けよ！」

「うんうん何──？」

　はじめは話が変わって、ほっとしていた。

　だがイシュアンから、地上で起きていた一連の話を聞き、理人は仰ぎよう天てんした。

「大変じゃないか！」

「でかい声出すなよ。だからそうなんだよ」

「つまりそれ、ログワイヤ卿きようが黒幕だったってこと？」

「それですみゃいいけどな」

　おそらく彼の後ろには、また別の人物がいるだろうとイシュアンは言った。そして理人とイシュアン双方が生き残った以上、その人物の目的はまだ果たされていないとも。

「うわ……まずいねそれ……」

「ティマーニに行きゃ、釣り餌になった『げーむき』の取引具合がわかるよな。誰の主導で買ったのか、手に入れたのはほんとにそれ一個だったのか」

「わかった。そっちも調べてみよう」

「で、ハセム・デラがこの先もついてくる気まんまんだ」

「あの人？」

「ああ。裏切り者が出たかもしれない以上、放っとくわけにもいかないとかなんとか言ってた。なんか自分のことになるとはぐらかしやがるし……あれ、けっきょくどこいったあのニヤケ野郎」

　イシュアンはきょろきょろあたりを見回す。

　なんだかすっかり結束が固くなってしまっているようだが──しょうがない。話したいことは、他にもいろいろあった。確かめたいことも、たくさんあった。

「イシュアン、あのさ──」

「しっ」

　イシュアンが、ふいに口元に指をあて、理人の言葉を遮さえぎった。

　そうして目を細めるその先には、小さな岩がある。

「──おい、出てこいよ」

　その一言で、砂漠の岩陰に隠れていた子供が、ひょこりと顔を出した。

（あ）

　丸顔に丸い瞳ひとみのイエンマルド人。留学生のトト・ハルデラである。

「……へへ。どうも失礼いたします」

　トトははにかみながら頰をかいた。その背中には大きな、旅たび支じ度たくのリュックサックを背負っている。

「なんでトトがここに？」

「そうだよ。どうしたんだよトト。船に乗ってったんじゃ……」

「その船から、えいやって飛び降りちゃいました。あのまま船長と一緒にいるのも、なんか違うし危ない気がしまして」

「トト……おまえってほんと……」

「あの、よかったら、わたしもお供させていただけませんか。わたし、もっともっと自分の国のことを調べたいし、お二人のお役にたちたいんです。魔術とかへたっぴですけど、いろいろがんばりますから！」

　頰を緊張に上気させ、トトが言った。

「危ないぞ？」

「か、かくごの上です！」

「ほんとにか？」

「ほんとにほんとです！」

「──だってさ、リヒト。どうする？」

　イシュアンが、振り返ってたずねてくる。だが、その顔を見れば、答えは決まっているようなものだった。

「僕は歓迎したいな」

「だよな。いいさトト、来い！」

「はい、ありがとうございます！」

　トトが破は顔がんして近づいてくる。

　──そうして旅は、新しく仲間が一名。

　行き先はイエンマルドの商しよう都とティマーニ。こちらに飛ばされた響きよう子こを見つけるための旅たび路じだ。

「リヒト！」

　さらにはウルスラが、ベールもなしのむきだしの髪を振り乱して走ってくるのだ。後ろには、『ニヤケ野郎』のハセムもいた。

「なんか……増えたな」

「前とそんなに変わらないよ」

「そっか。そうだな。うん。それじゃ──行くかリヒト」

「了解、イシュアン」




　はるか上空で監視していた鷹たかが、一足先に南へ飛び去ったのも知らずに、一行は進みはじめた──。





　　　　　＊＊＊






　──イエンマルド南西部、イスメト湖こ。

　ハジン川がわの源流であり、砂漠の宝石と謳うたわれる美しい湖の沿えん岸がんには、多くの豪商や豪族たちの別荘が立ち並ぶ。砂漠の呪いや嵐も、辺境の争乱も、この場所には届かない。ただそれらの合間を縫ぬって、一台の馬車が疾しつ走そうを続けている。

　粗そ末まつな幌ほろ馬車は、スピードの出しすぎでいまにも空中分解しそうだった。幌の中には、奴ど隷れいらしい異国の少女がうずくまっている。重く冷たい金属の枷かせを両手につけたまま膝ひざを抱え、目を閉じ、少しでも表の風景が目に入らないよう身を固くしている。

「──寝ているのか？」

　男の低い問いかけに、少女は満足な答えも返さず、うつむいたまま動かない。

「……い」

「……なに？」

「馬車は、嫌い。車がいい」

　そう。とにかく馬車は嫌いなのだ。揺れるし遅いし、馬の匂いで気持ちが悪くなるから。たまった涙がこぼれそうになるから。

　恐怖は不信を誘い、悲しみは絶望を呼びよせる。

　少女はあえぐように首を振る。たった一つ残った光を口にする。

「……あいたい。たすけてよ。相川君──」

　そして教えて。どうしてこんなことになってしまったのか。









あとがき






　あちこちの方から「これ、続けようがないんじゃね!?」とご心配いただいたパナティーア異い譚たんの二巻でございます。こんな風に続きましたの二巻です。

　……いやはやその。

　たぶんやろうと思えば、あの一巻のエンディングに付け足して「砂漠のど真ん中に放り出されて呆ぼう然ぜんとする○子嬢じよう、続きは次号で！」をやれたのですが……ちょっとそりゃあ読後感悪すぎというか、数ページ前の感動を返せタコ野郎になりそうだったので切りのいいとこで終わってみました。なんか切りが良すぎたみたいであっちゃーな感じです。シリーズものムズカシイです。




　とにもかくにも、イエンマルド編開幕です。新キャラも出てきてます。

　理人の相あい棒ぼうこと『本物』イシュアンも、ここからが事実上のスタートですね。

　たぶん理人が二周目主人公なら、彼女はイベントスキップヒロインになるのでしょうか。嫁よめや同級生も含めて混こん沌とんとする関係をお楽しみいただければと思っております。




　人間関係といえば。

　私は割と人物の心情やら互いの関係性を中心に物を考えてしまう癖くせがあるのですが、ファンタジーはそれだけじゃあ駄だ目めなんだぞうということで、世界観や設定方面で大変お世話になっているのが担当さんです。

　私が提出した鉄ゲンコウを、熱いうちに打てとばかりにメキメキと鍛えてくださいます。すでに私の中の担当さん像は、ヒゲでマッチョで上半身裸はだかでごっついハンマーふるってガハハと笑う刀かたな鍛か冶じのドワーフです。後ろでは炉ろの炎がメラメラと燃えています。リアルでお会いすると美しい女性なのでおかしいなあといつも思います。なんでしょうこれ……ギャップ萌もえ？




　最後に屡る那な様。今回も大変な進行の中、本当に本当にありがとうございます。美人のウルスラさんでうれしいです。

　今回は割と残尿感（？）のあるラストなので、続きもお届けできるようがんばります。う、売れるといいなあ。

　それではまた、竹たけ岡おか葉は月づきでした！
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